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建設生産　未来への胎動

　

「深化」の本質
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

深まる価値が役割をも変える

設計　組織事務所の見つめる未来

建設コンサルタント・測量・地質調査

 ３Ｄプリンターの活用広がる
大林組／大成建設／施工総研ら／
安藤ハザマとアールテック／前田建設

 事業者課題解決型の技術
清水建設／大成建設／竹中工務店／西松建設／熊谷組

建設生産システム・深める技能

 担い手確保へ　建設従事者の処遇改善
週休２日制と専門工事業の適正な評価に関する調査結果
〈地域から〉　坂上建設（仙台市）、松居組（仙台市）

 元下〝強い絆〟が潮流
〈地域から〉　コデラ（石川県白山市）、濱組（松山市）



変化する関係・深まる関係

 ディベロッパー
都市開発をめぐる深化　潜在需要を掘り起こす

 負担軽減・入札不調回避へ契約多様化

 駅×個性　新たな魅力を発信　鉄道会社の取組み
 公共発注者の調達方法に変化

多様な入札契約方式を活用
東京外かく環状道路「委員会方式」
東京都、多様な調達方式の動向

 多様な入札方式
分離分割から一括発注まで　民間ノウハウを反映
丹青社の取組み
多様な入札契約方式・具体事例①愛知県国際展示場　ＤＢとアットリスクＣＭ

 多様な入札契約方式
具体事例②長野県上田市新本庁舎建設　ＣＭとＤＢ
具体事例③兵庫県上郡町本庁舎ＺＥＢ化　ＤＢと保全事業
具体事例④東京都渋谷区猿楽橋擁壁等更新事業　ＥＣＩ

 多様な入札契約方式
具体事例⑤福島県大熊町新庁舎整備　ＰＭとＤＢ
具体事例⑥茨城県日立市新庁舎建設　ＣＭ
具体事例⑦北陸農政局河北潟放水路防潮水門建設工事　ＥＣＩ

 〈道路のコンセッション〉バスタプロジェクト
〈自治体のＰＰＰ・ＰＦＩ〉
「行政支援」と「民間応募」で支える建設コンサルタント

自治体の地元企業保護姿勢が鮮明に

〈専門職大学〉実習に力点
〈日本工学院八王子専門学校〉
人材育成協議会設立　地域建設業に先進技術浸透
国土交通省の建設分野リカレント教育
広島工業大学、ＢＩＭを使い建築積算演習
〈地域から〉コイシ（大分市）

ゼネコン

設備






建設生産システム・深める技術



人材育成・確保　教育





自治体入札契約制度動向調査

群馬建協／利根沼田テクノアカデミー　
近畿躯体／関西鉄筋／関西圧接３団体の関西職人育成塾
金子架設工業　企業内職業訓練校

自ら育てる

進化×深化新しい価値

日建設計／三菱地所設計／日本設計／梓設計
久米設計／佐藤総合計画／山下設計／石本建築事務所

インタビュー　日本工営社長　有元　龍一氏
年後に目指す姿　総合力とスピード感で事業創出
建設コンサルタント　役割、領域さらに拡大
測量　膨大なデータ活用し社会課題解決
地質調査　３次元モデルで地質リスク共有

メーカー・異業種企業・大学・同業他社との共同開発で既存技術を深化

〈深める技術の拠点・技術研究所〉　
戸田建設／長谷工コーポレーション／前田建設／清水建設
大成建設／竹中工務店／大豊建設／鉄建建設／日本国土開発

〈生産システムの深化・変革の方向性〉　
関電工／高砂熱学工業／新菱冷熱工業／三機工業／ダイダン／大気社

日本電設工業協会　後藤　清会長　　　　　　好事例をオープンに
日本空調衛生工事業協会　長谷川　勉会長　ＢＩＭで生産性を向上

〈地域から〉　富田興業（兵庫県西宮市）

ＮＥＸＣＯ東日本／ＮＥＸＣＯ中日本／ＮＥＸＣＯ西日本　
首都高速道路会社／阪神高速道路会社
業務領域の深化・都市再生機構

 都道府県・政令市・県庁所在市・東京区

多様な入契方式を積極導入
広がるさまざまな企業評価

　地元優先の具体事例・神奈川県の「いのち貢献度指名競争入札制度」

（２）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　建設産業が取り組む「生産性向上」と「担い手確保・育成」は、
『未来への挑戦』でもある。その場合、『未来』の扉を開ける一つの
カギが、さまざまな形の連携であり、新たなつながりによる「進化」
だ。そのなかで建設企業の多くは本業である「建設事業」を成長へ向
けた中核的事業（コアコンピタンス）と位置づけ、「建設事業」の進
化へさまざまな取り組みを進める。
　そして『未来』の扉を開けるもう一つのカギは「深化」。横展開・
オープン化・新たなつながりといったキーワードの「進化」とは異な
る、深掘り・専門化・関係強化が「深化」のキーワードであり特徴だ。

つまり建設産業の「未来」は、「進化」×「深化」「新たな価値」
という構図になる。進化と深化によって生み出される「新たな価値」
とは日本が経済界とも一丸となって目指す『Society5.0』実現であり、
国連で採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）達成にも貢献する
ものでもある。
　未来の扉を開けるカギであり、建設事業の進化を支える役目でもあ
る「深化」は、発注者と受注者、元請けと下請けといった従来の関係
にとどまらず業種の垣根さえも越えた、新たな関係や新たな価値を生
み出そうとしている。

　ことし３月、建設通信新聞は創刊年
を迎えたことを受け、建設企業と建設産
業の今と今後を展望する『周年企画特
集・第３集』を発行します。
　第１集は「真価」（変わる価値。４月
日付）、第２集「進化」（新たな関係
・連携。４月日付）、第３集「深化」
（さまざまな深掘り）、第４集「新価」
（新たな価値、革新的領域への進出）を
キーワードに、中長期を展望します。ご
期待ください。
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（３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　新たな関係・つながりである「進化」と、深掘り・専門化・関係強
化を表す「深化」を掛け合わせたことで生まれる「新たな価値」の創
造と、社会課題解決を両立する社会を、日本は『Society5.0』と呼ぶ。
年１月に政府は第５期科学技術基本計画で初めて提唱、経済界を
代表する経団連も年月、目指すべき未来社会像をSociety5.0とし

て提起した。経団連が５番目の新たな社会を「創造社会」として提起
したSociety5.0実現の大きな柱が、『ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション、デジタル革新）』だ。革新を意味する「Ｘ」は、建設企
業と産業界にとってこれまでの関係や秩序、業種の垣根さえも越えて
新たな産業を創出する役割も持つ。

コロナ禍支援としての経済対策は今後も必要になる

生産性向上の先駆けは土工
事から（上）
現場の生産性向上として工
場製作資材に注目が集まる
（左）
未来の技術・技能者が鉄筋
組み立てを実体験する。も
のつくり大学で（右）

　５月日、経団連が公表した提言『ＤＸ　価
値の協創で未来をひらく』では、ＤＸを「デジ
タル技術とデータの活用が進むことによって、
社会・産業・生活のあり方が根本から革命的に
変わること。また、その革新に向けて産業・組
織・個人が大転換を図ること」と定義した。
　その上で、Society5.0時代の産業を、「これ
までは業種・製品起点で産業が区分されてきた
が、今後、産業の垣根は大きく崩れる」とし、
「△△業という縦割りの区分は、少なくともビ
ジネス界においては、何ら意味をもたないもの
となる」と明記する。

　さらに、「世界中で求められる価値は複雑で
多様。単一の製品・サービス提供だけでそれを
満たすのは困難」とし、「車ではなく移動、そ
して移動を通じてどのような価値が実現できる
か」「薬ではなく健康。どのようなアプローチ
で健康を実現できるか」。こうした視点から産
業を創出していくことが重要とした。
　この指摘、建設産業に置き換えるとどのよう
な姿が見えてくるのだろうか。
　キーワードは、「人口減少」と「生産性向上」
の２つだ。国の経済成長の可能性を表す潜在成
長率は、資本と生産性、労働力で判断する。こ
のうち労働力は通常、「労働人口×労働時間」
で測るが、日本の労働人口の減少は続いている。
このハンディを補い労働力を維持・向上するた
めには、「生産性向上×新たな労働力」（女性
や高齢者、外国人）という新たな思考と取り組
みが必要不可欠だった。

　ただ労働力問題を解
決しても、人口減とＧ
ＤＰ（国内総生産）の
関係で見ると根本的問
題が残る。現在、日本
のＧＤＰの６割以上を
占めているのは「消費」
だ。だから生産性向上
などで労働力問題が解
決しても、人口減に伴
う消費減少は変わらな
いからＧＤＰの減少は

避けられない。この構図を打開するため、消費
動向が売り上げに関係する企業・業種は、海外展
開による新たな需要掘り起こしが必要になる。
こうした顧客の動向に連動
する形で建設企業の海外展
開志向は強まる。
　もう一つは、日本全体に
広がり始めた「Ｘ（革新）」
による生産性向上だ。建設
企業や産業にとって最大の
課題でもある生産性向上
は、新たな建設生産システ
ム構築という劇的変化をも
たらすだけでなく、発注者
と受注者、元請けと下請け
といったこれまでの関係も
大きく変える。
　世界で進む技術革新は他

産業界と同様、ＤＸという形で建設産業界の生
産システムを劇的に変えようとしている。その
一つが、現場の省人化とロボット化などに伴う
生産性向上だ。
　このうちロボット化について鹿島と竹中工務
店は、ロボット施工やＩｏＴ（モノのインター
ネット）分野でこれまでの競争から共創に変え
て技術連携をする、「ＲＸ（ロボティクストラ
ンスフォーメーション、ロボット革新」プロジ
ェクトチームを立ち上げた。技術開発と製品化
で大手企業にありがちな「自前主義（クローズ
ドイノベーション）」から「オープンイノベー
ション」への転換だ。

　ＢＩＭやＣＩＭに代表される技術革新は、労
働力人口減少と生産性向上や働き方改革を追い
風に、工場製品採用やロボット活用などを柱に
した現場の省人化という現場生産システム変革
だけでなく、設計と施工、工事と設備といった
明確なすみ分けが存在していた業種の垣根も低
くさせる。また規制緩和など外的要因を背景に、
公共発注者もこれまでの設計・施工分離や工事
の設備分離といった従来の発注姿勢を転換する
ケースも相次ぐ。
　発注者と受注者の関係や調達手法の変化は言
うに及ばず、コンサルタントや設計、施工を担
うゼネコン、設備、専門工事業、メーカーなど
これまでそれぞれ明確にすみ分けされていた役
割も大きく変わろうとしている。
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建築設計事務所の未来図

（４）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）
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重
要
に
な
る


　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶

が
提
唱
さ
れ
る
中

モ
ビ
リ
テ


や

エ
ネ
ル
ギ

の
よ
う
に
一
般
に
浸
透
し

得
る
業
界

会
社
へ
と
イ
メ

ジ
を
高

め
て
い
き
た
い

発
注
者
の
先
に
い
る

利
用
者
を
見
据
え

業
界
の
常
識
が
社

会
か
ら
ず
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ

当

社
は
こ
と
し
９
月

創
業
１
３
０
周
年

を
迎
え
る

培

て
き
た
﹁
総
合
設
計

力
﹂
﹁
都
市
へ
の
洞
察
力
﹂
﹁
本
質
と

品
質
の
追
求
﹂
を
基
に
し
て

﹁
社
会

の
期
待
に
応
え
な
が
ら

こ
れ
ら
を
超

え
る
最
適
解
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
﹂

が
使
命
だ
と
考
え
て
い
る


　
日
本
設
計
で
は
早
い
段
階
か
ら
Ｐ
Ｍ

・
Ｃ
Ｍ
部
門
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

専

門
的
な
立
場
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
と
も

に
業
務
に
取
り
組
ん
で
き
た
今
後
は


既
存
建
物
価
値
の
維
持
向
上
な
ど

社

会
ニ

ズ
に
柔
軟
に
対
応
し

専
門
家

と
も
共
同
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
に
な
る

情
報
や
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
が
複
雑
化
す
る
中
で

社

会
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
建
築
の
価
値

に
対
し
て

確
か
な
視
点
を
持
ち

従

来
以
上
に
新
た
な
仕
組
み
を
提
案
で
き

る
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る


　
多
様
な
発
注
方
式
に
対
し
て
は

設

計
事
務
所
が
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
特
性
に

応
じ
て

そ
の
中
心
に
立
つ
こ
と
は
可

能
だ
と
考
え
る

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド

︵
Ｄ
Ｂ
︶
や
Ｅ
Ｃ
Ｉ
︵
施
工
予
定
技
術

者
事
前
協
議
︶
な
ど
官
民
と
も
に
事
業

ス
キ

ム
が
複
雑
化
す
る
こ
と
で
事
業

者
の
負
担
は
増
え
る

設
計
事
務
所
も

Ｐ
Ｍ
・
Ｃ
Ｍ
部
門
と
連
携
し

事
業
者

を
サ
ポ

ト
す
る
新
た
な
業
務
の
可
能

性
が
あ
る


　
発
注
時
に
発
注
者
が
設
計
条
件
を
整

理
で
き
て
い
な
い
場
合
も
多
く

設
計

初
期
段
階
で
の
設
計
者
の
役
割
は
増
大

し
て
い
る

た
だ

実
施
設
計
か
ら
の

Ｄ
Ｂ
導
入
は
工
事
費
と
品
質
の
整
合
性

を
担
保
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る

設

計
の
大
半
が
決
ま
る
基
本
設
計
と
実
施

設
計
初
期
を
担
い

さ
ら
に
そ
の
後
の

デ
ザ
イ
ン
と
仕
様
を
監
修
す
る
役
割
と

し
て
の
設
計
者
が
必
要
だ


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
設
計
の
プ

ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

早

い
判
断
が
可
能
に
な
る
一
方

フ
ロ
ン

ト
ロ

デ

ン
グ
に
よ
る
初
期
設
定
と

そ
れ
ら
を
見
極
め
る
力
が
必
要
に
な

る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
付
帯
す
る
Ｆ
Ｍ
や
保
全
情

報
な
ど
が
一
元
化
で
き
る
た
め

設
計

か
ら
施
工

管
理
・
運
営
ま
で
情
報
を

一
貫
し
て
扱
い

そ
の
実
態
を
見
通
す

こ
と
が
で
き
る

在
宅
勤
務
な
ど
の
働

き
方
の
変
化
が

Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
ノ
の
イ

ン
タ

ネ

ト
︶
を
活
用
し
た
新
た
な

設
計
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
構
築
の

好
機
に
な
る
と
考
え
て
い
る


　
日
本
設
計
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス

は

﹁
人
・
技
術
・
信
頼
﹂
だ

特
に

﹁
設
計
技
術
﹂
の
継
承

向
上
は
と
て

も
重
要
に
な
る


　
私
は
霞
が
関
ビ
ル
デ

ン
グ
の
竣
工


年
目
の
頃
か
ら
改
修
設
計
を
担
当
し

た
が

日
本
初
の
超
高
層
ビ
ル
の
設
計

に
対
す
る
技
術
的
検
証
の
プ
ロ
セ
ス
や

竣
工
図
か
ら

竣
工

年
経

た
い
ま

で
も
当
時
の
設
計
意
図
を
感
じ
る

確

か
な﹁
設
計
技
術
﹂を
持
ち

年
後


１
０
０
年
後
の
都
市
や
環
境
を
創
造
す

る
た
め
に
新
た
な
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
や

技
術
を
柔
軟
に
取
り
込
む
こ
と
が
重
要

だ


　
設
計
の
プ
ロ
で
あ
り
な
が
ら
一
歩
踏

み
出
し

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ

ト

ワ

ク
を
駆
使
し
て
顧
客
の
課
題
を
発

見

共
有
し

一
緒
に
な

て
解
決
し

て
い
く
姿
勢
が
よ
り
重
要
と
な
る

そ

の
立
ち
位
置
は
よ
り
顧
客
に
近
づ
く


一
方

顧
客
は
多
様
な
ス
テ

ク
ホ
ル

ダ

を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

設

計
者
は
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ

モ

シ

ン

地
域
と
の
共
生

維
持

・
管
理
・
運
営

Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
事
業
継
続

計
画
︶
な
ど
従
来
の
枠
を
越
え
て
幅

広
く

長
期
間

関
わ
る
こ
と
に
な

る


　
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
に
つ
い
て
は
コ
ス

ト

工
期
だ
け
で
な
く
品
質
の
観
点
が

不
可
欠
だ

昨
今
は
品
質
確
保
の
た
め

に
経
験
豊
富
な
設
計
事
務
所
を
参
画
さ

せ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
注
者

の
理
解
が
進
ん
で
い
る

事
業
の
特
性

に
応
じ

従
来
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
適
切

な
発
注
方
式
を
提
案
す
る
柔
軟
性
が
設

計
事
務
所
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い

く
と
考
え
る


　
今
後
の
設
計
事
務
所
に
は

建
築
と

設
計
が
好
き
で

具
現
化
す
る
喜
び
を

感
じ
る
と
と
も
に

建
物
の
収
益
や
運

営
・
維
持
・
管
理
へ
の
セ
ン
ス
を
持
ち



社
会
貢
献

へ
の
眼
差
し
を
備
え
た

人
材
が
求
め
ら
れ
る

ま
た

大
手
事

務
所
は
公
器
と
の
自
覚
を
持
ち

社
会

を
下
支
え
す
る
地
味
な
仕
事
に
も
進
ん

で
取
り
組
む
姿
勢
も
重
要
だ

Ｉ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
活
用
で
作
業
は
効
率
的
に
な
る

一
方
で

設
計
者
の
未
来
に
対
す
る

﹁
発
想
力
﹂
の
差
が
一
層
際
立

て
く

る

膨
大
な
デ

タ
の
取
り
扱
い

設

計
の
定
型
化
や
パ

チ
ワ

ク
化
な
ど

の
懸
念
も
あ
る


　
よ
り
創
造
的
で
効
率
的
な
働
き
方
や

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
一
環
と
し
て

テ
レ
ワ

ク

環
境
を
整
備
し
て
き
た

自
粛
の
２
カ

月
間
支
障
な
く
実
践
で
き
て
い
る

細

か
く
管
理
せ
ず
自
主
性
を
持
た
せ
る
当

社
の
風
土
も
生
き
て
い
る

私
自
身
も

出
産

育
児
を
機
に
以
前
か
ら
テ
レ
ワ


ク
を
経
験
し
て

会
社
へ
の
帰
属
意

識
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
感
じ
る

社

員
が
誇
り
に
思
え
る
ブ
ラ
ン
デ

ン
グ

や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

必
要
に
な
る


　
独
立
系
組
織
建
築
設
計
事
務
所
と
い

う
生
い
立
ち
が

▽
顧
客
の
事
業
を
実

現
し
て
い
く
総
合
力
▽
競
合
他
社
に
真

似
さ
れ
が
た
い
機
動
力
▽
得
意
分
野
を

足
場
に
し
た
次
へ
の
展
開
力
｜
｜
を
鍛

え
て
き
た

こ
の
３
つ
が
当
社
の
コ
ア

・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
あ
り

持
続
的
発

展
を
支
え
る

さ
ら
に

ア
フ
タ

コ

ロ
ナ
の
不
確
実
な
時
代
と
そ
の
先
に
あ

る
新
た
な
未
来
図
を
見
据
え

経
営
層

は
も
と
よ
り

社
員
一
人
ひ
と
り
が
的

確
な
判
断
力
と
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ


　
環
境
変
化
の
ス
ピ

ド
が
速
ま
る

中

従
来
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

プ
ロ
ジ

ク
ト
を
始
め
る
に
当
た
り


明
確
な
将
来
イ
メ

ジ
を
持

て
い
た

時
代
は
終
わ

た

今
後
の
設
計
事
務

所
に
は

所
与
の
設
計
与
件
を
形
に
し

て
い
く
こ
と
か
ら

一
緒
に
な

て
プ

ロ
ジ

ク
ト
の
本
質
的
課
題
を
捉
え


コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え

シ
ナ
リ
オ
メ


キ
ン
グ
し
て
い
く
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の

﹁
共
創
﹂が
求
め
ら
れ
る
当
社
で
も


Ｎ
Ａ
Ｄ
︵
Ｎ
ｉ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
　
Ｌ
ａ

ｂ
︶
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
戦
略
構
築
を

支
援
す
る
ソ
リ


シ

ン
グ
ル

プ

な
ど
を
設
置
し

よ
り
幅
広
い
展
開
を

目
指
し
て
い
る


　
人
材
に
関
し
て
は

設
計
事
務
所
の

役
割
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
が
変
化
す
る
中

で

多
様
性
の
確
保
が
重
要
と
な
る


特
に
複
雑
な
事
象
を
コ
ン
ト
ロ

ル
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
や

シ
ナ
リ
オ
構

築
の
得
意
な
コ
ン
セ
プ
ト
プ
ラ
ン
ナ


型
な
ど
の
人
材

デ

タ
活
用
が
得
意

な
人
材
は
い
ま
の
設
計
事
務
所
に
少
な

い

こ
れ
ら
の
人
材
確
保
が
重
要
に
な

る


　
こ
こ
数
年
続
い
た
建
設
物
価
の
上
昇

局
面
で
は

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
に
よ


て
工
事
金
額
を
早
め
に
コ
ミ

ト
し
て

も
ら
え
る
こ
と
は
発
注
者
に
大
き
な
利

点
だ

た

た
だ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
る
物
価
の
下
落

局
面
が
訪
れ
れ
ば

そ
の
傾
向
は
変
わ

る

価
格
の
下
落
局
面
で
は

競
争
環

境
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
設
計
図

面
の
精
度
を
高
め

施
工
者
の
不
測
の

事
態
を
極
力
低
減
で
き
る
技
術
力

コ

ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
重
要
に
な

る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
進
展
に
つ
い
て
は

設
計

業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く

企
画


設
計
施
工
運
営
と
い
う
垂
直
統
合
型

の
活
用
が
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る


そ
の
た
め
に
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
が
運
用

や
改
修
に
効
果
を
上
げ

建
物
保
有
者

が
活
用
に
イ
ン
セ
ン
テ

ブ
を
感
じ
ら

れ
る
環
境
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
早
急

な
構
築
が
必
要
だ

設
計
段
階
か
ら
の

メ

カ

・
サ
ブ
コ
ン
参
画
型
の
Ｉ
Ｐ

Ｄ
︵
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
︶

も
ト
レ
ン
ド
の
１
つ
と
な
り
得
る


　
今
後
も
単
純
な
建
築
技
術
の
コ
モ
デ


テ


化
・
相
対
的
価
値
の
低
下
が

続
く
中
で

当
社
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
は

複
雑
な
事
象
を
統
合
︵
イ
ン

テ
グ
レ

シ

ン
︶
し
て
い
く
能
力
だ

と
考
え
て
い
る

そ
の
能
力
と
は

総

合
設
計
事
務
所
と
い
う
専
門
技
術
の
ラ

イ
ン
ア

プ
だ
け
で
は
な
く

各
プ
ロ

ジ

ク
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ


の
高

い
イ
ン
テ
グ
レ

シ

ン
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
だ


　建設産業の企業にとって本業の技術力をより強めることが、企業価値の向上や新た
な価値の創造につながる。設計などの「業務システム」、施工技術を中心とした「建
設生産システム」を未来に向かい深化させさせることによって、強固な技術力が備わ
る。深化へのアプローチはさまざまだ。設計、建設コンサルタント・測量・地質調査、
ゼネコン、設備の各分野の取り組みをみる。



久
米
設
計
　
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部

都
市
開
発
ソ
リ


シ

ン
部
部
長
　

井
上
　
宏
氏

課
題
解
決
の
パ

ト
ナ

役
に

佐
藤
総
合
計
画
　
取
締
役
都
市
戦
略
本
部
長

企
画
開
発
副
本
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
野
　

宏
行
氏

﹁
融
け
合
う
価
値
﹂を
構
造
化

山
下
設
計
　
取
締
役
執
行
役
員

ソ
リ


シ

ン
本
部
長
　
　

岸
川
　

聡
史
氏

兼
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ

シ

ン
グ
ル

プ︵
Ｄ
Ｉ
Ｇ
︶統
括

石
本
建
築
事
務
所
　
設
計
部
門
建
築
グ
ル

プ
部
長
　

福
地
　

拓
磨
氏

﹁
最
良
化
﹂目
指
す
職
能
は
不
変

推
進
力
提
案
力
に
磨
き
を
か
け
る

建設生産システム・深める技術
（５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　人口減少、少子高齢化の進展、ＩＣＴの目覚ましい発展など、社会構造
が大きく変貌する中で、建設産業界は持続的発展に向けて変革を迫られて
いる。生産性向上、働き方改革など大きな転換期を迎える中、存在価値を
発揮しながら持続的に発展するため、建築設計事務所は何を変え、何を守

るべきか。大手組織設計事務所で将来、中心的役割を担うであろうキーパ
ーソンに、年後の立ち位置や多様な発注方式、ＢＩＭ、ＩＣＴへの対応、
求められる人材像、持続的発展に向けて深めるべきコア・コンピタンスな
どについて聞いた。

　
社
会
変
化
の
中
で

事
業
者
や
地
方

自
治
体
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
都
市
や
建

築
と
﹁
社
会
課
題
﹂
を
重
ね
た
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
く

建
築
設
計
事

務
所
は

そ
の
課
題
解
決
の
パ

ト
ナ


役
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ

れ
に
合
わ
せ
て
例
え
ば

設
計
に
入
る

前
の
都
市
や
エ
リ
ア
の
課
題
収
集
か
ら

事
業
企
画
や
仕
組
み
を
組
み
立
て
る
役

割

コ
ミ

ニ
テ


醸
成

完
成
後

の
持
続
的
運
営
支
援
な
ど

職
能
も
ス

ト
レ

チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る


　
市
況
に
よ

て

競
争
原
理
や
発
注

者
の
リ
ス
ク
ヘ

ジ
な
ど
が
理
由
で
発

注
方
式
に
対
す
る
評
価
が
変
化
す
る


ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
発
注
者
の
利
益

を
守
り

質
の
高
い
建
築
を
つ
く
る
た

め
に
は

設
計
施
工
分
離
が
原
則
だ
と

考
え
て
い
る

中
立
性
・
客
観
性
の
あ

る
わ
れ
わ
れ
専
業
建
築
事
務
所
は

品

質
・
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど

の
組
織
的
総
合
力
を
生
か
し

発
注
者

の
利
益
を
守
る

そ
の
重
要
性
を
社
会

に
理
解
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

だ


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ワ


ク
フ
ロ

を
構
築
し

プ
ロ
ジ

ク
ト

を
通
し
て
活
用
し
て
き
た

施
工
連
携

や
効
率
性

精
度
向
上
の
追
求
も
必
要

だ
が

よ
り
高
度
な
デ
ザ
イ
ン
レ
ベ
ル

の
設
計
を
行
う
た
め

Ｂ
Ｉ
Ｍ

コ
ン

ピ


テ

シ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
更

に
重
要
に
な
る

高
い
レ
ベ
ル
の
建
築

を
目
指
す
た
め
に

活
用
可
能
な
デ


タ
を
拡
大
し
な
が
ら
説
得
力
の
あ
る
ソ

リ


シ

ン
を
提
案
し
て
い
き
た

い

思
考
の
幅
を
拡
げ
て
Ａ
Ｉ
活
用
に

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る


　
簡
単
に
予
測
が
で
き
な
い
価
値
の
変

化
が
生
じ
て
い
く
中

こ
れ
か
ら
の
人

材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
広
い
課

題
意
識
は
必
須
で
あ
り

合
わ
せ
て
多

様
性
が
重
要
だ
と
考
え
る

さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
受
け
止
め
て
ソ
リ


シ


ン
を
起
こ
せ
る
多
様
な
人
材

ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
と
ス
ペ
シ

リ
ス
ト
が
高
度
に

融
合
し
た
組
織
が
必
要
だ

変
化
に
合

わ
せ
て
職
域
を
最
適
化
し
て
い
く
に

は

組
織
自
体
も
多
様
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い


　
持
続
的
発
展
に
向
け
て
は

設
計
＋

監
理
と
い
う
中
核
業
務
か
ら
業
務
領
域

を
ス
ト
レ

チ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ

設
計
事
務
所
が
備
え
て
い
る
対
話

力
や
分
析
力

統
合
力
を
生
か
し

都

市
課
題
や
事
業
企
画
な
ど
設
計
前
段
階

か
ら
完
成
後
ま
で
寄
り
添
え
る
部
分
は

多
く
あ
る


　
最
近

細
分
化
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
断
片
的
に
各
フ


ズ
を
担


て
い
る
ケ

ス
も
多
く
な

て
い
る

が

持
続
的
か
つ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

統
合
し
て
解
決
で
き
る
の
は
設
計
事
務

所
だ
と
思

て
い
る


　
人
口
減
少

高
齢
化

気
候
変
動


情
報
革
命
が
も
た
ら
す
変
化
に
社
会
が

試
行
錯
誤
し
て
い
る
中

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

価
値
観
を
﹁
集

中
・
直
接
﹂
か
ら
﹁
個
別
・
間
接
﹂
へ

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
さ
せ
た
か
の
よ
う

に
見
え
る


　
し
か
し

時
代
を
好
転
さ
せ
る
価
値

観
は
二
者
択
一
で
は
な
く

融
け
合
う

こ
と
か
ら
創
発
す
る
は
ず
だ

都
市
・

建
築
で
は

場
が
さ
ら
に
重
要
と
な
り

﹁
融
け
合
う
舞
台
﹂
が
求
め
ら
れ
る


そ
こ
で
は
多
様
な
ク
ロ
ス
ブ
リ

ド

︵
か
け
合
わ
せ
︶
か
ら
生
ま
れ
る
関
係

性
の
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
だ


　
例
え
ば
自
然
×
人
工
か
ら
フ
ラ
ク
タ

ル
を
取
り
出
し
﹁
第
二
の
自
然
﹂
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
展
開
を
試
み
た
が

﹁
第

二
の
〇
〇
﹂
を
構
造
化
し
て
い
く
こ
と

は

わ
れ
わ
れ
の
役
割
だ
と
考
え
て
い

る


　
都
市
や
建
築
の
あ
る
べ
き
姿
を
構
想

し

実
現
す
る
組
織
に
は

専
門
性
を

越
え
て
俯
瞰
で
き
る
目
を
持
つ﹁
ヒ
ト
﹂

が
重
要
だ

設
計
事
務
所
に
は

未
来

に
夢
を
描
け
る
都
市
知
・
建
築
知
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
知
的
ク
ロ
ス
ブ
リ


ド
集
団
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る


　
い
つ
の
時
代
も
﹁
持
続
す
る
価
値
﹂

を
持
た
な
い
建
築
は
淘
汰
︵
と
う
た
︶

さ
れ
る
廉
価
性
だ
け
を
追
求
す
れ
ば


建
築
の
資
産
価
値
を
落
と
し
か
ね
な

い

発
注
方
式
の
多
様
化
で
デ
ザ
イ
ン

ビ
ル
ド
の
浸
透
が
進
む
が

人
生
１
０

０
年
時
代
を
迎
え

設
計
者
は
﹁
１
０

０
年
持
続
で
き
る
建
築
﹂
を
提
供
で
き

る
こ
と
が
重
要
と
な
る


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
は

設
計
ツ

ル

以
上
に
社
会
基
盤
の
情
報
ス
ト

ク
と

し
て
出
口
が
重
要
だ

そ
の
活
用
は
第

２
の
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
し

都
市
を
進

化
さ
せ
る
だ
ろ
う

具
体
的
に
は
設
計

か
ら
維
持
管
理
ま
で
一
貫
で
き
る
最
小

限
の
デ

タ
を

段
階
ご
と
に
加
除
し

な
が
ら
ア
ダ
プ
タ
ブ
ル
に
活
用
す
べ

き

デ
ジ
タ
ル
化
・
標
準
化
は
平
均
的

品
質
向
上
に
役
立
つ
が

繊
細
な
も
の

づ
く
り
の
人
の
手
が
設
計

施
工
に
反

映
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
だ

そ

れ
を
前
提
に
設
計
事
務
所
が
主
導
し


各
段
階
を
円
滑
に
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を

備
え
た
日
本
的
な
標
準
化
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る


　
﹁
Ａ
Ｘ
Ｓ
‖
ア

ト
と
サ
イ
エ
ン
ス

の
融
合
﹂
と
い
う
哲
学
を
変
え
る
こ
と

な
く
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
の
が
佐
藤
総

合
計
画
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
だ


た
だ

時
代
と
と
も
に
哲
学
の
﹁
か
た

ち
﹂
は
変
わ
る

持
続
的
発
展
に
は
時

代
を
読
む
力
と
対
応
力
が
不
可
欠
だ


﹁
ヒ
ト
‖
社
員
﹂
が
自
立
し
な
が
ら


組
織
と
し
て
共
感
す
る
方
向
性
と
時
代

と
の
マ

チ
ン
グ
が
成
長
へ
の
シ
ナ
リ

オ
に
な
る


　
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
﹁
最
適
化
﹂
を
目

指
す
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｍ
業
務
と
異
な
り

建

築
設
計
事
務
所
に
固
有
の
職
能
は
﹁
最

良
化
﹂
を
目
指
し
建
築
物
を
設
計
・
監

理
し

顧
客
要
望
や
よ
り
良
き
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
だ

こ
の
職
能

は
本
質
的
に
は
い
つ
の
時
代
も
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い

た
だ
し

近
年

は
設
計
者
が
﹁
良
い
﹂
と
考
え
る
こ
と

の
的
確
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
機
会
が

増
え
て
お
り

多
様
な
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
へ
の
対
応
力
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う


　
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
お
け
る
コ
ス
ト
と

ス
ケ
ジ


ル
コ
ン
ト
ロ

ル
の
観
点

か
ら
み
れ
ば

今
後

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
の
契
約
方
式
は
増
加
し
て
い
く
と
考

え
る
が

多
様
化
す
る
発
注
手
法
に
は

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ

ト

デ
メ
リ

ト
が

あ
る

顧
客
が
求
め
る
﹁
価
値
﹂
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ


に
よ

て
適
切
性
が

判
断
さ
れ
る
べ
き
だ

設
計
・
監
理
を

一
貫
し
て
行
う
こ
と
だ
け
が
設
計
事
務

所
の
存
在
意
義
で
は
な
く

プ
ロ
ジ


ク
ト
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
の
柔
軟
性

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る


　
今
後
設
計
ツ

ル
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
中
心


コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
は
社
内
外
を
問

わ
ず
ウ

ブ
会
議
な
ど
の
活
用
が
増
え

る
Ｉ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
活
用
は
必
至
だ


Ｉ
Ｔ
の
浸
透
は
多
様
な
働
き
方
へ
の
対

応
と
符
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方

で

プ
ロ
ジ

ク
ト
チ

ム
で
は
プ
ロ

セ
ス
の
共
有
な
ど
を
よ
り
活
発
に
す
る

必
要
が
あ
る


　
設
計
事
務
所
の
第
一
の
資
源
は
人
材

︵
人
財
︶
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
れ
ま

で
人
材
力
の
中
核
は
技
術
力
と
サ

ビ

ス
力
だ

た
が

今
後
は
こ
れ
ら
に
加

え
て
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
能
力
の
重

要
性
が
増
し
て
い
く
チ

ム
顧
客


そ
の
ほ
か
多
く
の
関
係
者
と
の
優
れ
た

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に
よ
り

プ
ロ

ジ

ク
ト
推
進
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

人
材
の
確
保
・
育
成
が
組
織
の
重
要
な

課
題
に
な

て
い
く
だ
ろ
う


　
﹁
先
見
性
と
独
立
不
羈
︵
ふ
き
︶
の

精
神
を
持
ち

顧
客
経
済
と
健
全
で
文

化
的
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
﹂

石
本
建
築
事
務
所
の
創
設
者
で

あ
る
石
本
喜
久
治
が
残
し
た

こ
の
言

葉
に
裏
付
け
ら
れ
た
設
計
者
の
姿
勢
そ

の
も
の
が
わ
れ
わ
れ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
と
い
え
る


　
た
だ
し

顧
客
の
要
望
を
た
だ
受
け

入
れ
る
の
で
は
な
く

受
け
止
め
た
上

で
次
の
活
動
が
展
開
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
返
し
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ

る


　
建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
と
の
豊
か
な
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
が
良
き
文
化
的
な
社
会
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
重

な
り

将
来
予
測
は
さ
ら
に
難
し
く
な


て
い
る
が

環
境
の
変
化
を
見
越
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
大
規
模

化
・
複
雑
化
な
ど
に
伴
い
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
要
求
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で


今
後
の
設
計
事
務
所
に
は

も
の
づ
く

り
に
即
し
た
目
線
を
も

て
上
流
か
ら

下
流
に
わ
た

て
携
わ
る
姿
勢
が
一
層

求
め
ら
れ
る


　
プ
ロ
ジ

ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

設
計
・
監
理
業
務
を
一
体
的
に
行
い


事
業
全
体
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
立
場
に

な

て
支
援

コ
ン
ト
ロ

ル
し
て
い

く
こ
と
が
価
値
を
高
め
る

構
想
段
階

か
ら
事
業
計
画

設
計
・
監
理

施
設

の
管
理
・
運
営
ま
で
を
サ
ポ

ト
す
る

﹁
総
合
力
﹂
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
に
な
る


　
多
様
な
発
注
方
式
の
導
入
が
官
民
と

も
に
進
ん
で
い
る
が

公
共
分
野
で
設

計
事
務
所
に
求
め
ら
れ
る
の
は

蓄
積

し
た
ノ
ウ
ハ
ウ

実
績
に
基
づ
き
建
物

の
骨
格
を
決
め
る
基
本
設
計
業
務
の
精

度
を
高
め
る
こ
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



総合力とスピード感で事業創出
建設コンサル・測量・地質調査

日本工営社長　有元　龍一氏

技
術
を
軸
に
自
立
と
協
調

豊かでサステナブルな暮らし提供

（６）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

長期経営戦略が描く年後の姿とは
　「人口構造の変化、特に新興国での人口増加が
トリガーとなって、急速な都市化と地域間あるい
は国家間で経済力のシフトが起き、かねてより問
題視されている気候変動が深刻化すると見られて
います。ＳＤＧｓが掲げるの開発目標、ＥＳＧ
投資もこの課題を見越して行われている流れの一
環と言えます」
　「こうしたメガトレンドに対して、当社グルー
プおよび建設コンサルタント業界での技術革新が
どう貢献するか。列挙すると、『安心・安全に暮
らせる社会インフラの整備』『全ての人が自由に
交流し活躍できる社会環境』『魅力ある都市』
『脱炭素社会の実現による地球環境の保全』など
だと考えています。これらの解決策を総合的に組
み合わせて造り上げるスマートシティーは、メガ
トレンドの課題解決の一つの答えかもしれませ
ん。経団連が提唱しているSociety5.0　for　SDGs
も同じ方向を向いていると理解しています」
　「日本工営グループは、これらの果たすべき役
割に対する先端技術開発を推進し、それらを総合
的に組み合わせてお客さまへサービス提供し、結
果、世界中の人々へ豊かでサステナブルな暮らし
を提供できる企業グループでありたいと考えま
す」
　「日本工営は年６月に創立周年を迎えま
す。これと同時に開始する長期経営戦略によって、
年企業に向けて真のグローバル企業への進化
を続けていきます」

これを実現するための道筋と事業運営に
ついて

　「この長期経営戦略は、『技術の革新と統合』
と『新たな価値の提供』という２つのコンセプト
によって成長を目指すものです。具体的には次の
２点を展開していきます」
　「１点目は現在の５つの事業ドメインをコンサ
ルティング、都市空間、エネルギーの３つに統合
・再編し、各ドメインを融合したワンストップサ
ービスを実現することです」
　「コンサルティング事業では、国内・海外の枠
を取り払い、中央研究所を加えた統合運営によっ

て最適なサービスを機動的に提供する組織に改革
します。国内で適用されている先進技術と海外で
培ってきたプロジェクト・マネジメント技術の共
有、人財育成の連携、さらに中央研究所の先端技
術を加えることで強靭な経営基盤を作り上げ、海
外グループ会社と連携したワンストップソリュー
ション提供など、グローバル展開を加速します」
　「都市空間事業は、年にＢＤＰ社がグループ
入りし、当初から目指している『土木と建築の融
合』をさらに深化させ、都市・地域再生事業の総
合プロデューサーを目指し、体制を整備します。
当面は日本国内で推進し、近い将来に海外に展開
する計画です。国内では再開発事業に入っていく
中で、ＰＭ／ＣＭを特化していきたい。想定する
お客さまは民間のディベロッパー、地方自治体な
どです。土木と建築一体型の事業推進に集中して
いきます」
　「エネルギー事業は、長年電力会社の業務遂行
により技術力を培ってきた電力エンジニアリング
事業と蓄電システム・発電ビジネスで実績を積ん
でいるエネルギー事業を統合して、エネルギーに
関するワンストップソリューションを提供しま
す。今後、再生可能エネルギーと分散電源の活用
が進むので、デマンド側のニーズも多様化し、新
たなビジネスチャンスが広がるとみています。こ
としは発送電の法的分離が実施され、年には第
１次・第２次調整市場が開設されますので、当社
が保有する電力制御の技術と欧州で開始した電力
取引の技術を駆使した市場参入をうかがっている
ところです」
　「これら各ドメインに属するサービスを統合し

て提供し、ワンストップサービスの実現、すなわ
ちお客さまの多様なニーズを総合力とスピード感
をもって対応することで新たな事業機会を創出し
ていきます」
　「もう１点が、コンサルタントのビジネスモデ
ル、革新的技術（ＡＩ、ビッグデータ等）とニー
ズ型技術を統合したデジタルサービス事業への本
格的な展開です。特にマネジメント分野について
３つのパターンでビジネスモデルを構築していき
ます」
　「１つが事業投資であり、ＰＰＰ、ＰＦＩ、コ
ンセッションや自前の発電事業もこの中に含まれ
ます。経協インフラ会議でも『売り切りから継続
的な関与へ』という流れであり、その一環でＪＯ
ＩＮ（海外交通・都市開発事業支援機構）、ＮＥ
ＸＩ（日本貿易保険）などでも民間の投資を誘導
する支援体制が整ってきています。そこで空港、
上下工水、発電事業に投資することにより事業運
営に参画していきます」
　「次に行政等支援・代行でＰＭ・ＣＭ事業がこ
れに当たります。海外事業ではＰＭをさらに進化
させ、例えば当社で設計業務を受注しているフィ
リピンのニュークラークシティーのような大規模
スマートシティプロジェクトを、構想段階から運
営まで一貫した総合的マネジメントを行えるよう
にします」
　「３つ目がデータマネジメント。研究開発を進
めているＡＩ、ビッグデータ技術とニーズ型研究
開発の成果によって、お客さまのニーズに応えら
れるよう新しい事業創出を目指しています。年
６月期よりグループ入りしたジオプラン・ナムテ
ック社の保有するノウハウから始める事業もその
１つです」
　「これらの取り組みとともに、人財育成、より
良いガバナンスの実現も推進していきます。働き
方で言うと、現在コロナウイルス感染症拡大の影
響で在宅勤務を行っていますが、就業制度の見直
し、情報基盤の整備、意識改革など良い勉強にな
っているので、引き続きワークライフバランス推
進委員会で検討していきます。また、デジタルト
ランスフォーメーション（ＤＸ）により、生産性向
上に向けた環境整備を加速する必要があります。
うまくシンクロすれば、本当の働き方改革が進む
と捉え、社内でどのように推進するか検討してい
るところです」

フロントランナーとして業界、社会に果
たす役割とは

　「現在、世界が直面している新型コロナウイル

ス感染の状況をみていると、われわれ開発コンサ
ルタントに何が求められているのかということを
考えさせられます。キーワードは格差・技術・調
和です」
　「いくつかの途上国では感染の実態も明らかで
はなく、今後、アフリカを中心に爆発的な拡大が
懸念されており、国、地域、職業、文化の違いに
よる格差の拡大が予見されます。近年の自国優先
傾向が強まっていることが格差に拍車をかけてい
るようにも見えます」
　「こうした現状からポストコロナを考えると、
国として、企業として技術を拠りどころとした自
立と国際的・地域的な協調が強く求められるので
はないか。日本工営グループは、これまで国内外で
のインフラ整備を事業の中心にしてきましたが、
これまで以上に物流、水環境、エネルギー、都市、
保健、教育などの技術・研究開発に挑戦すること
によって経営基盤を強靱にし、『誠意をもってこ
とにあたり、技術を軸に社会に貢献する。』とい
う経営理念をグループ全体で共有することがフロ
ントランナーとしての役割だと思料しています。
そしてそのことが格差解消に貢献すると確信して
います」

地域コンサルや他社との連携と関係性に
ついて

　「どんな仕事でも地元貢献を第一に考えること
が重要です。当社は国内外で事業展開するための
人財と技術を保有していますので、当該地域にな
くてはならない存在である地域コンサルタントと
の連携・協調によって、特に緊急時の災害対応や
インフラ施設の維持管理の面で機動力と技術力を
もって貢献できると考えます。他社との連携では
異業種との交流が重要であり、特にＤＸについて
はより一層、異業種との連携を強化していきます」

　日本工営は、年７月から年スパ
ンの長期経営戦略「ＮＫＧグローバル戦
略」の策定作業を進めている。年
後になりたい姿目指すべき建設コンサ
ルタント像をどう描き、具現化していこ
うとするのか。その道筋と事業運営の展
開方策とともに、フロントランナーとし
て業界や社会に果たす役割などを聞い
た。
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建設生産システム・深める技術

膨大なデータ活用し社会課題解決
企業、大学と連携で新たなビジネス創出

地質リスクを３次元モデルで共有
拡大する洋上風力発電市場で技術競争

測量

地質調査

（７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）
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
質
の
高
い
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
サ

ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
投
資

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く

国
内
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
実
現
に
至
ら

な
い
技
術
も
﹁
海
外
で
の
本
格
的
な
実

装
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ

て

そ

の
知
見
を
日
本
に
逆
輸
入
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
る
﹂
︵
有
元
龍
一
日
本
工

営
社
長
︶
と
い
う


　
こ
れ
か
ら
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
担

て
い
く
べ
き
領
域
を
﹁
発
注
者

の
領
域
ま
で
を
一
括
し
て
担
う
事
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
と
見
据
え
る
大
日
本
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
新
井
伸
博
社
長
も

﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
や
鉄
道
需
要

が
旺
盛
な
ア
ジ
ア
で
の
駅
周
辺
再
開
発

プ
ロ
ジ

ク
ト
へ
の
参
画
に
よ

て
Ｐ

Ｍ
︵
プ
ロ
ジ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
︶

の
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
﹂

と
成
長
へ
の
道
筋
を
描
く


　
﹁
社
会
価
値
創
造
企
業
﹂
を
ビ
ジ


ン
に
掲
げ

都
市
公
園
や
ス
ポ

ツ
施

設

古
民
家
な
ど
全
国
９
件
の
公
共
施

設
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
管
理
す

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の

野
崎
秀
則
社
長
は
﹁
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
地
域

づ
く
り

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

よ
る
価
値
向
上
を
目
指
し
て
い
る

地

域
全
体
を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を

持
て
る
か
ど
う
か

そ
の
思
い
こ
そ
が

人
を
動
か
し

結
果
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
に
つ
な
が

て
い
く
﹂と
語
る


　
長
大
グ
ル

プ
が
フ

リ
ピ
ン
・
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
で
展
開
す
る
地
域
経
済
開

発
プ
ロ
ジ

ク
ト
も

大
都
市
に
比
べ

て
公
共
投
資
の
優
先
度
が
低
い
地
方
中

小
都
市
で
﹁
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
﹂
が

自
律
的
か
つ
持
続
的
に
域
内
循
環
す
る

包
括
的
な
地
域
開
発
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
り

他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国

さ
ら
に
は
日
本
国
内
の
地
域
活
性

化
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
得
る
も
の
だ


永
冶
泰
司
社
長
は
﹁
地
域
密
着
型
で
市

町
村
の
困
り
ご
と
に
応
え
る
こ
と
で
国

内
の
注
力
分
野
で
あ
る
地
域
創
生
分
野

で
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
く

将
来

的
に
は

長
大
タ
ウ
ン

と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
持
続
可
能
な
エ
コ
シ
テ

を
実

現
す
る
よ
う
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
﹂
と
見
通

す


　人工衛星、航空機、ドローン、車両…。宇宙から空域、
地上、水域、地中まであらゆる視点から測量・計測する
技術の多様化と高度化によって、得られる空間情報は爆
発的に増加し、これを処理するデジタル技術の革新的な
進化は、膨大なデータを活用したさまざまな社会課題に
対するソリューションをつくり出す。
　「地球をはかり、未来を創る～人と自然の共生にむけ
て」を経営ビジョンに掲げるパスコは、現中期経営計画
の中間年となる年３月期、「共想による新ビジネス
の創出」「既存事業の深化」「ＩｏＴ基盤の強化」の３
つの重点施策を展開する。〝共に想い、共に創る〟をテ
ーマに、セコムとのグループシナジーによる継続契約型
ビジネスのほか、応用地質や東京農大など技術的な優位
性を保有する国内外の企業や大学研究機関との連携によ
り、新たなビジネスの創出に取り組む。空間情報分野に
特化した独自のＡＩ人材教育プログラムも展開。また最
先端の測量技術とデータ活用のノウハウを提供し、建設

工事現場の生産性向上へi-Constructionにおけるデータ
マネジメントを支援していく。
　国際航業は年を目標に、「情報をつなげる力で、人
・社会・地球の未来をデザインする～多彩な人材により
〝はかる〟を超えるテクノロジーカンパニー」をビジョ
ンに掲げる。頻発・激甚化する自然災害への対応では
「被災状況をより迅速に把握する」ことを第一に、国土
強靱化関連業務に注力する一方、医療などさまざまな分
野でＬＢＳ（位置情報サービス）事業を展開。ドローン
の「レベル３飛行」による森林資源調査にも参画するな
ど、ドローンを活用したサービス高度化にも取り組んで
いる。ＳＤＧｓ／気候変動戦略研究所、先端技術・事業
開発部も新たにスタートさせるなど、民間やグローバル
展開を視野に技術サービスの拡大を目指していく。
　アジア航測の小川紀一朗社長は、今後の注力分野に
「防災と環境」を挙げ、「将来的にはデジタルツインの
考え方によるインフラメンテナンスもテーマとなる。そ
のベースは３次元データであり、それを担うのが測量だ」
と強調する。

　国土の成り立ちから地質が複雑で地盤災害が多い日本
では地質調査業務の適切な発注は社会資本整備を効果的
・効率的に進め、構造物の安全性を高める上でも意義が
大きい。地質・地盤の不確実性に対する課題を明らかに
し、事故やトラブルを最小化して事業を進めるための仕
組みが地質リスクマネジメントであり、こうした地質・
地盤リスクに関する情報が建設生産プロセスの各段階で
共有されるためにもＢＩＭ／ＣＩＭを可能とする地盤の
３次元モデル化は有効かつ不可欠なものと言える。
　地盤の３次元可視化技術で新たな市場創造に取り組ん
でいるのが最大手の応用地質だ。土木地質調査で取得し

たデータをもとに３次元地質モデルを作成するツールを
開発・販売しているほか、３次元地質解析技術の品質向
上と技術普及、ＢＩＭ／ＣＩＭ市場の拡大・定着を目的
に、独自開発した３次元地盤モデルの入門ソフトウェア
「OCTAS　Drafter」を、全国地質調査業協会連合会の
支援により設立された３次元地質解析技術コンソーシア
ムで無償で公開している。
　また日立製作所やトヨタ自動車、ＫＤＤＩなど異業種
とも積極的に連携・協業し、ＡＩ（人工知能）やモニタ
リング技術を駆使したインフラ・メンテナンス事業や災
害情報提供システムなどの防災・減災事業を展開してい
る。
　このほか、国内でも商用段階に突入し、今後さらなる
拡大が見込まれる洋上風力発電市場には大手地質調査会
社が軒並み参戦。応用地質は今期、海底地質調査用足場
（鋼製櫓）を新たに４基増設し基体制で立地地盤調査
等のシェア拡大を目指している。
　基礎地盤コンサルタンツは、親会社の長大とともに机
上調査から運営開始までの各段階をワンストップでトー
タルに支援。川崎地質と中央開発は、ビジネスパートナ
ーシップを結成し、物理探査と大深度対応足場というそ
れぞれの特化技術を駆使して海域での地盤調査やコンサ
ルティングで精度の高いソリューションを提供してい
る。
　エネルギー関連では地熱発電も有力なターゲットとな
る。



機
械
メ

カ

と
技
術
深
化

西
松
建
設
が
発
表
数
最
多

相
手
先
は
岐
阜
工
業
７
件

ゼネコン

概念覆しベンチャーと共同開発
前田建設

技術開発・情報発信の拠点 積極的に〝魅てもらう〟工夫

戸
田
建
設

長谷工コーポ
レーション

（８）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

メーカー・異業種企業・大学・同業他社と共同開発した
技術に関連する記事件数

（．４．４）

ゼネコンの技術発表で共同開発相手として記事に登場した回数
（．４．４）

７回岐阜工業
４回カナモト、マック
３回朝日機材、古河ロックドリル、村田製作所
２回ジオマシンエンジニアリング、イクシス、きんそく、タグチ工

業、タカミヤ、ＮＥＣ、演算工房、ＰｉｃｏＣＥＬＡ、ソフト
バンク、応用技術、ケー・エフ・シー、カネカ、ユニアデック
ス、サンドビック

　
共
同
開
発
の
相
手
企
業
を
見
る

と

岐
阜
工
業
︵
岐
阜
県
瑞
穂
市
︶

が
７
件
と
突
出
し
て
多
か

た

し

か
も
特
徴
的
な
の
は

共
同
開
発
相

手
が
清
水
建
設

大
成
建
設

戸
田

建
設

西
松
建
設
︵
２
件
︶

前
田

建
設

三
井
住
友
建
設
と
異
な
る
ゼ

ネ
コ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
い
る

点
だ

同
社
は
建
機
レ
ン
タ
ル
の
ア

ク
テ

オ
の
グ
ル

プ
企
業
で

ト

ン
ネ
ル
用
型
枠
の
国
内
シ

ア
ト


プ
を
誇

て
い
る

共
同
開
発
技
術

の
内
容
を
見
て
も

山
岳
ト
ン
ネ
ル

の
セ
ン
ト
ル
の
自
動
化
に
関
わ
る
技

術
が
多
く

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
だ


　
２
０
１
８
年
度
以
前
に
岐
阜
工
業

が
共
同
開
発
相
手
と
し
て
紙
面
に
登

場
し
た
回
数
は

年
以
降
で
４
件
し

か
な
く


年
度
に
一
気
に
増
加
し

た

こ
れ
は
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
が
施
工

機
械
の
自
動
化
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
が
関
係
し
て
い
そ
う
だ

共
同

開
発
相
手
と
し
て
登
場
回
数
が
多
い

上
位
を
見
る
と

建
機
レ
ン
タ
ル
の

カ
ナ
モ
ト
が
４
回

建
設
関
連
資
機

材
レ
ン
タ
ル
の
朝
日
機
材
と
建
機
メ


カ

の
古
河
ロ

ク
ド
リ
ル
が
各

３
回
と

機
械
レ
ン
タ
ル
・
メ

カ


が
上
位
を
占
め
て
い
る

ゼ
ネ
コ

ン
各
社
が
山
岳
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
お

け
る
既
存
の
機
械
の
自
動
化
を
進
め

て
き
た
中
で

建
機
レ
ン
タ
ル
・
メ


カ

な
ど
と
の
連
携
を
進
め



年
度
に
開
発
技
術
と
し
て
結
実
し
た

と
み
ら
れ
る


　
あ
わ
せ
て

山
岳
ト
ン
ネ
ル
や
シ


ル
ド
な
ど
の
測
量
・
計
測
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
て
い
る
マ

ク
︵
千
葉

県
市
川
市
︶
や

測
量
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
を
手
掛
け
る
き
ん
そ
く

︵
京
都
市
︶
な
ど
も
複
数
回
登
場
し

て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
機
械
の
自
動
化

を
進
め
る
中
で

測
量
・
計
測
は
機

械
の

目

と
も
言
わ
れ

不
可
欠

な
要
素
で
あ
り

こ
れ
ら
の
企
業
と

の
連
携
を
ゼ
ネ
コ
ン
が
求
め
る
の
も

必
然
と
言
え
る


　
こ
の
ほ
か

ベ
ン
チ


企
業
や

海
外
企
業
も
共
同
開
発
企
業
と
し
て

名
前
が
挙
が

て
き
て
お
り

ゼ
ネ

コ
ン
各
社
が
ベ
ン
チ


企
業
な
ど

と
の
オ

プ
ン
イ
ノ
ベ

シ

ン
に

取
り
組
む
中
で

こ
の
傾
向
は
さ
ら

に
強
ま

て
い
く
と
み
ら
れ
る


　
生
産
性
向
上
・
省
人
化
が

将
来

の
建
設
業
界
で
生
き
残
り
の
か
ぎ
と

な
る
中

大
手
・
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

は

メ

カ

や
大
学

同
業
他
社

と
共
同
で
既
存
技
術
を
深
化
さ
せ
る

動
き
が
目
立

て
い
る

こ
こ
１
年

間
は

特
に
機
械
メ

カ

・
レ
ン

タ
ル
メ

カ

や
測
量
・
計
測
業
者

と
の
共
同
開
発
が
多
く
な

て
い

る


　
日
刊
建
設
通
信
新
聞
社
が
２
０
１

９
年
４
月
か
ら

年
４
月
ま
で
に
本

紙
に
掲
載
し
た
記
事
の
う
ち

大
手

・
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
メ

カ

・

異
業
種
企
業
・
大
学
・
同
業
他
社
と

共
同
開
発
し
た
技
術
に
関
連
す
る
記

事
は
１
５
４
件
だ

た


　
最
も
登
場
回
数
が
多
い
ゼ
ネ
コ
ン

は
西
松
建
設
で

件
に
上

た

ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
ず
り
運
搬
の
無
人
化

や
ダ
ム
下
流
面
の
は
つ
り
機
械
化
・

効
率
化
シ
ス
テ
ム

覆
工
コ
ン
ク
リ


ト
施
工
作
業
の
完
全
機
械
化
な
ど

機
械
メ

カ

と
の
共
同
開
発
が
目

立
つ
ほ
か

新
潟
大

金
沢
大

佐

賀
大
な
ど
大
学
と
の
共
同
開
発
も
多

く

積
極
的
に
企
業
・
大
学
と
連
携

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る


　

件
だ

た
大
成
建
設
は

第
５

世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
を
使

た

建
機
の
遠
隔
・
自
動
制
御
や
ト
ン
ネ

ル
内
多
数
同
時
接
続
な
ど
通
信
系
で

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
連
携
し
て
い
る


医
薬
品
の
倉
庫
内
部
の
温
熱
環
境
を

安
定
化
さ
せ
る
新
型
フ

ン
ユ
ニ


ト
や
マ
ン
シ

ン
向
け
衝
撃
音
吸
収

・
低
減
防
音
用
マ

ト

ウ

ル
ネ

ス
サ
ポ

ト
シ
ス
テ
ム
な
ど

直
接

的
な
施
工
技
術
以
外
で
の
異
業
種
と

の
共
同
開
発
も
少
な
く
な
い


　
同
じ
く

件
だ

た
戸
田
建
設

は

作
業
者
安
全
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
や
温
冷
感
空
調
シ
ス
テ
ム


現
場
の
再
エ
ネ
ル
ギ

活
用
と
創
蓄

シ
ス
テ
ム
の
３
件
が
村
田
製
作
所
と

の
共
同
開
発
だ

た

タ

ク
︵
岡

山
県
備
前
市
︶

ネ

ト
リ
ン
ク
ス

︵
東
京
都
新
宿
区
︶

カ
テ

ク
ス

︵
名
古
屋
市
︶

Ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
︵
東
京

都
目
黒
区
︶

マ
シ
ノ
︵
広
島
市
︶

と
い

た
同
業
他
社
の
共
同
開
発
で

は
名
前
の
挙
が
ら
な
い
独
自
の
企
業

ネ

ト
ワ

ク
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
も
う
か
が
え
る


　長谷工コーポレ
ーションは年
３月、東京都町田
市に「長谷工テク
ニカルセンター」
を建設した。
　創業周年記念事業の一環で、「長谷工技術研究所」「長谷工
グループ技術研修センター」「長谷工コミュニティアウルセン
ター」といったグループの技術関連機能を１カ所に統合し、さら
に展示・情報発信施設である「長谷工マンションミュージアム」
も併設。住民目線に立った研究・技術開発を実施するとともに、
マンション事業主や行政、管理組合などの顧客に対して新技術・
新商品・技術検証などの情報を発信する拠点となっている。
　１万，平方㍍の敷地内には、本館・住宅実験棟・多目的実
験棟が建てられている。住宅実験棟は、同社が施工する標準的な
仕様のマンションを再現した４階建ての建物で、開発した技術の
施工性や実地でどの程度の性能を発揮できるかなどを確認・検証
する施設だ。
　多目的実験棟は、「材料実験エリア」「環境実験エリア」「構
造実験エリア」の３つのエリアで構成。熱環境試験や空気質分析、
コンクリート圧縮強度実験、汎用加力実験装置や建研式逆対称加
力実験装置を用いた構造実験など、多種多様な実験ができる環境
が整えられている。

　戸田建設は、茨城県つくば市の同社筑波
技術研究所に構造実験を中心とした多様な
実験に対応可能な自由度の高い大空間の
「構造・施工実験棟」写真と、最新の
音響技術を採り入れたシミュレーション体
験施設「音響シミュレーション棟」を新た
に建設した。ことし６月中旬にも本稼働す
る予定だ。
　これら施設は、年に始まった筑波技
術研究所の新整備計画の一環として計画し
た。顧客に新たな価値を提供するため、実
験施設としての機能を充実させ、従来より
も高度な実験に対応可能であることはもと
より、施設を訪れる顧客に同社の技術を体
験し、〝魅てもらう〟ための工夫を積極的
に採り入れている。
　構造・施工実験棟は、構造実験を主な目
的とした築年の既存施設（大型棟）を解体

した後に新設。既存施設の２倍の広さの多
目的実験施設となる。規模はＳ一部ＲＣ造
地下１階地上３階建て塔屋１層延べ，
平方㍍。
　音響シミュレーション棟も、築年の既
存施設（環境棟）を解体後に新設した。
個のスピーカーと６個のサブウーファーで
聴く人を取り囲むように音を再生する音響
システムを採り入れた音場シミュレーター
室を持つ音響専用の実験施設となる。規模
はＲＣ一部Ｓ造２階建て延べ平方㍍。

　前田建設が茨城県
取手市にオープンさ
せた「ＩＣＩ総合セ
ンター」は、これま
でのゼネコンの技術
研究所の概念を覆す
施設として話題を呼
んだ。
　ＩＣＩ総合センターは、イノベーション創出の場となる「ＩＣ
Ｉラボ」と人材開発・深耕の場となる「ＩＣＩキャンプ」で構成
する。
　ＩＣＩラボは、ベンチャー企業が集い、ともにイノベーション
を創出するための場と位置付け、実験施設をベンチャー企業など
の開発パートナーに開放している。先進的なオフィスも自由に利
用可能で、資金力や研究設備などに課題を抱えるスタートアップ
企業などにとっては力強い味方になる。技術や知財、企業、経営、
文化など他分野の外部専門家もティーチングパートナーに迎え入
れ、支援を受けられる。同社はこの施設を積極的に活用し、ベン
チャー企業に出資する独自の仕組み「ＭＡＥＤＡ　ＳＩＩ」と連
携しながらイノベーションの〝芽〟を育て始めている。
　ＩＣＩキャンプは、ＩＣＩラボに隣接する廃校校舎の改修と、
木材・鉄骨の混構造の新築施設、既存の体育館で構成する。地元
の自治体や大学、企業、住民など文化・芸術を加えたネットワー
クを生かして新しい価値を創造する人材開発の拠点で、宿泊やワ
ークショップが可能な宿泊施設も備える。




健
築
で
快
適
な
執
務
環
境

清水建設

５
棟
約
２
万
㎡
の
技
術
革
新
施
設

﹁
技
術
交
流
ス
ペ

ス
﹂導
入

大成建設竹中工務店

建設生産システム・深める技術

開かれた価値創造拠点に
日本国土開発

更新需要見据え実験棟建替え 強みを深化、新工法に挑戦
鉄建建設

大
豊
建
設

（９） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

Ａ
Ｂ
Ｗ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
執
務
空
間

オ

プ
ン
ミ

テ

ン
グ
ス
ペ

ス

　
竹
中
工
務
店
は

技
術
研
究
所

︵
千
葉
県
印
西
市
︶
の
大
規
模
な

リ
ニ


ア
ル
を
実
施

既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
ゾ

ニ
ン
グ

の
変
更
︵
空
間
設
計
︶
と

最
新

の
建
築
・
設
備
・
情
報
技
術
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で


テ

マ
で
あ
る
﹁
新
価
値
創
造
力

の
向
上
﹂
を
体
現
す
る
施
設
へ
と

生
ま
れ
変
わ

た


　
１
９
９
３
年
に
完
成
し
て
以

来

大
規
模
な
リ
ニ


ア
ル
は

初
め
て

同
社
が
力
を
入
れ
る

﹁
健
築
﹂の
導
入
に
よ

て
健
康

的
で
快
適
な
執
務
環
境
を
提
供


最
新
の
技
術
や
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
す
る
﹁
展
示
公
開
エ
リ
ア
﹂

だ
け
で
な
く

ベ
ン
チ


企
業

や
大
学
と
の
協
業
の
き

か
け
を

生
み
出
す
﹁
共
創
エ
リ
ア
﹂
の
整

備
に
よ

て

オ

プ
ン
イ
ノ
ベ


シ

ン
の
促
進
を
狙
う


　
ワ

ク
プ
レ
イ
ス
の
改
善
と
し

て

従
来
は
研
究
棟
を
分
節
す
る

中
庭
だ

た
部
分
を
内
部
化
し
て

一
体
化

研
究
室
を
集
約
し
な
が

ら

そ
れ
ぞ
れ
が
ア
ク
テ

ビ
テ



︵
行
為
︶
や
感
性
に
合
わ
せ

て

自
ら
の
執
務
エ
リ
ア
を
自
由

に
選
択
で
き
る
﹁
Ａ
Ｂ
Ｗ
︵
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ
　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
︶
﹂
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

研
究
員

の
創
造
性
を
刺
激
す
る
執
務
空
間

を
構
築
し
た


　
空
調
や
照
明
と
い

た
設
備
機

器
を
そ
の
人
の
好
み
に
調
節
す
る

こ
と
が
で
き
る
﹁
パ

ソ
ナ
ル
環

境
制
御
﹂
な
ど
独
自
技
術
も
ふ
ん

だ
ん
に
採
用

﹁
健
築
﹂
の
考
え

方
に
沿

た
執
務
環
境
と
し
て
の

快
適
性
を
重
視
し
て
い
る
点
も
大

き
な
特
徴
と
な

て
い
る


　
生
物
多
様
性
や
グ
リ

ン
イ
ン

フ
ラ
と
い

た

こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
技
術
を

実
証
研
究
す
る
﹁
調
の
森
﹂
も
配

備

ま
ち
づ
く
り
総
合
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
企
業
と
し
て
の

新
価

値
創
造
力

の
向
上
を
見
通
す


　
大
成
建
設
は

横
浜
市
の
技
術

セ
ン
タ

に
﹁
オ

プ
ン
ミ

テ


ン
グ
ス
ペ

ス
﹂を
導
入
し
た


複
数
の
施
設
や
空
間
を
つ
な
ぐ


こ
と
で

イ
ノ
ベ

シ

ン
の
創

出
を
促
す
こ
と
が
狙
い

異
業
種

・
異
分
野
の
技
術
交
流
の
促
進
な

ど

同
社
が
推
進
す
る
オ

プ
ン

イ
ノ
ベ

シ

ン
の
拠
点
と
し
て

効
果
的
に
活
用
し
て
い
く


　
研
究
施
設
な
ら
で
は
の
執
務
空

間
と
実
験
施
設
が
共
存
す
る
技
術

セ
ン
タ

に
と

て

広
大
な
敷

地
に
点
在
す
る
﹁
働
く
空
間
﹂
を

い
か
に
連
携
さ
せ
て
い
く
か
と
い


た
点
に
着
目

そ
う
し
た
物
理

的
な
制
約
を
乗
り
越
え
な
が
ら


隣
接
す
る
施
設
や
空
間
を
結
び
つ

け
る
﹁
オ

プ
ン
ミ

テ

ン
グ

ス
ペ

ス
﹂
の
導
入
に
よ

て


よ
り
一
層
の
イ
ノ
ベ

シ

ン
の

機
会
を
生
み
出
す


　
取
り
組
み
の
中
核
を
担
う
の
が

研
究
本
館
・
カ
フ

テ
リ
ア
と
実

験
施
設
︵
材
料
と
環
境
の
ラ
ボ
︶

の
中
間
に
整
備
し
た
テ
ラ
ス
だ


　
半
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
テ
ラ
ス

は
隣
接
す
る
研
究
本
館
と
実
験
施

設

カ
フ

テ
リ
ア
な
ど

そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
や
空
間
を
つ
な
ぐ
役

割
を
持
つ

ミ

テ

ン
グ
や
交

流
イ
ベ
ン
ト

ワ

カ

の
リ
チ



ジ
︵
休
息
︶

情
報
発
信
・

展
示
の
機
能
を
備
え
る
な
ど

内

外
の
人
が
活
発
に
交
流
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

部

署
や
分
野
の
垣
根
を
越
え
た
一
層

の
連
携
を
促
す


　
こ
う
し
た
空
間
づ
く
り
に

セ

ン
サ

や
ク
ラ
ウ
ド
を
用
い
て
ワ


カ

を
利
用
目
的
に
沿

た
最

適
な
執
務
エ
リ
ア
へ
と
誘
導
す
る

﹁
Ｔ
｜
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
﹂
な
ど
の

技
術
を
組
み
込
む
こ
と
で

多
様

化
す
る
働
き
方
の
ニ

ズ
に
対

応

郊
外
型
ワ

ク
プ
レ
イ
ス
の

モ
デ
ル
ケ

ス
と
し
て

研
究
施

設
の
整
備
に
お
け
る
顧
客
へ
の
提

案
に
も
生
か
し
て
い
く


　
清
水
建
設
は

東
京
都
江
東
区

に
研
究
施
設
体
験
型
研
修
施
設


歴
史
資
料
展
示
施
設
な
ど
５
棟
か

ら
な
る
総
延
べ
床
面
積
約
２
万
平

方

の
大
規
模
イ
ノ
ベ

シ

ン

セ
ン
タ

の
建
設
工
事
に
着
手
す

る

総
投
資
額
は
約
５
０
０
億
円

で
２
０
２
２
年
３
月
の
竣
工
予
定

だ

こ
れ
ら
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
で

オ

プ
ン
イ
ノ
ベ

シ


ン
に
よ
る
生
産
技
術
革
新
や
先
端

技
術
開
発

も
の
づ
く
り
人
財
の

育
成

技
術
の
伝
承
を
着
実
に
進

め

経
営
基
盤
を
確
立
・
強
化
す

る
と
と
も
に

企
業
価
値
の
一
層

の
向
上
を
目
指
す


　
建
設
地
は
江
東
区
潮
見
２
｜
８

に
所
在
す
る
敷
地
面
積
３
万
６
８

８
０
平
方

の
土
地
で

Ｊ
Ｒ
京

葉
線
潮
見
駅
か
ら
徒
歩
１
分

中

央
区
京
橋
の
本
社
か
ら
約
６



江
東
区
越
中
島
の
技
術
研
究
所

と

木
場
の
東
京
木
工
場
か
ら
約

３

に
位
置
す
る


　
建
設
す
る
施
設
群
は

オ

プ

ン
イ
ノ
ベ

シ

ン
や
情
報
発
信

拠
点
と
な
る
本
館

建
設
ロ
ボ


ト
や
構
造
・
材
料
な
ど
の
生
産
革

新
を
目
指
し
た
研
究
施
設

体
験

型
研
修
施
設

歴
史
資
料
展
示
施

設
で
構
成
す
る

こ
れ
に
伴
い


現
行
の
技
術
研
究
所
の
一
部
の
機

能
を
新
施
設
に
移
転
し

技
術
研

究
所
の
施
設
群
は
再
整
備
す
る


　
ま
た

同
社
の
２
代
目
当
主
で

あ
る
清
水
喜
助
が
手
掛
け

青
森

県
六
戸
町
に
移
築
さ
れ
て
い
た
旧

渋
沢
邸
を
譲
り
受
け
同
敷
地
内
に

再
移
築
し

保
存
す
る

旧
渋
沢

邸
は

同
社
の
相
談
役
を
務
め
た

渋
沢
栄
一
の
邸
宅
と
し
て
１
８
７

８
年
︵
明
治

年
︶
に
完
成
し
た

木
造
建
築

唯
一
現
存
す
る
２
代

清
水
喜
助
の
建
築
作
品
で
あ
り


同
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
後
世
に
伝
え
る

文
化
遺
産
と
し
て
保
存
す
る
と
と

も
に

歴
史
資
料
展
示
施
設
と
一

体
活
用
し
て
い
く
考
え
だ


　日本国土開発は、茨城県つくば市につ
くば未来センターを開所した。センター
は、積極的な研究交流を通じて「安全・
安心」「ＩＣＴ活用」「持続可能な社会」
の３つの領域で研究に取り組み、社会か
らのフィードバックを反映することで、
事業の発展と社会への貢献の両立を目指
す。オープンイノベーションを最大限に
活用した開かれた価値創造拠点を目指
す。
　自社設計による自由度の高いフロア、
優れた環境性能、プレゼンテーションの
ための映像機器まで、知的創造性を高め
る快適な環境づくりを徹底した。また、
多彩な先進構工法や省エネ技術の実証実
験の場としても活用する。
　ＣＡＳＢＥＥ（建築環境総合性能評価
システム）の最上位Ｓランクを取得して
いる。施設概要はＳ造（ＣＦＴ）３階建
て延べ，平方㍍。
　所在地はつくば市みどりの東１。

　鉄建建設は４月、千葉
県成田市にある同社建設
技術総合センター内で施
工実験棟を建て替えた。
新しい施工実験棟はＳ造
２階建て延べ，平方
㍍で、建物高さは．
㍍。今後需要が想定され
る大規模更新・改築工事

への対応や生産性向上に向けた技術開発などを目的として、規模を従来
の施設よりも拡大した。
　施工実験スペースは「フラットエリア」「水使用可能エリア」「加工
スペースエリア」「重機スペースエリア」に区分されており、地盤改良
試験や模擬地盤を使用した掘削試験などのための地下ピットや、㌧の
ホイスト式天井クレーン２基も設置した。
　同施設は「建築と設備の省エネルギー技術の導入による低炭素化・再
生可能エネルギーを除く１次エネルギー消費量の削減」「ＢＥＬＳ（建
築物省エネルギー性能表示制度）の取得」がコンセプトとなっており、
省エネ・創エネで１次エネルギーを０％まで削減することで「ＺＥＢ
（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）」の評価を取得している。太陽光
発電システムやＬＥＤ照明を採用しているほか、施工実験スペースの上
部窓は自然換気窓とした。また、実験以外にも、フルハーネス装着時の
ぶら下がりや落下物の衝撃荷重・衝撃音などを体感できる安全研修室も
備えている。

　大豊建設は３月、茨城県阿見町に新たな開発拠点として
「技術研究所」を開設した。継続的な技術の深化と新工法
の開発をメインテーマとし、強みであるニューマチックケ
ーソン工法やシールド工法を進化・深化させるとともに、
木質構造を適用するなど新工法へのチャレンジの場にもな
る。
　ニューマチックケーソン工法は、創立時から引き継がれ
る技術で、この技術を深化させることが同工法でトップラ
ンナーである同社の地位を確固たるものにする。現場での
アイデアや創意工夫を実現する場としても想定しているほ
か、同業他社や外部機関との協業、オープンイノベーショ
ンによる新技術開発力の強化も進める。
　１階部分にはＣＬＴ（直交集成板）耐震壁、天井に配筋
付き製材型枠を仕上げ材、２階は木質ラーメン構造を使用
した。同社初の試みで、将来を見据えた技術開発の一環と
なっている。



現
場
力
を
Ｄ
Ｘ
で
深
化
新
た
な
価
値
提
供

　　　高砂熱学工業　　　

ユニット化で現場作業を効率化

　
関
電
工
営
業
統
轄
本
部
　

設備企業が描く未来

　　　新菱冷熱工業　　　

ＢＩＭで社会とつながる未来

（１０）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

高砂熱学工業の目指す将来像について　～ビジネスモデルの変革～

　
近
年

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
進
化
し
て
い
る

個
人
の
生
活
だ

け
で
な
く

社
会
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る

活
動
で

そ
れ
ら
は
急
速
に
大
き
な
変
革

を
も
た
ら
し
て
い
る

企
業
活
動
で
は


各
企
業
の
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
の
み
な
ら
ず

関
連
す
る
企
業
間
で
の
共
通
利
益
を
共
有

す
る
取
り
組
み
に
よ

て

さ
ら
な
る
価

値
の
創
出

持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
へ

の
発
展
を
促
す


　
建
設
産
業
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組

み
で
一
歩
遅
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る

こ

れ
ま
で
建
設
現
場
で
は
発
注
や
納
品

そ

れ
ら
の
施
工
管
理
を
含
め

現
場
単
位
で

の
一
品
生
産
を
行

て
い
た

し
か
し


増
加
す
る
社
会
的
需
要
と
減
少
す
る
労
働

力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
年
々
拡
大
し

従

来
の
方
法
で
は
企
業
と
し
て
社
会
的
な
役

割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
環

境
に
な
り
つ
つ
あ
る


　
建
設
産
業
は
い
ま

大
き
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
お
り

そ
の
た
め
に
は
発
展
し

続
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ

建
設
産
業
の
新
し
い
方
向
性
を
追

求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る


　
現
場
施
工
業
務
を
通
し
て
建
設
産
業
の

ニ

ズ
と
シ

ズ
の
両
面
を
知
る
高
砂
熱

学
工
業
は

長
年
に
わ
た
り
培

た
現
場

力
を

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ


シ

ン
︵
Ｄ
Ｘ
︶
に
よ

て
深
化
さ
せ


顧
客
に
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
を

模
索
し
て
い
る

具
体
的
に
は

当
社
の

技
術
力
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
掛
け
合
わ
せ

た
プ
ラ

ト
フ


ム
を
構
築

関
連
企

業
と
各
建
設
現
場
と
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能

す
る
生
産
拠
点
を
設
立
し

新
た
な
サ
プ

ラ
イ
チ


ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト︵
Ｓ
Ｃ
Ｍ
︶

を
展
開
す
る
こ
と
で

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
変
革
す
る


　
中
期
的
に
は

技
術
力
の
集
約

生
産

現
場
の
移
行
管
理
業
務
を
一
元
化
す
る


現
場
力
・
技
術
力
と
い
わ
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

て
体
系
化
し


同
時
に
施
工
デ

テ

ル
の
標
準
化
を
進

め
共
有
化
す
る
こ
と
で
品
質
を
高
め
る


ま
た

プ
レ
加
工

ユ
ニ

ト
化
な
ど
現

場
施
工
の
多
く
を
オ
フ
サ
イ
ト
化
し

ハ

ブ
拠
点
に
生
産
の
場
を
移
行
す
る
こ
と

で

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

そ
し
て


現
場
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
発
注
・
納
品

と
い

た
管
理
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
り
拠
点
で
一
元
管
理
す
る

こ
れ
ら
を

実
施
す
る
こ
と
で

建
設
現
場
ご
と
に
あ


た
計
画
力
・
動
員
力
・
施
工
品
質
の
差

を
高
い
レ
ベ
ル
で
平
準
化
し

安
定
し
た

品
質
と
生
産
力
を
顧
客
へ
提
供
す
る
と
と

も
に

収
益
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く


　
長
期
構
想
と
し
て
は

中
期
で
確
立
し

た
技
術
を
基
に
さ
ら
な
る
Ｄ
Ｘ
を
実
施
す

る

現
場
計
画
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ヤ

の
生

産
管
理

拠
点
で
の
生
産
管
理
と
現
場
施

工
管
理
そ
し
て
運
用
管
理
か
ら
更
新
ま
で

を
一
括
と
し
た
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶

ロ

ボ
テ

ク
ス
な
ど
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
進
化

を
目
指
す

新
し
い
生
産
拠
点
を
軸
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
に
よ

て


最
高
の
品
質
創
り
を
重
点
に
社
業
を
発
展

さ
せ

人
の
和
と
創
意
で
社
会
に
貢
献
す

る


　
建
設
産
業
界
で
の
人
手
不
足
は
深
刻
な

問
題
で
あ
り

関
電
工
で
も
建
設
工
事
現

場
に
お
け
る
管
理
技
術
者

現
場
技
能
者

の
人
材
確
保
が
課
題
に
な

て
い
る

採

用
の
強
化
に
加
え

新
技
術
の
開
発

Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
を
活
用
し
た

図
面
や
各
種
文
書
の
管
理
効
率
化
な
ど


現
場
管
理
業
務
の
労
働
負
荷
軽
減
は
急
務

だ


　
ま
た

現
場
作
業
の
生
産
性
を
向
上
す

る
た
め

工
場
で
製
作
・
加
工
し
た
部
材

を
ジ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
現
場
に
納
入

し

現
場
で
は
組
み
立
て
作
業
の
み
と
す

る
プ
レ
ハ
ブ
化
の
推
進
を
目
指
す


　
設
備
企
業
が
成
長
す
る
上
で﹁
現
場
力
﹂

と
﹁
技
術
力
﹂
は
重
要
な
フ

ク
タ

で

あ
る

こ
れ
ら
を
継
続
的
に
高
め
て
い
く

た
め
に
も

人
材
育
成
に
一
層
注
力
し
た

い


年
の
歴
史
の
中
で
培

て
き
た

﹁
現
場
力
﹂
は

絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
そ
の
技
術
・
技
能
を
継
承
し

一
方
で

進
化
の
絶
え
な
い
﹁
技
術
力
﹂
に
対
し
て

は

常
に
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
る

人

材
育
成
は
社
員
の
み
な
ら
ず

関
係
会
社

・
協
力
会
社
を
含
む

当
社
グ
ル

プ
す

べ
て
の
仲
間
に
と

て
重
要
で
あ
る

当

社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
一
人
ひ
と
り
に
継
承
す
る

こ
と
が
﹁
現
場
力
﹂
と
﹁
技
術
力
﹂
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る


　
既
に
建
設
市
場
の
マ

ケ

ト
の
軸
足

は

新
築
工
事
か
ら
リ
ニ


ア
ル
工
事

へ
移
行
し
つ
つ
あ
る

設
備
更
新
に
対
す

る
ニ

ズ
は

経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
か

ら
省
エ
ネ
ル
ギ

や
働
き
方
改
革
へ
の
対

応

職
場
環
境
整
備
な
ど
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
と
予
測
す
る

電
気
・
空
調
設
備
を

始
め
と
し
た
総
合
的
な
リ
ニ


ア
ル
計

画
を
顧
客
に
提
案
す
る
と
と
も
に

今
後

は

設
備
管
理
の
人
材
不
足
な
ど

顧
客

の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く


　
建
設
産
業
で
は
今
後

各
企
業
が
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
中
心
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ︵
人
工
知
能
︶

の
さ
ら
な
る
活
用
を
進
め

同
時
に
ユ
ニ


ト
化
に
よ
る
現
場
作
業
の
効
率
化
が
進

ん
で
い
く
と
み
て
い
る

当
社
で
は

現

場
管
理
を
省
力
化
す
る
﹁
次
世
代
生
産
シ

ス
テ
ム
﹂
を
現
場
に
順
次
導
入
し

稼
働

や
出
来
形
の
状
況

施
工
図
作
成
や
資
機

材
発
注
納
品
の
進
捗
な
ど
を

リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
管
理
者
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

る

ま
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
か
ら
施
工
図

を
作
成
す
る
よ
う
に
な
る
と

一
定
水
準

の
品
質
を
保
つ
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ

う


　
ユ
ニ

ト
化
さ
れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｓ
︵
エ
レ
ク

ト
リ

ク
・
パ
イ
プ
・
ス
ペ

ス
︶

Ｐ

Ｓ
︵
パ
イ
プ
・
ス
ペ

ス
︶

Ｄ
Ｓ
︵
ダ

ク
ト
・
ス
ペ

ス
︶
な
ど
を
現
場
で
組
み

立
て
る
時
代
が
来
て
も

特
殊
な
施
工
が

求
め
ら
れ
る
作
業
で
は
卓
越
し
た
技
が
必

要
と
さ
れ
当
社
の
高
い
技
術
・
技
能
が
輝

き
を
失
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る


﹃
１
０
０
年
企
業
﹄
を
目
指
す
高
い
品
質

の
も
の
づ
く
り
で

そ
の
真
価
を
発
揮
し

て
い
く


　建設産業にとって「現場力」と「技術力」
は、競争力の中核だ。それは設備企業にと
っても変わりはない。働き方改革を成し遂
げるためにも、建設現場の生産性向上は必
須である。新型コロナウイルスとも長くつ
きあっていくことになるだろう。建設現場
を取り巻く環境が大きく変化する中、競争
力を強化するため建設生産システムは今後
どう深化し、どこに向かおうとしているか、
６社に聞いた。

技術統括本部
齋藤佳洋次長

　
ほ
か
の
産
業
と
比
べ

人
的
依
存
度
が
高
い

建
設
産
業
界
は

国
内
で
直
面
し
て
い
る
人
口

減
少
・
高
齢
化
と
い

た
現
実
を
特
に
影
響
度

の
高
い
問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る

業

務
改
革
・
生
産
性
の
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り

解
決
に
向
け
各
社
も
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を

開
発
・
導
入
し
て
お
り

過
去
を
振
り
返
る
と

仕
事
の
進
め
方
は
随
分
変
わ

て
き
た


　
そ
の
１
つ
と
な
る

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
を

大
き
く
変
え
る
技
術
の
キ

ワ

ド
は

や
は

り﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
﹂で
あ
ろ
う
新
菱
冷
熱
工
業
は


Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
か


た

年
ほ
ど
前
か
ら
３
次
元
施
工
図
に
注
目

し

独
自
の
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
開
発
す
る
と
と

も
に

建
設
プ
ロ
セ
ス
の
﹁
見
え
る
化
﹂
を
ス

タ

ト
さ
せ

施
工
現
場
で
の
導
入
を
推
進
し

て
き
た

ま
た

新
入
社
員
教
育

Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ

ネ
ジ


教
育
な
ど
を
通
じ

関
連
技
術
を
活

用
す
る
人
材
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
き
た


　
こ
の

年
は

当
社
も
含
め
業
界
で
は
３
次

元
モ
デ
ル
を
使

た
空
間
調
整
や
情
報
共
有
が

当
た
り
前
に
な

て
い
る

し
か
し

Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
目
的
の
１
つ
で
あ
る
業
務
間
の
情
報
連
携
と

い

た
利
用
ま
で
に
は
至

て
お
ら
ず

ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

デ

タ
を
使

た
業

務
変
革
に
は

い
く
つ
か
の
ハ

ド
ル
を
越
え

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る


　
例
え
ば

そ
の
ハ

ド
ル
に
は

各
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
情
報
の
取
り
扱
い
や
権
利
・
ソ
フ

ト
な
ど
プ
ラ

ト
フ


ム
の
違
い
に
よ
る
連

携
の
阻
害
な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る

こ
れ

ら
は

国
土
交
通
省
を
始
め
と
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
標

準
化
へ
の
動
き
や

業
界
全
体
の
最
適
化
に
向

け

各
社
が
同
一
方
向
に
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
り

今
後

さ
ら
に
そ
の
活
用

が
加
速
す
る
段
階
へ
と
進
ん
で
い
る


　
当
社
は
以
前
か
ら
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
だ
け
で
な

く

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
も
力
を

入
れ
多
く
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る


レ

ザ

計
測
・
墨
出
し
シ
ス
テ
ム
﹁
３
Ｄ


Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
﹂

墨
出
し
ロ
ボ

ト
な
ど
の
施
工

支
援
技
術

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
中
央
監
視
や

エ
ネ
ル
ギ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
総
合
情
報

シ
ス
テ
ム
﹁
ｓ
ｃ

ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
﹂環
境
を
高

精
度
に
再
現
す
る
数
値
流
体
シ
ミ

レ

シ


ン
技
術
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

こ
れ
ら
は
す
べ

て
デ
ジ
タ
ル
デ

タ
の﹁
か
た
ま
り
﹂で
あ
る


　
中
長
期
的
に
は

こ
れ
ら
の
デ

タ
も
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
一
部
と
し
て
連
携
し

設
備
は
設
計

施

工

維
持
管
理
か
ら
空
間
の
流
体
デ
ザ
イ
ン
ま

で
も
が
デ

タ
で
つ
な
が

て
い
く

こ
う
し

た
未
来
を
思
い
描
き
な
が
ら

デ

タ
で
社
会

と
つ
な
が
り

よ
り
良
い
価
値
を
提
供
で
き
る

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築

変
革
を
追
い
求

め
た
い


墨出しロボット



大気社

工
場
生
産
と
同
時
進
行
の
分
散
化

現場の省人化、ＢＩＭが中核

ダ
イ
ダ
ン

ビッグデータと先人の知で対応

三
機
工
業

Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
生
産
性
を
大
き
く
向
上

日本空調衛生工事業協会

長谷川　勉会長
日本電設工業協会

後藤　清会長

好
事
例
を
オ

プ
ン
に

建設生産システム・深める技術
（１１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　
大
気
社
は

オ
フ

ス
ビ
ル
や
工
場
な

ど
の
建
設
で

技
術
者
が
顧
客
の
要
求
す

る
環
境
を
提
供
す
る
設
備
シ
ス
テ
ム
の
最

適
解
を
追
い
求
め
て
き
た

こ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
を
デ

タ
ベ

ス
化
し
解
析
す

る
こ
と
で

早
い
・
安
い
・
安
心
と
い


た
価
値
に
加
え

新
た
な
顧
客
価
値
の
創

造
を
通
じ

業
容
拡
大
を
狙
い
た
い

ま

た

世
代
交
代
に
対
す
る
技
術
継
承
と
技

術
の
普
遍
化
を
目
的
に

技
術
計
算
ツ


ル
や
施
工
要
領
を
デ

タ
ブ

ク
と
し
て

継
承
す
る
と
と
も
に

新
た
な
技
術
革
新

分
野
の
導
入
を
率
先
し
て
進
め
る

人
材

育
成
で
は

設
計
・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
業
務
分
野
ご
と
の
技
術
教
育
と
継
承

か
ら

分
野
を
ま
た
ぎ

総
合
的
・
融
合

的
な
教
育
が
必
要
と
考
え
て
い
る


　
今
後

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
に
携
わ
る

専
門
職
は
少
数
化
し

こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
建
設
現
場
で
の
一
貫
生
産
形
態
か
ら


工
場
生
産
を
同
時
進
行
さ
せ
る
分
散
化
生

産
形
態
が
主
流
に
な
る
と
予
想
す
る

言

い
換
え
れ
ば
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
は
子

会
社
化
し
た
工
場
で
パ

ツ
を
生
産
し


建
設
現
場
で
パ

ツ
を
最
適
工
程
で
組
み

立
て
る
形
態
へ
と
移
行
し
て
い
く
だ
ろ

う

中
長
期
的
成
長
は

建
設
現
場
で
統

合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
建
物
と
一
体
化
し

て
最
適
に
機
能
す
る
よ
う

運
転
制
御
ノ

ウ
ハ
ウ
を
融
合
し

価
値
創
出
で
き
る
か

に
か
か

て
い
る
と
言

て
も
過
言
で
は

な
い


　
従
来
は

顧
客
へ
竣
工
引
き
渡
し
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
が
ち
だ

た

今

後
は

引
き
渡
し
後
の
設
備
維
持
運
用
に

よ
り
着
目
し

豊
富
な
運
用
デ

タ
に
基

づ
き

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
︵
設
備

維
持
費
︶

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
︵
Ｌ
Ｃ
Ａ
︶

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ



と
い

た
顧
客
価
値
向
上
に
役
立
つ
提

案
に
注
力
す
る
こ
と
で

ス
ト

ク
市
場

に
成
長
の
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
く


　
中
期
視
点
で
は

施
工
着
手
前
と
施
工

着
手
後
に
分
け
て
考
え
る

施
工
着
手
前

は

施
主

設
計
事
務
所

施
工
関
係
会

社
が

建
物
の
機
能
や
仕
様
・
性
能
な
ど

を
建
物
全
体
か
ら
構
成
部
分
レ
ベ
ル
ま
で

協
議
し
て
合
意
し

施
工
整
合
性
ま
で
を

確
認
す
る
こ
と
で

着
手
後
の
最
適
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る


　
施
工
着
手
後
は

施
工
監
理
会
社

総

合
施
工
会
社

専
門
工
事
会
社
が

共
通

の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

ト
フ


ム
で
工
程

管
理

資
機
材

作
業
員
管
理
を
統
合
し

て
共
有
化
す
る
と
と
も
に

施
工
中
の
課

題
に
対
し

報
告
・
連
絡
・
相
談
・
確
認

を
誰
も
が
タ
イ
ム
リ

に
行
う
こ
と
が
で

き
る


　
長
期
視
点
で
は

進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
技
術
の
導
入
で

ビ
ル
を
使
う
人
へ
の

空
間
快
適
性
と
生
産
性
向
上
を
目
的
に


光
環
境
・
温
湿
度
や
換
気
性
能
が
年
間
を

通
じ
て
満
足
し
て
い
る
か
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
上
で

窓
や
照
明

空
調
吹
出
口
な
ど
の
仕
様
や

位
置
を
変
え
な
が
ら
短
時
間
で
確
認
で
き

る
こ
と
や

資
材
の
自
動
運
搬

自
動
ロ

ボ

ト
に
よ
る
施
工

無
線
通
信
制
御


Ａ
Ｒ
レ
ン
ズ
を
使

た
施
工
確
認
な
ど
が

実
現

か
な
り
の
省
力
化
が
進
ん
で
い
る

と
考
え
る


　
神
奈
川
県
大
和
市
の
総
合
研
修
・
研
究
施
設

﹁
三
機
テ
ク
ノ
セ
ン
タ

﹂
で
は

施
工
現
場
を

熟
知
し
た
ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
よ
る
中
堅
社
員
や
新

入
社
員
へ
の
教
育
を
充
実
さ
せ

三
機
工
業
が
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
技
能
を
伝
承
す
る
こ
と

で

建
設
業
で
の
人
材
育
成
な
ど
の
社
会
的
な
課

題
に
対
応
し
て
い
る

今
後
は

協
力
会
社
の
社

員
に
も

こ
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考

え
る

ま
た

熟
練
技
能
者
が
減
少
す
る
と
予
想

さ
れ
る
実
際
の
施
工
現
場
向
け
に

ア
ル
ミ
冷
媒

配
管
工
法
の
よ
う
な
誰
で
も
簡
単
に
施
工
が
で
き

る
新
工
法
の
開
発
を
進
め
て
い
る


　
セ
ン
サ

デ
バ
イ
ス
高
度
化
や
蓄
電
池
の
小
型

化
に
よ
る
ロ
ボ

ト
の
多
機
能
化
は

今
後
さ
ら

に
進
み

建
築
設
備
業
で
も
自
動
化
は
進
む
と
考

え
る

た
だ

建
築
設
備
業
は
熟
練
工
の
技
術
に

よ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
側
面
が
あ
り

ロ
ボ


ト
の
利
活
用
で
は

ま
ず
繰
り
返
し
作
業
や
危
険

作
業
を
ロ
ボ

ト
に
代
替
さ
せ

そ
の
後

ヒ
ト

と
ロ
ボ

ト
が
共
存
す
る
よ
う
な
現
場
運
営
を
目

指
し
た
い


　
ま
た

建
設
業
で
も
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ


メ
ン
シ

ン
︶
の
流
れ
は
加
速
す
る
だ

ろ
う

こ
う
し
た
変
革
に
対
応
す
る
た
め

２
０

１
９
年
度
に
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
推
進
セ
ン
タ

﹂
を
立
ち

上
げ
た

短
期
的
に
は
工
程
プ
ロ
セ
ス
や
資
機
材

を
デ

タ
・
情
報
化
し

効
率
的
な
現
場
運
営
を

目
指
す

長
期
的
に
は

Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
を

活
用
し
て

こ
れ
ら
の
ビ

グ
デ

タ
と
こ
れ
ま

で
の
先
人
の
熟
練
知
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で


社
員
の
知
識
獲
得
の
助
力
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く

ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

の
多
様
な
ニ

ズ
や
潜

在
的
な
ニ

ズ
に
対
応
し
た
い
と
考
え
る


　
建
設
従
事
者

特
に
専
門
技
術
を
持

た
建
設

技
能
者
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
は

プ
レ
ハ

ブ
化
・
省
力
自
動
化
は
急
務
と
考
え

社
内
で
Ｆ

Ａ
︵
フ

シ
リ
テ


オ

ト
メ

シ

ン
︶
を

専
業
と
す
る
﹁
機
械
シ
ス
テ
ム
事
業
部
﹂
と
と
も

に
開
発
・
実
用
を
開
始
し
て
い
る

当
社
グ
ル


プ
は
﹁
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
快
適
環
境

を
創
造
し
広
く
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
﹂
が
経

営
理
念
で
あ
り

常
に
顧
客
に
寄
り
添
い

技
術

と
英
知
を
磨
き
顧
客
満
足
の
向
上
に
努
め
る


　
今
後
は
建
築
施
工
の
担
い
手
が
よ
り
不
足
し


必
然
的
に
現
場
施
工
の
削
減

省
人
化
が
要
請
さ

れ
る

こ
れ
に
対
応
す
る
に
は

運
び
や
す
い



組
み
立
て
や
す
い


工
場
生
産
や
プ
レ
ハ
ブ

化

し
た
建
築
設
備
機
器
が
供
給
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い

ま
た

工
場
と
現
場
で
発
生
す
る
積

み
込
み
・
場
内
搬
送
・
取
り
付
け
に
関
し
て
も


セ
ミ
オ

ト
メ

シ

ン
や
パ
ワ

ア
シ
ス
ト
す

る
大
胆
な
ロ
ボ

ト
化
も
必
要
だ


　
こ
れ
ら
は
建
設
産
業
界
の
将
来
の
希
望
だ
が


個
々
の
企
業
に
と

て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り


こ
の
解
決
が
企
業
の
力
で
あ
る
﹃
施
工
能
力
﹄

︵
現
場
の
省
人
化
︶
と
な

て
表
れ
る
だ
ろ
う


　
そ
の
推
進
の
中
核
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
あ
り

さ
ら
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
と
そ
の
活
用
と
思
え
る

中
期
的

に
は
機
材
の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
注︵
工
場
製
作
︶

Ｖ
Ｒ
︵
仮
想
現
実
︶
な
ど
の
映
像
技
術
を
使

た

施
工
管
理

Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
に
よ
る
品
質
管

理
な
ど
に
活
用
さ
れ

大
幅
に
生
産
性
が
向
上
す

る
と
み
ら
れ
る

特
に
計
画
・
設
計
時
か
ら
設
備

施
工
部
門
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
参
加
す
る
こ
と
で

建
築

設
備
の
モ
ジ


ル
化
・
ユ
ニ

ト
化
・
プ
レ
ハ

ブ
化
の
提
案
が
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う

将
来
的

に
は
設
備
機
器
の
什
器
︵
棚

机

椅
子
︶

内

装
︵
床

壁

天
井
︶
と
の
一
体
化
も
進
み

現

場
の
省
人
化
と
と
も
に
生
産
性
・
経
済
性
が
飛
躍

す
る
と
考
え
る


　
オ
フ

ス
を
始
め
と
し
た
建
物
の
あ
り
方
も
変

わ
る
だ
ろ
う

テ
レ
ワ

ク

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ


ス

シ

ア
ス
ペ

ス
は
一
般
的
と
な
り

中

央
大
規
模
集
積
型
の
ビ
ル
の
需
要
は
伸
び
悩
む
か

も
し
れ
な
い

Ｖ
Ｒ

Ａ
Ｒ
︵
拡
張
現
実
︶
が
浸

透
す
る
こ
と
で

働
く
場
へ
の
ニ

ズ
は

よ
り

機
能
的
で
よ
り
パ

ソ
ナ
ル
な
も
の
に
向
か
い


ベ

ス
と
し
て
﹃
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ

＋
快
適
＋
健

康
﹄
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
と
考
え
る


　
建
物
へ
の
ニ

ズ
の
多
様
化
・
変
化
は

リ
ニ



ア
ル
へ
の
要
求
を
高
め

価
値
を
高
め
て
い

く
だ
ろ
う

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ

て
建
物
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
の
デ

タ
化
・
統
合
化
が
現
実
的
に
な


て
き
た

こ
れ
ら
を
生
か
す
こ
と
で

建
物
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
り

変
化
し
て
い
く
ユ


ザ

ニ

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

新
し
い
価

値
の
提
案
が
可
能
と
な
る

機
能
に
よ

て
空
間
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　建設産業全体
の生産性の向上
に大きく寄与す
る可能性を持つ

ものとして、ＢＩＭがある。建設
現場における管理技術者の時間の
多くを、着工後の設計内容変更、未
決定事項承認などに対する検討・
調整・打ち合わせに費やしている。
ＢＩＭの推進によって、着工時に
設計的要件がすべて決定されるよ
うになれば、設計図書の精度が飛
躍的に向上し、施工時における不
要な打ち合わせや調整が激減する
ことで、生産性が上がり、働き方
改革への寄与も期待できる。国土

交通省で「建築ＢＩＭ推進会議」
が立ち上がったが、日本空調衛生
工事業協会としても「ＢＩＭ推進
部会」を設置し、内部検討を進め
つつ同推進会議に参画している。
　重要な点は、「設計段階で設備
設計の内容がすべて確定し、それ
がＢＩＭに入力され施工側に引き
渡される」という製造業や欧米の
建設業なら当たり前の業務フロー
が確立できるかということだ。
　これまで長年続いてきたものが
一瞬にして変わり、初めから
％実現できるということはないと
思うが、これまでの設計と施工の
関係から離れ、建設産業の生産性
の向上という大局的な観点から、
理想に向かって着実に前進してい
くべきと考える。

　現場の生産性
向上は、ＩＣＴ
を活用した計測

記録の自動化など、現場業務の簡
素化とともに、現場での作業を減
らすプレハブ化やロボットの活用
が必要になる。
　今後、電気設備工事業界として
注力しなければならない。先行し
ている企業の好事例を他社が使う
ことができる仕組みを検討してい
きたい。安全や人材不足の解消に
つながる工法・技術をオープンに
して、業界全体でメリットを享受

できるような考え方に行くべきだ
と思う。
　また、長期的にみて電気設備工
事業界が社会でより魅力のある業
界となるためには、サブコンとし
ての幅を広げる必要があるだろ
う。例えば、建築以外はワンスト
ップで対応できる「スーパーサブ
コン」的な会社が生まれるような
ことがあってもよいのではない
か。
　サブコンの存在意義、地位向上
という意味でも、強みを生かし、
それをどう広げて複合的なことを
扱える企業に変革していくのか
が、今後、問われることになるだ
ろう。



（１２）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）【全面広告】



大林組　　国内最大規模構造物の製造に成功大成建設　　ＰＣ鋼材を挿入・緊張〝軽くて強い橋〟

ハイブリッド吹付けシステム開発

　施工総研ら　

表裏２枚の古写真を３Ｄ化ＩＣＩラボでベンチャーと開発加速

　前田建設　 安藤ハザマら

建設生産システム・深める技術 ３Ｄプリンターの活用広がる

（１３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）
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国内最大規模構造物を制作中の３Ｄプリンター建設用３Ｄプリンターで製作した橋

現場での〝プリント造形
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で
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造
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学

模
様
モ
デ
ル
の
造
形
物

　前田建設では、建設用部材
を製造できるコンクリート３
ＤプリンターをＩＣＩ総合セ
ンターＩＣＩラボに設置し
た。最先端技術を持つベンチ
ャー企業や大学、企業などと
の協創で技術開発を加速させ
ている。
　同社は、適度な粘性があり、
圧送性、流動性に優れ、圧送後も形状を保持できる３Ｄプリンタ
ー専用の特殊なセメント系材料を開発。すでに多様な形状の造形
物を作り出すことに成功しており、３Ｄプリンターの制御や測位、
造形物の出来形、材料の改良、施工性の向上、構造物や型枠とし
ての適用範囲の拡大、ＡＩ（人工知能）の導入、鉄筋の代替材料
の造形技術などがさらなる自動化への課題だ。３Ｄプリンターを
ＩＣＩラボで自由に使えるようにして、ベンチャー企業と協働で
研究を加速させる姿勢が同社の大きな特長になっている。
　多関節ロボットを使い、ＢＩＭデータから大規模木造建築に使
うＣＬＴ（直交集成材）を自動加工できる技術も確立している。

　日本建設機械施工協会・施
工技術総合研究所や住友大阪
セメント、清水建設などが参
画する産学連携のコンソーシ
アム（研究開発グループ）は、
コンクリート構造物を現場で
〝プリント造形〟する「On-S
ite Shot Printer」を開発し
た。ＩＣＴ建設機械を用いた、
現場でのプリント造形という、これまでにない手法としても注目
を集める。
　材料の長距離圧送に有効となる「乾式吹き付け」と、構造物と
しての強度の確保に有効な「湿式吹き付け」の両方のメリットを
兼ね備えたハイブリッド吹き付けシステムによって、現場でのプ
リント造形に必要な長距離圧送と最適な圧力積層（強度の確保）
といった課題に対応。
　平面設計データの入力によって水平軸の制御や、高さの調整が
可能なＩＣＴ建設機械を駆使（バケット部分に吹き付けノズルを
取り付け）することで、高さ約．㍍の柱（型枠）や、高さ約１㍍
の壁を想定したコンクリート構造物のプリント造形に成功した。

　安藤ハザマとアー
ルテック（浜松市、
小杉隆司社長）は、
井波彫刻協同組合
（富山県南砺市、藤
崎秀平理事長）の協
力のもと、彫刻欄間
の表裏２枚の古写真
から３Ｄモデルを制
作する技術を日本で
初めて開発した。
　数枚の写真から複

雑な形状をした立体造形物の３Ｄモデルの制作を可能とした。
　また、完成した３Ｄモデルを３ＤＰＤＦデータ化し電子メー
ルで送付すれば、離れた場所にいる複数の関係者とモデルを共有
して検討することができる。ウェブ会議などでも立体画像を各自
が間近で見ながら、詳細な意見交換をすることが可能だ。
　形状の変更なども、実際の試作品を何度もつくり直すことに比
べ極めて容易であるため、作業を大幅に効率化できる。３Ｄプリ
ンターを使うことで模型を簡単に制作できるため、３Ｄモデルと
模型を合わせて活用することによって、より精度の高い復元を目
指した検討が可能だ。

彫刻欄間の表裏２枚の古写真から
　　　　制作した３Ｄモデル
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事業者課題解決型の技術

（１４）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　熊谷組は、ＣＯを原料に化成品原料であるエチレンを
微生物反応によって生産する技術を開発した。エチレンは
主に石油や石炭から生産され、生産に伴い大量のＣＯを
排出するとされている。ＣＯからエチレンの生産が可能
になれば、ＣＯ排出量の大きな削減効果が期待できると
ともに、ＣＯ化学という産業分野の創出も期待され、持
続可能な低炭素、炭素循環型社会の実現に大きく貢献でき
るとしている。
　地球温暖化対策やＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の観
点から「脱炭素」が世界的な潮流になっており、ＣＯ排
出量削減、低炭素、炭素循環型社会実現に寄与し、人工光
合成・藻類などとは違う新しいバイオプロセスによるＣＣ
Ｕ（ＣＯ回収有効利用）技術開発に取り組んだ。具体的
には、鉄酸化細菌を利用してＣＯを原料に主要化成品原
料となるエチレンを生産する技術を開発した。

　西松建設は、群馬大大学院と共同で微生物燃料電池（Ｍ
ＦＣ）を応用したＣＯ変換セルによるメタン生成に成功
した。ＭＦＣは、底質中の嫌気性発電細菌による有機物分
（ヘドロなど）の分解（代謝）で生じた電子を底質中に設
置したアノード（負極）を経由して、水中に設置したカソ
ード（正極）上で溶存酸素と反応することで発電する技術
としても利用されている。
　また、西松建設は同社が開発したＬＰＷＡ（省電力広域
無線通信）とＩｏＴ（モノのインターネット）を活用した
傾斜監視クラウドシステムを農業分野に応用し、手軽に開
始できる環境監視クラウドシステムの量産機　　「OKIPPA 
Green（オキッパ・グリーン）」を生産した。このシステ
ムにより、電源が確保できない場所、ＷｉＦｉやBlueto
othが届かない場所でも手軽に温度・日射量など環境計測
が可能となる。

底質浄化型ＣＯ変換セル

クリーンコンポ　デュアルエアー標準タイプの仕様

　
竹
中
工
務
店
は

再
生
医
療
の
産
業
化
を

サ
ポ

ト
す
る
﹁
次
世
代
Ｃ
Ｐ
Ｃ
︵
細
胞
培

養
加
工
施
設
︶
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
﹂
を
構

築
し
た


　
開
発
・
研
究
・
生
産
設
備
の
将
来
的
に
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
モ
ジ


ル
単
位

で
の
可
変
性
︵
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
︶
が
最
大

の
特
徴
と
な
る

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
運
用
を

可
能
と
す
る
こ
と
で

再
生
医
療
の
現
場
に

長
期
利
用
を
見
据
え
た
施
設
づ
く
り
を
提
案

す
る


　
建
物
︵
開
発
・
生
産
施
設
︶
を
細
胞
調
製

室
や
更
衣
室

パ
ス
ル

ム
を
含
む
﹁
モ
ジ



ル
単
位
﹂
で
構
成

部
屋
の
分
割
や
複

数
室
の
連
携
な
ど

稼
働
エ
リ
ア
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
な
く
独
立
し
た
増
設
・
改
修

︵
研
究
・
生
産
エ
リ
ア
の
拡
張
︶
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
利
点
も
持
つ


　
ク
リ

ン
環
境
の
維
持
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
地
震
や
経
年
劣
化
に
伴
う
壁
や
天
井

の
気
密
性
能
へ
の
対
応
も
重
視

蓄
積
し
て

き
た
気
密
性
能
の
確
保
に
対
す
る
要
素
技
術

や

部
屋
免
震
シ
ス
テ
ム
の
適
用
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で

経
年
に
よ
る
劣
化
や

地
震
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く


■
企
画
段
階
か
ら
積
極
参
画

　
施
設
の
長
期
運
用
を
見
据
え
た
技
術
を
提

供
す
る
一
方
で

開
発
計
画
の
企
画
段
階
か

ら
ユ

ザ

を
サ
ポ

ト
す
る
技
術
・
ツ


ル
の
開
発
に
も
力
を
注
ぐ


　
一
例
が

位
置
情
報
が
付
随
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

︵
ソ

シ

ル
・
ネ

ト
ワ

キ
ン
グ
・
サ


ビ
ス
︶
へ
の
投
稿
を
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
で
構
成
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
分
析
・
解

析
す
る
こ
と
で

ま
ち
の
現
状
や
実
情
を
タ

イ
ム
リ

に
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

﹁
ソ

シ

ル
ヒ

ト
マ

プ
﹂
だ


　
ソ

シ

ル
ヒ

ト
マ

プ
は

Ａ
Ｉ
を

用
い
て
位
置
情
報
が
付
随
し
た
ツ
イ

タ


な
ど
の
投
稿
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で

そ

の
場
所
に
い
る
人
が
タ
イ
ム
リ

な
感
情
や


つ
ぶ
や
き

を
質
的
な
評
価
と
し
て
蓄
積

し
て
い
く
仕
組
み

蓄
積
・
評
価
し
た
デ


タ
を
可
視
化
す
る
マ

ピ
ン
グ
や
グ
ラ
フ
化

な
ど
の
機
能
も
合
わ
せ
持
つ


　
位
置
情
報
と
ま
ち
に
対
す
る
人
々
の
感
情

や
印
象
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
か
ら

よ
り

実
態
に
沿

た
商
圏
分
析
な
ど

質
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
サ
ポ

ト
ツ

ル
と

し
て
活
用
で
き
る


　
清
水
建
設
は

手
術
室
内
の
温
熱
環
境
と

清
浄
度
を
向
上
さ
せ
る
新
型
手
術
室
空
調
シ

ス
テ
ム
﹁
ク
リ

ン
コ
ン
ポ
　
デ

ア
ル
エ

ア

﹂を
商
品
化
し
た
下
降
流
と
水
平
旋
回

流
の
２
方
向
の
気
流
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

快
適
・
清
浄
な
手
術
室
環
境
を
創
出
す
る


　
増
加
し
て
い
る
高
度
急
性
期
医
療
対
応
の

医
療
機
関
の
手
術
室
は

収
容
す
る
医
療
行

為
者
や
先
端
医
療
機
器
の
数
が
増
え

大
型

化
す
る
傾
向
が
あ
る

一
方

空
調
方
式
は

天
井
中
央
部
か
ら
術
野
︵
手
術
台
や
器
械
台

を
カ
バ

す
る
室
中
央
エ
リ
ア
︶
に
向
け
て

空
調
空
気
を
吹
き
出
し

壁
面
下
部
に
設
け

た
吸
込
口
か
ら
吸
収
す
る
従
来
方
式
が
主
流

と
な

て
い
る


　
し
か
し

こ
の
空
調
方
式
は
術
野
で
は
温

度

周
囲
で
は
温
度
と
清
浄
度
の
両
方
の
制

御
方
法
の
改
善
が
医
療
関
係
者
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
た

ク
リ

ン
コ
ン
ポ
　
デ

ア
ル

エ
ア

は

術
野
を
カ
バ

す
る
下
降
流
と

周
囲
を
カ
バ

す
る
水
平
旋
回
流
の
２
系
統

で
空
調
を
行
う
こ
と
で

こ
う
し
た
課
題
を

一
挙
に
解
決

術
野
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

同
様

下
降
流
に
よ
り
温
度
と
清
浄
度
を
制

御
す
る
が

下
降
流
の
吹
出
口
に
設
け
る
温

度
セ
ン
サ

に
よ
り

吹
出
温
度
を

度
に

保
つ
こ
と
で

執
刀
医
が
望
む
術
野
の
温
熱

環
境
を
維
持
し

快
適
性
を
向
上
さ
せ
る


　
ま
た

清
水
建
設
は
施
設
・
街
区
内
の
自

動
運
転
技
術
の
展
開
に
向
け
て

研
究
開
発

を
進
め
て
き
た
建
物
と
自
動
運
転
車
両
や
ロ

ボ

ト
間
の
連
携
基
盤
︵
自
動
運
転
プ
ラ


ト
フ


ム
︶
を
活
用
し

自
動
運
転
車
両

の
配
車
リ
ク
エ
ス
ト
機
能
と
歩
行
者
ナ
ビ
ゲ


シ

ン
シ
ス
テ
ム
︵
歩
行
者
ナ
ビ
︶
の
経

路
案
内
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
施
設

内
移
動
サ

ビ
ス
を
構
築
し
た


　
こ
れ
ま
で
同
社
は

自
動
運
転
技
術
な
ど

を
開
発
す
る
ベ
ン
チ


企
業
の
テ

ア
フ



と
共
同
で

東
京
都
江
東
区
の
技
術
研

究
所
内
に
高
精
度
３
次
元
デ
ジ
タ
ル
マ

プ

や
建
物
群
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
の
施
設
情
報
と


自
動
運
転
車
両
の
位
置
・
走
行
状
態
な
ど
の

情
報
を
一
元
管
理
す
る
管
制
・
監
視
シ
ス
テ

ム
を
構
築

今
回
構
築
し
た
自
動
運
転
車
両

と
歩
行
者
ナ
ビ
が
連
携
し
た
施
設
内
移
動
サ


ビ
ス
は

テ

ア
フ


の
自
動
運
転
技

術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
た


　
大
成
建
設
は

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ


て
見
込
ま
れ
る
将
来
的
な
看
護
職
の
不
足

と

医
療
分
野
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
ノ
の

イ
ン
タ

ネ

ト
︶
・
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶

の
活
用
の
進
展
を
背
景
に

業
務
の
効
率
化

な
ど

こ
れ
か
ら
の
医
療
現
場
に
求
め
ら
れ

る
次
世
代
型
病
院﹁
ス
マ

ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
﹂

構
想
の
実
現
に
取
り
組
む


　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

ロ
ボ
テ

ク
ス
な
ど
先

進
的
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

施
設
整

備
・
運
営︵
ハ

ド
︶と
医
療
現
場
に
お
け
る

サ

ビ
ス︵
ソ
フ
ト
︶を
融
合

よ
り
効
率
的

な
病
院
運
営
を
可
能
と
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ


ト
フ


ム
の
構
築
を
狙
う

２
０
１
９
年


月
か
ら
実
証
試
験
に
着
手

ス
タ

フ
や

入
院
患
者
に
装
着
し
た
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
の

ウ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
か
ら
発
信
さ
れ
る
位
置

情
報
や
心
拍
数
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
デ

タ
を

Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
ネ

ト
ワ

ク
を
介
し
て
ク
ラ

ウ
ド
上
の
プ
ラ

ト
フ


ム
に
集
約
す

る

収
集
し
た
デ

タ
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
で

先
進
技
術
を
活
用
し
た

看
守

り
︵
み
ま
も
り
︶

な
ど

業
務
の
効
率
化

と
医
療
サ

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す


■
流
通
プ
ロ
セ
ス
の
課
題
解
消

　
一
方
で

高
度
な
温
度
管
理
が
求
め
ら
れ

る
医
薬
品
の
製
造
や
流
通
プ
ロ
セ
ス
の
課
題

に
対
応
す
る
技
術
も
用
意
し
て
い
る


　
医
薬
品
を
保
管
す
る
倉
庫
内
部
の
温
熱
環

境
を
安
定
化
さ
せ
る
新
型
フ

ン
ユ
ニ

ト

﹁
Ｔ
｜
Ｒ
ａ
ｃ
ｋ
　
Ｆ
ａ
ｎ
﹂
が
そ
れ
だ


　
一
般
的
に
自
動
ラ

ク
倉
庫
は
天
井
が


｜


程
度
と
高
い
た
め
に
気
流
の
流
れ
が

滞
る
こ
と
で

年
間
を
通
し
た
温
度
範
囲
の

維
持
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
い

た
課
題

に
着
目
そ
う
し
た
課
題
の
解
消
へ
自
動
搬

送
装
置
で
自
由
に
移
動
で
き
る
機
動
性
と


倉
庫
の
運
用
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
設
備
工

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
実
用
性
を
兼
ね
備

え
た
新
型
フ

ン
ユ
ニ

ト
を
構
築
し
た


　
温
熱
ム
ラ
を
可
視
化
で
き
る
同
社
の
﹁
温

熱
環
境
シ
ミ

レ

シ

ン
﹂
を
活
用
す
る

こ
と
で

設
置
台
数
や
位
置

吹
き
出
し
方

向
や
角
度
と
い

た
フ

ン
ユ
ニ

ト
の
最

適
な
導
入
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
も
可
能


特
徴
で
あ
る
機
動
性
か
ら

設
置
し
た
後
の

運
用
段
階
で
も
そ
れ
ら
を
容
易
に
変
更
で
き

る
メ
リ

ト
も
あ
る


次
世
代
型
病
院
﹁
ス
マ

ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
﹂
構
想

次
世
代
Ｃ
Ｐ
Ｃ
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル

　首都圏を中心とする旺盛な建設需要に支えられて好業績を打ち出してきた近年の大手・準大手ゼネコン
だが、人口減少を背景に国内の建設需要が将来的に減少していくとみる経営者は多い。そうした中で多く
の大手・準大手ゼネコンが目指す姿として提示するのが、従来の建設請負によるビジネスモデルではなく、

より発注者・事業者側の立場に立つスタイルだ。事業者が抱える課題とニーズを把握し、建設技術か否か
にかかわらず、その課題を解決する技術を開発して事業者に提案し、事業者の一員としてプロジェクトに
かかわろうという動きで、医療用の機械や新しいエネルギー・交通手段などを提案し始めている。



坂上建設　（仙台市）　松居組　（仙台市）

異
工
種
で﹁
下
請
Ｊ
Ｖ
﹂結
成

被害を受けるのは弱者
週休２日、適正評価に不満

建
専
連
が
調
査

施
策
の
目
的
を
共
有
化

﹁
元
請
が
支
え
る
﹂姿
勢
鮮
明

業界発展へ処遇改善不可欠
建設生産システム・深める技能 担い手確保へ

（１５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

坂上社長（右）と松居社長

　
企
業
連
携
の
新
た
な
か
た
ち
と
し
て


大
林
組
の
主
要
協
力
企
業
で
あ
る
坂
上
建

設
︵
仙
台
市

坂
上
隆
社
長
︶
と
松
居
組

︵
同

松
居
武
雄
社
長
︶
が
た
ど
り
着
い

た
﹁
下
請
Ｊ
Ｖ
﹂
に
は

大
き
く
経
営
基

盤
の
強
化
と
技
術
力
向
上
と
い
う
２
つ
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る


　
﹁

年
ほ
ど
前
か
ら
松
居
組
さ
ん
と
一

緒
に
仕
事
を
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
﹂
と
は
坂
上
社
長

同
社
は

協
力
会

社
の
土
木
の
束
ね
役
と
し
て
最
盛
期
の
売

上
高
は
約

億
円
に
達
し
て
い
た
が

バ

ブ
ル
崩
壊
後

担
当
す
る
工
種
が
絞
ら
れ

た
こ
と
で
売
り
上
げ
が
激
減

従
業
員
数

も
３
分
の
１
程
度
ま
で
減
少
し
た


　
そ
の
後

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ

り
状
況
が
一
変

一
気
に
仕
事
量
が
増
大

し
た
が

人
と
モ
ノ
を
手
放
し
て
い
る
た

め
十
分
な
対
応
が
で
き
ず

関
東
・
関
西

な
ど
他
地
域
の
協
力
会
社
に
仕
事
が
回
る

ケ

ス
も
多
く
﹁
忸
怩
︵
じ
く
じ
︶
た
る

思
い
が
あ

た
﹂
と
明
か
す


　
復
興
需
要
な
ど
で
今
は
仕
事
が
あ
る

が

公
共
投
資
中
心
の
土
木
の
需
要
に
は

波
が
あ
り
先
は
読
め
な
い

何
よ
り
﹁
過

去
に
し
た
リ
ス
ト
ラ
を
二
度
と
繰
り
返
し

た
く
な
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら

積
極
的

な
従
業
員
の
補
充
に
踏
み
切
れ
な
い
中


松
居
組
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
た
と
い

う


　
前
例
の
な
い
取
り
組
み
だ
け
に
課
題
も

多
い
が
﹁
土
木
が
少
な
い
時
は
当
社
が
役

立
て
る
工
種
で
松
居
組
さ
ん
を
手
伝
い


建
築
の
仕
事
が
空
い
た
時
は
手
伝

て
い

た
だ
く
﹂
︵
坂
上
社
長
︶
と

互
い
の
得

意
分
野
を
補
完
し
合
い

経
営
基
盤
の
強

化
に
つ
な
げ
る
考
え
だ

加
え
て
﹁
大
林

組
の
仕
事
だ
け
で
社
員
を
養

て
い
け
な

い
場
合
は

経
営
者
と
し
て
カ
バ

し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

他
社
施

工
工
事
の
受
注
も
視
野
に
入
れ
て
い
る


　
一
方

技
術
力
の
向
上
に
つ
い
て
松
居

社
長
は
﹁
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
技
術
力
を
高

め
て
い
か
な
い
と
下
請
け
と
し
て
の
存
在

価
値
自
体
が
な
く
な

て
い
く
と
い
う
危

機
感
を
持

て
い
る
﹂
と
し
つ
つ
﹁
土
木

で
は
コ
ン
ク
リ

ト
の
品
質
管
理
も
綿
密

で
重
量
物
も
建
築
以
上
に
扱

て
お
り


同
じ
鳶
工
で
も
建
築
よ
り
土
木
の
単
価
が

高
い

管
理
能
力
の
高
い
坂
上
さ
ん
か
ら

学
び

土
木
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

て
き
ち

ん
と
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
社
員
に

と

て
も
見
返
り
が
大
き
い
﹂
と
期
待
を

寄
せ
る


　
坂
上
社
長
も
﹁
︵
重
層
構
造
の
︶
下
に

行
く
ほ
ど
当
事
者
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う

が

お
互
い
が
Ｊ
Ｖ
の
社
員
と
い
う
意
識

を
持

て
取
り
組
め
ば
品
質
と
安
全
両
面

の
ク
オ
リ
テ


を
上
げ
ら
れ

経
済
面

で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
﹂
と
み
て
い
る


　
ト

プ
同
士
の
強
い
信
頼
感
か
ら
生
ま

れ
た

下
請
Ｊ
Ｖ

と
い
う
新
た
な
枠
組

み
が

構
造
改
革
が
急
務
と
な

て
い
る

建
設
業
界
の
中
で
ど
の
よ
う
な
進
化

を
遂
げ
る
の
か

今
後
の
動
向
が
注
目
さ

れ
る


　人口減少・少子高齢化が進展する中で、頻発化
・甚大化する自然災害からの復旧・復興、国土強
靱化や経済基盤の要となるインフラ整備には、工
事現場で働く建設技能労働者の持続的な確保、育
成が不可欠だ。技能労働者の確保・育成に向けて
は、国の音頭の下、新３Ｋ（給与が良い、休暇が
取れる、希望が持てる）実現への取り組みが推進
されているが、週休２日制や技能に応じた適正な
評価に対しては、専門工事業者から「被害を受け
るのは弱者」「評価を実感したことがまったくな
い」など、不満の声が上がっている。
　建設産業専門団体連合会（才賀清二郎会長）が
３月に公表した「働き方改革における週休二日制、
専門工事業の適正な評価に関する調査結果」によ
ると、週休２日制の設定や実際の休日取得状況は
前年調査に比べ、一定の改善傾向がみられた。一
方で、一律の休日取得や未だに認知度が低い登録

基幹技能者制度に対しては、不満も噴出している。
　週休２日制に関しては、件の意見や要望が
寄せられた。内容は「労務単価、賃金アップが優
先されるべき」が最も多く、「元請けが徹底しな
い限り休めない。業界全体としても取り組むべき」
「必要だが実現は困難」が上位を占めた。
　元請けの徹底が必要とする意見では「大手ゼネ
コン、サブコンが本気で働き方改革を実行し、世間
が改革を認め、無理な工期での発注・低価格など
を是正しない限り、被害を受けるのは弱者となり、
改革はできない」（設備）、「現場が閉所しない
と難しい。特に地場ゼネコンの対応が遅れている
ように思われる」（圧接）などの声が上がっ
ている。
　工程の遅れでしわ寄せを受ける内装業者からは
「若い職人も休日の少ない建築には入ってこな
い。未だに現場は工程が遅れると仕上げ業者に負
担をかけ、休日なし・徹夜作業・昼夜２部制にして
くるので疲弊してしまう。これでは社員・職人も
持たない」「何十年たっても工期の遅れ、段取り
の悪さ、前工程遅れを後半へのしわ寄せでカバー
しようとする慣習を改善できない限り、この問題

は永遠に解決できない」など、厳しい指摘もある。
　「すべての人間に平等に休日を与えることに美
徳を感じている国の考え・感性が分からない。過
労で倒れるほど極端な働き方はだめだが、各個人
の持つポテンシャルをつぶしかねない側面があ
る」（塗装）、「働きたい人の権利を奪う週休２
日の強制はおかしい。建設業の構造をまったく理
解していない」（同）など、一律の対応に疑問を
投げかける意見も出ている。
　登録基幹技能者制度に対しては約件の意見、
要望が寄せられた。内容は「認知度は依然として
低く、適正に評価されていない」「現時点ではあ
まり役に立っていない」「メリットを得られる仕
組みが必要」の順で多い。
　「評価を実感したことがまったくない。事業主
の心積もりや資格取得が先行している割には行政
や元請企業の認識度が低いので、今後の更新講習
を受けないことを考え始めている」「資格証を出
しても、『それがどうした』的に上位会社は評価
も代価もまったくない」などの意見があり、専門
工事業者が適正な評価を実感するまでには至って
いない状況が浮かび上がっている。

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
背
景
に


建
設
業
で
も
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が

喫
緊
の
課
題
と
な

て
い
る

技
術
・

技
能
や
施
工
体
制
の
維
持
に
限
ら
ず


産
業
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
上
で
建

設
技
能
者
を
始
め
と
す
る

建
設
従
事

者
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
て
き
た


　
働
き
方
改
革
は
処
遇
改
善
の
中
核
と

な
る

国
や
自
治
体
の
多
く
が
週
休
２

日
モ
デ
ル
工
事
を
実
施

日
本
建
設
業

連
合
会
や
全
国
建
設
業
協
会
も
会
員
企

業
に
対
し
て
週
休
２
日
を
要
請
し

業

界
を
挙
げ
て
休
日
の
取
得
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
ま
た
両
団
体
は
利
益
よ

り
も
売
り
上
げ
を
優
先
し
た
過
去
の
受

注
活
動
を
反
省
し

﹁
労
務
費
見
積
り

尊
重
宣
言
﹂
︵
日
建
連
︶

﹁
設
計
労

務
単
価
引
上
げ
ア

プ
宣
言
﹂︵
全
建
︶

を
掲
げ

協
力
業
者
と
適
正
な
単
価
で

の
契
約
を
推
進

専
門
工
事
業
者
と
建

設
技
能
者
の
存
続
を
元
請
企
業
が
支
え

る
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
る


　
一
方
現
状
の
ル

ル
内
で
工
期
単

価
設
定
が
適
正
化
さ
れ
た
と
し
て
も


中
小
建
設
企
業
や
専
門
工
事
業
者
に
と


て
週
休
２
日
へ
の
ハ

ド
ル
は
依
然

と
し
て
高
い

日
給
制
が
大
半
を
占
め

る
建
設
技
能
者
は
休
日
が
増
え
れ
ば


収
入
は
減
少
す
る

技
能
者
の
収
入
減

少
分
を
補
填
す
る
だ
け
の
経
営
資
源
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
中
小
・
零
細
企

業
は

休
日
取
得
と
所
得
の
両
立
が
現

実
的
に
難
し
く
な

て
い
る


　
加
え
て

労
働
基
準
法
の
改
正
に
伴


て
残
業
の
上
限
規
制

有
給
休
暇
５

日
取
得
の
義
務
化
な
ど
に
も
直
面
し
て

い
る

技
能
者
の
月
給
制
移
行
に
よ


て
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
動
き
は

強
ま

て
お
り

地
方
な
ど
か
ら
は
労

務
単
価
の
２
割
引
き
上
げ
を
求
め
る
声

が
多
く
聞
か
れ
る


　
資
金
的
に
新
技
術
の
導
入
が
困
難
な

専
門
工
事
業
者
が
生
産
性
を
高
め
る
上

で

複
数
の
技
能
を
併
せ
持
つ
多
能
工

に
注
目
が
集
ま
る

１
人
の
建
設
技
能

者
が
複
数
の
職
種
を
こ
な
せ
れ
ば

技

能
者
１
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性
は
高

ま
る
か
ら
だ


　
た
だ

複
数
の
職
種
を
担
え
る
だ
け

の
多
能
的
な
技
能
を
身
に
着
け
た
と
し

て
も

給
料
が
上
昇
す
る
な
ど
と
い


た
キ

リ
ア
パ
ス
が
見
通
せ
な
け
れ

ば

苦
労
し
て
多
能
工
に
な
る
意
味
合

い
は
低
く
な
る

さ
ら
に

複
数
の
技

能
を
持
つ
多
能
工
は
技
能
一
つ
ひ
と
つ

の
質
や
レ
ベ
ル
が
中
途
半
端
に
な
り
か

ね
な
い
と
の
懸
念
も
残
り

多
能
工
の

育
成
に
は
課
題
も
少
な
く
な
い


　
建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム

は

４
段
階
の
能
力
評
価
制
度
を
通
じ

て
建
設
技
能
者
の
技
能
を
明
確
化
す

る

技
能
者
一
人
ひ
と
り
の
技
能
が
適

正
に
評
価
さ
れ
れ
ば
収
入
面
給
与
体

系
な
ど
の
改
善
に
つ
な
が

て
い
く


シ
ス
テ
ム
運
用
に
伴
う
キ

リ
ア
パ
ス

の
構
築
は
若
手
の
定
着
と
新
規
入
職
に

寄
与
し

専
門
工
事
業
が
抱
え
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
ツ

ル
と
し
て
期

待
さ
れ
る


　
国
土
交
通
省
で
は
﹁
建
設
キ

リ
ア

ア

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
活
用
に
向

け
た
官
民
施
策
パ

ケ

ジ
﹂と
し
て


﹁
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
直
轄
・
自
治

体
・
民
間
の
す
べ
て
の
工
事
で
の
原
則

活
用
﹂
を
打
ち
出
し
て
い
る


年
度

か
ら
直
轄
工
事
で
シ
ス
テ
ム
義
務
化
モ

デ
ル
工
事
と
シ
ス
テ
ム
活
用
推
奨
モ
デ

ル
工
事
を
試
行
す
る


　
ま
た
長
野
県
を
始
め

複
数
の
自
治

体
が
シ
ス
テ
ム
活
用
に
関
し
て
イ
ン
セ

ン
テ

ブ
を
付
与
し
て
い
る


　
元
請
団
体
で
も
同
パ

ケ

ジ
を
受

け
て
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る

日

建
連
は
建
退
共
制
度
の
電
子
申
請
方
式

と
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
生
か
し

掛

け
金
の
納
付
と
協
力
業
者
へ
の
充
当
を

徹
底

年
度
の
完
全
実
施
を
目
指
す


ま
た

会
員
企
業
が
受
注
し
た
請
負
金

額
１
億
円
以
上
の
工
事
現
場
で
シ
ス
テ

ム
登
録
を
原
則
化

カ

ド
リ

ダ


の
設
置
も
促
進
す
る


　
一
方

シ
ス
テ
ム
の
目
的
や
実
効
性

を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
中
小
建
設

企
業
や
専
門
工
事
業
者
が
少
な
く
な
い

た
め

日
建
連
だ
け
で
な
く

全
建
や

全
建
で
も
モ
デ
ル
工
事
を
実
施

利
点

や
課
題
を
把
握
し

地
域
建
設
業
や

専
門
工
事
業
へ
の
浸
透
に
努
め
て
い

る


　
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上

建
設

キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
施
策
展
開
の
性
急
さ
が
指
摘
さ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
が

発
注
機
関
と

元
請
企
業

専
門
工
事
業
が
そ
の
目
的

を
し

か
り
と
共
有
し

そ
れ
ぞ
れ
を

一
体
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で

建

設
業
の
健
全
な
発
展
が
実
現
す
る


　
多
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
を
受
け
て

防
災
・
減
災

国
土
強
靱
化
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま

て
い
る

こ
う

し
た
流
れ
に
合
わ
せ

建
設
業
が
地
域
維
持
に
果
た
す
役
割
が
広
く
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方

業
界
存
続
の
根
幹
を

支
え
る
建
設
技
能
者
は
担
い
手
不
足
に
直
面

課
題
解
決
に
向
け
て
処
遇
改
善
が
急
務
と
な
る

日
給
制
が
定
着
し
た

給
与
体
系

重
層
構
造
な
ど
克
服
す
べ
き
慣
習
は
少
な
く
な
い
も
の
の

週
休
２
日

単
価
改
善

建
設
キ

リ
ア
ア


プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
な
ど
が
本
格
化
す
る
い
ま
こ
そ

発
注
機
関
と
元
請
企
業

専
門
工
事
業
者
が
足
並
み
を
そ
ろ

え

若
手
が
魅
力
を
抱
く
処
遇
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る




仕
事
の
徹
底
分
解
で
配
分
最
適
化

コデラ　（石川県白山市）

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
職
人
育
成

濱組　（松山市）

元下〝強い絆〟が潮流
信頼が品質と経営の安定に

リ

マ
ン
シ


ク
境
に
激
変

変わる元下関係

（１６）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

新
設
し
た
先
組
工
場
︵
中
央
︶

左
は

社
員
会
館
︵
寮
︶

右
は
加
工
場

　
石
川
県
白
山
市
に
本
社
を
置
く
鉄

筋
工
事
業
の
コ
デ
ラ

小
寺
洋
志
裕

社
長
が
い
ま

最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
﹁
仕
事
の
や
り
方
を
変

え
る
こ
と
﹂
だ

﹁
い
ま
の
ま
ま
の

外
仕
事
と
い
う
形
で
若
い
人
を
募
集

し
続
け
業
態
を
保

て
い
く
の
は
も

は
や
限
界
﹂
と
い
い

現
行
作
業
を

徹
底
的
に
分
解
し

作
業
分
担
を
最

適
化
す
る
こ
と
で
活
路
を
開
く


　
会
社
敷
地
内
に
は
本
社
社
屋

社

員
会
館
︵
寮
︶

加
工
場
が
建
ち
並

ぶ

こ
こ
に
昨
年
９
月

天
井
ク
レ


ン
を
備
え
た
鉄
筋
先
組
工
場
を
１

億
円
超
を
投
資
し
て
新
設
し
た

現

状
の
仕
事
の
や
り
方

工
法
を
細
か

く
分
解
し

単
純
作
業
で
可
能
な
も

の
は

こ
の
工
場
で
先
組
み
し

熟

練
の
高
度
な
技
能
が
求
め
ら
れ
る
現

場
作
業
と
は
区
別
す
る

専
門
工
事

業
に
と

て
も
現
在

生
産
性
向
上

の
取
り
組
み
は
急
務
と
な

て
い
る

が

そ
の
た
め
の
新
技
術
や
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
以
前
に

現
行
作
業

を
分
解
し
た
上
で

や
り
方
を
根
本

か
ら
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調

す
る


　
先
組
工
場
で
の
作
業
は
指
導
役
が

い
れ
ば
経
験
の
浅
い
外
国
人
で
も
で

き
る

可
能
な
限
り
単
純
作
業
と
熟

練
作
業
に
分
類
し

熟
練
が
必
要
な

外
仕
事
の
割
合
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
し
て
い
く

全
体
と
し
て
歩
掛
か

り
が
大
き
く
上
が
ら
な
く
て
も
作
業

配
置
の
最
適
化
で
コ
ス
ト
の
合
理
化

を
図

て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
だ


﹁
い
ま
か
ら
絶
対

仕
事
の
や
り
方

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ


こ
こ
２

３
年
で
や

て
し
ま
わ
な

け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
﹂
と
担
い
手

確
保
へ
の
危
機
感
を
露
わ
に
す
る


　
作
業
に
よ

て
待
遇
に
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け

屋
内
の
下
で
の
単
純
作
業

の
一
方

厳
し
い
作
業
環
境
に
あ
り

な
が
ら
も
工
事
品
質
を
直
接
左
右
し

か
ね
な
い
外
仕
事
︵
熟
練
作
業
︶
は

待
遇
を
手
厚
く
し

人
手
確
保
に
つ

な
が
れ
ば
と
の
期
待
も
込
め
る


﹁
専
門
工
事
業
と
一
口
に
言

て
も

鉄
筋
な
ど
躯
体
４
職
種
は
作
業
の
過

酷
さ
が
ま

た
く
違
う

休
み

賃

金
と
も
格
段
の
待
遇
に
し
な
い
と
今

後

労
務
は
保
て
な
い
﹂

　
社
員

人
の
う
ち

技
能
者
は
現

場
と
加
工
場
に
常
駐
す
る

人
を
合

わ
せ

人

外
国
人
は

人

加
工

場
で
の
労
働
は
機
械
の
使
い
方
を
覚

え
れ
ば
大
き
な
問
題
は
な
い
た
め


約
半
数
が
加
工
場
で
働
い
て
い
る


　
会
社
設
立
か
ら
今
年
で

年
目
と

な
る
同
社

小
寺
社
長
は
北
陸
地
区

の
鉄
筋
工
事
業
の
リ

デ

ン
グ
カ

ン
パ
ニ

と
し
て
の
自
負
を
胸
に


県
鉄
筋
業
協
同
組
合
の
理
事
長
と
し

て
業
界
環
境
の
改
善
に
も
尽
力
を
惜

し
ま
な
い

県
型
枠
工
事
業
協
会
と

連
携
し
て
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
行


て
き
た
下
請
企
業
発
の
取
り
組

み
で
あ
る
現
場
で
の
４
週
５
休
は


こ
と
し
１
月
か
ら
４
週
６
休︵
第
２


４
土
日
︶
へ
と
ス
テ

プ
ア

プ
さ

せ

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す


　
濱

組
︵
松
山
市

濱

増
司
社

長
︶
は

多
能
工
を
柱
と
し
た
﹃
総

合
仕
上
げ
業
﹄
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

道
を
歩
ん
で
い
る

濱

貴
司
取
締

役
専
務
執
行
役
員
は

﹁
多
能
工
を

基
盤
と
し
て

ほ
か
の
会
社
に
真
似

で
き
な
い
建
設
グ
ル

プ
を
目
指
し

た
い
﹂
と
将
来
の
企
業
像
を
思
い
描

く


　
同
社
は

全
寮
制
の
独
自
の
教
育

カ
リ
キ

ラ
ム
に
よ
る
教
育
体
制
を


年
前
に
構
築
し
た


年
前
に
は

将
来
の
技
能
工
不
足
に
危
機
感
を
持

ち

社
内
の
採
用

教
育
改
革
に
取

り
組
ん
だ

１
年
目
で
３
級
技
能
士

を
取
得
し

２
｜
３
年
目
で
２
級
技

能
士
を
取
得

５
年
目
に
は
１
級
技

能
士
に
チ

レ
ン
ジ
し

副
長
︵
主

任
技
術
者
︶

工
事
主
任

工
事
係

長

工
事
長

マ
イ
ス
タ

ま
で
上

り
詰
め
る
キ

リ
ア
パ
ス
を
示
す


　
四
国
の
左
官
工
事
の
専
門
工
事
業

者
と
し
て
確
固
た
る
基
盤
を
確
立
し

て
き
た
が

１
９
９
９
年
以
降
は
リ

ニ


ア
ル
事
業
を
ス
タ

ト

注

文
住
宅
事
業
に
進
出

内
装
工
事


外
断
熱
工
事
の
ス
タ

ト
と
と
も
に

建
築
部
と
し
て
元
請
け
の
工
事
受
注

も
始
め
た

い
ま
や
グ
ル

プ
売
上

構
成
の
半
分
以
上
を
左
官
工
事
以
外

の
事
業
で
占
め
る
に
至

た

新
規

事
業
に
乗
り
出
し
た
原
点
は
﹁
年
間

を
通
じ
た
職
人
さ
ん
の
仕
事
の
安
定

化
﹂
と
い
う


　
﹁
多
能
工
﹂
も

最
初
は
で
き
る

仕
事
を
増
や
す
た
め
取
り
組
み
始
め

た

失
敗
を
経
験
し
て
き
た
か
ら
こ

そ

巷
間
叫
ば
れ
る

多
能
工
待
望

論

も
﹁
作
業
間
の
隙
間
を
埋
め
る

だ
け
で

都
合
の
良
い
よ
う
に
使
お

う
と
い
う
発
想
な
ら

そ
れ
は
多
能

工
で
は
な
い
﹂
と
信
念
を
貫
く

本

物
の
多
能
工
は
﹁
複
数
職
種
の
技
能

士
資
格
を
持
つ
人
﹂
と
定
義
す
る


資
格
を
取
る
た
め
に
は

実
戦
経
験

を
積
む
た
め
の
仕
事
量
が
必
要
だ


元
請
け
や
注
文
住
宅
事
業
を
展
開
し

て
き
た
た
め
﹁
複
数
職
種
の
実
戦
経

験
を
社
内
の
職
人
さ
ん
に
提
供
で
き

る
環
境
が
グ
ル

プ
内
で
整

て
き

た
﹂

多
能
工
を
基
盤
に
﹁
左
官
工

事
業
か
ら

複
数
の
仕
上
げ
工
事
が

で
き
る
﹃
総
合
仕
上
げ
業
﹄
を
目
指

す
﹂

す
で
に
左
官
１
級
技
能
士
と

内
装
︵
表
装
︶
２
級
技
能
士
な
ど
複

数
の
技
能
士
資
格
を
取
得
し

自
信

と
自
覚
を
持

た
職
人
が
誕
生
し
て

い
る


　
若
手
職
人
の
定
着
の
問
題
な
ど
多

能
工
育
成
に
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い

る
も
の
の

﹁
ゼ
ネ
コ
ン
は

当
社

に
発
注
す
る
だ
け
で

２
つ

３
つ

の
工
程
の
打
ち
合
わ
せ
が
１
回
で
済

み

下
地
か
ら
仕

上
げ
ま
で
１
社
で

施
工
す
る
品
質
上

の
メ
リ

ト
も
あ

る
は
ず
﹂
と
意
義

を
説
明
す
る

内

装
工
だ
け
で
な

く

﹁
左
官
の
技

能
を
生
か
せ
る
﹂

外
断
熱
工
事
は


す
で
に
北
海
道
な

ど
６
県
で
施
工
実

績
を
積
み
上
げ
て

い
る

大
工
の
育

成
に
も
取
り
組

み

こ
と
し
も
大

工
の
新
入
社
員
を

１
人
採
用

若
手
の
社
員
大
工
は
３

人
と
な
る

﹁
機
動
力
の
良
さ
を
生

か
し
て

自
分
自
身
で
限
界
を
つ
く

ら
ず
全
国
に
チ

レ
ン
ジ
し
て
い

く
﹂
と

職
人
育
成
を
核
と
し
て
仕

事
の
間
口
を
広
げ

自
ら
変
化
す
る

会
社
づ
く
り
に
挑
む


　
﹁
腹
を
く
く

た

駄
目
な
ら
会

社
を
た
た
む
﹂

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
問
題
の
発

生
以
前
の
こ
と

東
京
都
内
の
躯
体

系
専
門
工
事
業
経
営
者
Ａ
さ
ん
は


重
大
な
決
意
を
固
め
た

建
築
工
事

が
主
力

同
族
経
営
で

先
代
か
ら

経
営
を
引
き
継
ぎ

２
０
０
８
年
の

リ

マ
ン
シ


ク
で
は
元
請
け


下
請
け
問
わ
ず
当
時
の
建
設
産
業
が

踏
み
切

た
リ
ス
ト
ラ
も
経
験
し

た

過
去
に
は
一
旦

職
人
を
社
会

保
険
に
加
入
さ
せ
な
が
ら

経
営
悪

化
を
理
由
に
社
会
保
険
か
ら
脱
退
さ

せ
た
こ
と
も
あ
る


　
地
方
都
市
に
本
社
を
置
き

関
東

に
も
工
場
を
持
つ
鉄
骨
フ

ブ
リ
ケ


タ

︵
鉄
骨
の
加
工
・
組
み
立
て

・
据
え
付
け
︶
経
営
者
Ｂ
さ
ん
は
一

昨
年

創
業
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀

会
を
盛
大
に
開
き

知
事
や
地
元
金

融
機
関
や
鉄
鋼
メ

カ

・
商
社
ト


プ
が
出
席
し
た

ゼ
ネ
コ
ン
で
出

席
し
た
の
は
１
社

東
京
か
ら
建
築

担
当
副
社
長
も
参
加
す
る
な
ど
関
係

の
緊
密
さ
を
見
せ
つ
け
た


　
業
種
は
違
え
ど

こ
の
Ａ
さ
ん
と

Ｂ
さ
ん
の
会
社
に
共
通
す
る
の
は


﹁
取
り
引
き︵
受
注
︶相
手
は
１
社
﹂

と
い
う
点
だ

通
常

躯
体
系
の
下

請
け
で
も
主
要
な
取
り
引
き
先
を
持

ち
な
が
ら

そ
の
合
間
を
つ
な
ぐ
形

で
別
の
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
も
仕
事
を
請

け
負
う
の
が
一
般
的

建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
特
徴
で
あ
る
工
種
・
業
種

ご
と
に
繁
閑
時
期
が
異
な
る
こ
と
を

年
間
で
均
す
た
め
の
知
恵
だ


　
し
か
し
Ａ
さ
ん
は
取
引
先
ゼ
ネ
コ

ン
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
決
め
た


Ｂ
さ
ん
は
そ
の
昔

地
元
で
ゼ
ネ
コ

ン
支
店
の
出
入
り
を
認
め
て
も
ら
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め

よ
う
や
く
受
注

し
て
以
来

こ
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
育
て

て
も
ら
い
な
が
ら
成
長
し
た


　
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
取
り
引
き
ゼ

ネ
コ
ン
は
異
な
る
が

共
通
し
て
い

る
の
は
﹁
ゼ
ネ
コ
ン
に
品
質
と
誠
実

さ
は
認
め
て
も
ら

て
い
る
﹂
と
い

う
自
負
心
だ

こ
の
自
負
心
が
元
請

け
へ
の
信
頼
に
つ
な
が
る

過
去


裏
切
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が
な
か


た
わ
け
で
は
な
い
が

Ａ
さ
ん
は
今

回
腹
を
く
く

た


　
大
手

準
大
手
の
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

は

建
設
生
産
の
供
給
力
を
今
後
も

維
持
す
る
た
め

生
産
性
向
上
と
と

も
に
専
門
工
事
業
お
よ
び
職
人
の
確

保
に
動
き
始
め
て
い
る

人
口
減
少

が
鮮
明
で
あ
る
な
か

過
去
の
よ
う

に
コ
ス
ト
を
か
け
れ
ば
需
要
に
応
じ

た
労
働
力
の
確
保
が
で
き
る
時
代
は

も
う
来
な
い
こ
と
が
分
か

て
い
る

か
ら
だ


　
ま
さ
に
元
請
け
と
下
請
け
の
関
係

を
強
固
に
す
る
動
き
が

関
係
の
深

化
と
し
て
進
み
つ
つ
あ
る


　建築工事を主力としたゼネコンと専門工事業にとって近年の最悪
の悪夢は、リーマンショックだ。米国大手証券会社が破たんした
年度と前年年度の建築着工床面積は年度計で１億，万平方㍍
水準。年度から年度までの３年間は１億，万平方㍍だった。
しかし年度、１億，万平方まで落ち込む。減少率は％。
　構造別で見ると、躯体の花形職種の一角、型枠と鉄筋職種が担う
ＲＣ造．％減と、ファブリケーター（鉄骨の加工・組み立て・据
え付け）が重要な役割を担うＳ造．％減といずれも１年で３割以
上、落ち込んだ。
　リーマンショック後の年度から再びＲＣ造、Ｓ造ともに市場規
模は拡大することになるが、この時の型枠や鉄筋業種と鉄骨ファブ
業種の対応の違いもその後の市場規模の動向に少なからず影響を与
えた。リーマン後の市場回復は、ＲＣ造で年度から２年後の年
度には年度比．％増と急回復する。一方、Ｓ造は同．％増に
とどまった。しかし市場が急回復した型枠と鉄筋業種は、職人を手
放し供給力が格段に落ちていた。その結果、単価は急上昇、コスト
アップを嫌う発注者、設計者、ゼネコンは構造変更しＲＣ造からＳ
造に転換した。
　当時、鉄骨ファブ業種はリーマンショックによる熾烈なダンピン
グ競争の末、業界としてある行動に打って出た。設計事務所とゼネ
コンに対するＳ造採用のＰＲ活動だ。地道な活動は、それまでＲＣ
造が当たり前だった病院建築でもＳ造採用の事例が出たことで、型
枠や鉄筋業種の危機感は一気に高まることになった。



高速道路技術の深化とは　

ＮＥＸＣＯ東日本グループの雪氷対策技術の高度化

インフラ資産の管理技術

（１７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日） 【全面広告】

　時間日、安全・安心・快適・便利な高速道路サービスを提供すること。これは、今後何年たっても変わらないＮＥＸＣＯ東日本グループの使命と考えています。
　高速道路ができてからおよそ年が経過し、老朽化への対応が急務となっています。また、当社グループの事業エリアは、積雪寒冷地が多いため、冬期の交通確保にも力
を入れています。増大する損傷や少子高齢化などに伴う人材減少という中で、安全・安心を確保するために、それを支える新たな技術開発が求められています。

　～高速道路インフラを管理するプロの技術者集団が目指す「更なる高速道路技術の深化」とは～

　当社では、高速道路の長期的な安全・安心の確保のため、ＩＣＴやロボティクスなど最新技術を活用し、高速道路アセットマネジメントにおける生産性を飛躍的に向上す
るためのプロジェクト「スマートメンテナンスハイウェイ（ＳＭＨ）」に取り組んでいます。
　ＳＭＨとは、下図のように「点検・調査」から「補修・修繕」までの一連の業務プロセスにおいて、インフラデータプラットフォームを中核としたＳＭＨ開発技術を活用
し、意思決定プロセスの標準化・業務の高度化・効率化・迅速化・品質向上を目指しています。

東日本高速道路株式会社　詳しくは『ＮＥＸＣＯ東日本レポート』で　https://www.e-nexco.co.jp/csr/download/

補
修
検
討
会
の
様
子
　

　年度より、点検データを可視化したＢＩツールや個別の
資産状況を表示するＭＳＭＵＩを用いた補修検討会を開催
（写真：上）しており、データに基づくより深い補修計画の検
討に加え、従来の紙資料での会議と比較し、約４倍の生産性向
上を達成しています。
　ＳＭＨでは、記録やデータ整理といった単純作業をＩＣＴや
ロボティクスの力で自動化・機械化することにより、技術者を
単純作業から解放し、より技術者としての役割に専任すること
を目指しています。

　安全を最優先として技術開発を行うととも
に、冬期の通行止めの削減および雪氷対策に
従事する熟練技術者の不足に対応するため、
ＩｏＴ・ビッグデータ・ＡＩ・ロボット技術
などの先端技術を活用し、雪氷対策および車
両の高度化に取り組みます。
　現在、高精度の位置情報を得ることのでき
る準天頂衛星システムと３次元高精度地図デ
ータを組み合わせ、雪氷車両の安全な走行を
ガイドする運転支援システムを開発し、試行
しています。 　（下図）



自ら育てる

近
畿
躯
体
／
関
西
鉄
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／
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西
圧
接
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団
体
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技能労働者を訓練

富田興業　　（兵庫県西宮市）

明
確
な
目
標
持
ち
技
磨
く

研修会、合宿型訓練施設

群
馬
建
協
／
利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
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地域で人材を育てる

企業内職業訓練校
金
　

子
　

架
　

設
　

工
　

業
年で人の実績

（１８）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

﹁
後
輩
に
も
ぜ
ひ
経
験
し
て
ほ
し
い
﹂

と
語
る
和
田
氏︵
中
央
︶

　
２
０
１
９
年

月
の
第
３
回
全
国

鉄
筋
技
能
大
会
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
｜
１

　
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
﹂
で
富

田
興
業︵
兵
庫
県
西
宮
市
︶の
和
田
浩

茂
氏
が
優
勝
し
た


年
の
第
２
回

大
会
も
同
社
か
ら
の
出
場
選
手
が
優

勝
し
て
お
り

会
社
と
し
て
全
国
２

連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る


　
富
田
勇
社
長
は
﹁
出
場
す
る
か
ら

に
は
勝
つ
の
が
理
想
だ
が

そ
れ
が

第
一
の
目
的
で
は
な
い

若
い
職
人

が
明
確
な
目
標
を
持

て
技
を
磨

き

ま
わ
り
が
サ
ポ

ト
す
る
仕
組

み
や
雰
囲
気
が
で
き
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
き
い
﹂と
そ
の
意
義
を
説
く


　
同
社
は

社
の
協
力
会
社
を
抱

え

西
宮
市
の
本
社
の
ほ
か

加
東

市
と
三
木
市
に
工
場
を
構
え
る
有
力

な
専
門
工
事
業
者
で

﹃
信
頼
と
技

術
で
躍
進
﹄
を
モ

ト

と
す
る


　
富
田
社
長
は
﹁
技
能
向
上
の
意
識

を
よ
り
高
め
る
に
は

腕
を
競
わ
せ

る
の
が
良
い
の
で
は
﹂と
思
い
つ
き


協
力
会
社
の
み
を
対
象
と
す
る
鉄
筋

工
の
社
内
競
技
大
会
を
開
催
し
た


　
出
場
選
手
は

人
程
度
と
少
な
か


た
も
の
の
課
題
と
真
剣
に
向
き
合

う
姿
が
印
象
に
残
り

そ
の
後
も
継

続
的
に
社
内
大
会
を
開
く
つ
も
り
で

い
た
が

全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
が

﹃
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
｜
１
　
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
﹄
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り

以
降
は
社
内
大
会
が
Ｔ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
｜
１
地
区
予
選
︵
関
西
代
表
選

考
会
︶
へ
の
出
場
選
手
を
決
め
る
場

と
な

て
い
る


　
競
技
は
技
能
検
定
鉄
筋
組
立
１
級

問
題
に
は
ら
筋
１
段
を
追
加
し
た
も

の

和
田
さ
ん
は

普
段
の
仕
事
ぶ

り
を
高
く
評
価
し
て
い
た
富
田
社
長

か
ら
出
場
を
打
診
さ
れ
春
か
ら
練

習
な
ど
の
準
備
を
開
始
仕
事
を
し

な
が
ら
平
日
の
夜
や

と
き
に
は
休

日
も
練
習
を
こ
な
す
生
活
を
送


た


　
会
社
も
練
習
時
に
は
東
条
工
場

︵
加
東
市
︶
を
開
放
し

準
備
や
片

付
け
を
手
伝
う
ス
タ

フ
も
用
意
す

る
な
ど
全
面
的
に
バ

ク
ア

プ


﹁
素
晴
ら
し
い
環
境
で
練
習
を
さ
せ

て
も
ら
い

会
社
の
サ
ポ

ト
は
本

当
に
あ
り
が
た
か

た
﹂
と
い
う
和

田
選
手
は

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

強
か

た
だ
け
に
﹁
優
勝
が
決
ま


た
瞬
間
は

支
え
て
く
れ
た
人
の
こ

と
を
思

て
う
れ
し
い
と
い
う
よ
り

も
ホ

と
し
た
﹂
と
振
り
返
る


　
富
田
興
業
の
選
手
は
﹁
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
｜
１
﹂
が
開
か
れ
た
３
回
い
ず
れ

も
関
西
代
表
と
な

て
お
り

全
国

大
会
で
の
成
績
も
３
位

優
勝

優

勝
と
目
覚
ま
し
い
成
績
を
お
さ
め
て

い
る

し
か
し

あ
く
ま
で
こ
の
大

会
を
技
能
者
育
成
の
場
と
位
置
付
け

て
い
る
た
め

毎
回
違
う
選
手
を
出

場
さ
せ
る

和
田
さ
ん
も
次
回
大
会

で
は
サ
ポ

ト
に
回
る
こ
と
に
な
る

が

﹁
職
人
は
自
分
の
技
術
を
見
て

も
ら
い
た
い
し

自
分
の
実
力
を
知

り
た
い
も
の

後
輩
に
は
こ
の
場
を

ぜ
ひ
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
し

結

果
も
残
し
て
ほ
し
い

し

か
り
指

導
や
助
言
を
し
て
い
く
﹂
と
語

て

お
り

大
会
を
通
じ
た
技
能
の
向
上

・
継
承
は
こ
れ
か
ら
も
確
実
に
受
け

継
が
れ
て
い
く


　
将
来
の
担
い
手
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
専

門
工
事
業
界
で
は

若
年
者
の
入
職
促
進

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
が

入
職
し
て
く
れ
た
人
材
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な
る


し
か
し

個
別
の
企
業
で
は
な
か
な
か
十

分
な
教
育
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
実
情

で

近
畿
建
設
躯
体
工
業
協
同
組
合

関

西
鉄
筋
工
業
協
同
組
合

関
西
圧
接
業
協

同
組
合
の
３
団
体
は﹁
関
西
職
人
育
成
塾
﹂

を
立
ち
上
げ
て
い
る

こ
れ
は
３
団
体
傘

下
企
業
の
新
人
技
能
労
働
者
を
対
象
に
基

礎
講
習
を
行
う
組
織
と
な
り

技
能
労
働

者
へ
の
認
定
職
業
訓
練
を
行
う
全
国
的
に

も
珍
し
い
取
り
組
み
だ


　
現
在
鉄
筋
施
工
と
び
作
業
型
枠
施

工

圧
接
作
業
の
４
コ

ス
で
大
阪
府
知

事
の
認
定
を
受
け
て
お
り


年
度
は


人

年
度
は

人

年
度
は
７
人
が
受

講
し
て
い
る


年
度
も
実
施
を
予
定
し

て
い
た
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
い

た
ん
中
止
と
な

て
お

り

年
度
内
に
行
う
か
は
未
定

認
定
職

業
訓
練
の
制
度
上
は
府
に
変
更
を
申
請
す

れ
ば
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う


　
こ
れ
ま
で
は
４
コ

ス
の
う
ち
鉄
筋
施

工
の
み
実
施
し
て
い
る
が

カ
リ
キ

ラ

ム
は
全
コ

ス
整
備
し
て
お
り

参
加
者

さ
え
い
れ
ば
実
施
で
き
る
た
め

今
後
は

各
団
体
の
企
業
に
参
加
者
の
呼
び
掛
け
を

強
め
て
い
く

中
止
と
な

た
が

年
度

は
と
び
作
業
コ

ス
で
初
の
開
催
を
予
定

し
て
い
た


　
鉄
筋
施
工
で
は

座
学
と
実
技
で
マ
ナ


研
修
や
安
全
教
育

建
築
概
論

鉄
筋

工
事
の
概
要
や
工
具
類
の
取
り
扱
い
な
ど

の
技
能
が
修
得
で
き
る
内
容
と
な

て
お

り
４
月
に
通
常
コ

ス
を
実
施
し
た
後


補
足
す
る
夏
期
講
座
も
行

て
い
る


　
こ
れ
ま
で
の
受
講
者
か
ら
は
﹁
同
年
代

の
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
励
み

に
な
る
﹂
﹁
訓
練
を
受
け
た
こ
と
で

鉄

筋
技
能
検
定
試
験
の
３
級
に
す
ぐ
合
格
で

き
た
﹂
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る


　
同
塾
の
山
本
正
憲
代
表
理
事
は
﹁
も
の

づ
く
り
の
原
点
は
人
づ
く
り
で
あ
り

人

材
を
確
保
し
て
育
成
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ

れ
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
る

塾
生
の
皆

さ
ん
は
金
の
卵
で
あ
り

社
会
資
本
整
備

の
担
い
手
と
し
て
頑
張

て
も
ら
い
た

い
﹂
と
エ

ル
を
送
る


群馬建協のＩＣＴ土工研修

　
群
馬
県
建
設
業
協
会
︵
青
柳
剛
会
長
︶

は

協
会
が
主
導
す
る
形
で
会
員
企
業
の

人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る

﹁
東
京
に
行
か
な
く
て
も
地
域
で
そ

れ
以
上
の
研
修
が
受
け
ら
れ
る
﹂
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
の
も
と

建
て
替
え
た

群
馬
建
設
会
館
︵
前
橋
市
︶
を
拠
点
に


さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
を
開
い
て
い
る


　
２
０
１
８
年
度
に
は

全
国
に
先
駆
け

て
リ
カ
レ
ン
ト
︵
学
び
直
し
︶
研
修
を
開

始


年
度
ま
で
の
合
計
受
講
生
は

人

と
な
り


歳
以
下
の
県
内
若
手
技
術
者

の
約
１
割
が
学
び
直
し
を
行

た

ｉ
｜

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
一
連
の

工
程
を
学
べ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
研
修
は

群

馬
モ
デ
ル
と
し
て
他
県
に
も
広
が
り

地

域
建
設
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
後
押
し
し
て

い
る


　
群
馬
で
は

技
能
者
を
育
成
す
る
取
り

組
み
も
進
ん
で
い
る
廃
校
を
利
活
用
し



年
４
月
に
開
校
し
た
合
宿
型
訓
練
施
設

﹁
利
根
沼
田
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

﹂︵
沼
田

市

桑
原
敏
彦
校
長
︶
は
全
国
的
に
も
有

名
と
な
り

石
井
啓
一
前
国
土
交
通
相
も

現
職
大
臣
と
し
て
視
察
に
訪
れ
る
な
ど


行
政
や
関
係
団
体
か
ら
の
関
心
は
高
い


　
現
在
で
は
板
金

瓦

大
工

水
道
設

備
左
官
の
各
コ

ス
を
設
け
外
国
人
材

を
含
め
て
職
人
の
育
成
を
行

て
い
る


同
市
内
に
あ
る
別
の
廃
校
を
使

て

ド

ロ

ン
技
能
訓
練
校
を
開
設
す
る
な
ど


時
代
の
ニ

ズ
に
即
し
た
試
み
も
展
開
し

て
い
る

建
材
な
ど
の
メ

カ

と
連
携

し
た
商
品
・
工
法
開
発
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
る


　
ま
た


年
度
か
ら
の
新
た
な
動
き
と

し
て

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

・
高
校
・
専

門
工
事
業
の
３
者
に
よ
る
業
務
提
携
構
想

も
試
行
的
に
始
め
た

ま
ず
は
建
築
科
や

土
木
科
の
あ
る
工
業
高
校
を
タ

ゲ

ト

に

ア
カ
デ
ミ

や
専
門
工
事
会
社
の
職

員
が
学
校
を
訪
問
し

教
育
訓
練
の
内
容

や
各
社
の
事
業
な
ど
を
説
明

実
際
に
入

社
に
つ
な
が
る
な
ど
の
成
果
も
上
が

て

い
る


利根沼田テクノアカデミーには、石井前
国交相（後列中央）も現職大臣として視
察に訪れた（年月）

　金子架設工業（東京都中央区、青木茂
社長）は年に千葉県知事から「普通
職業訓練短期課程　とび科」の認可を得
て、企業内職業訓練校で新入社員の教育
訓練を実施してきた。ことし４月の新入
社員が期生になる。これまでに本社管
理部門の社員人を含む、延べ人が
教育・訓練を受け、職長や管理職長とし
て活躍している。
　訓練校では２日間の座学の後、５月末
まで２カ月間、とび工事または鍛冶工事
の基礎技術・技能を学ぶ。高校を卒業し
て間もない彼らは分からないことばかり
で、資機材の名前も知らない。社会人に

なって不安と期待が交錯している時期だ
けに、いきなり現場に出る前に実技訓練
の場が設けられていることは、新入社員
にとってはありがたい、というのが修了
生からの声だ。
　さらに、工業高校の建築科を卒業した
新入社員も、「安全に対する意識は学校
とは全く違う」ことを口にする。危険と
隣り合わせの建設現場だけに、細かなと
ころまで指導し、安全意識を植え付ける
ことが教育・訓練における最重要テーマ
だ。
　こうしたことから実技訓練では、各種
道具・工具・機器の使い方から、単管足

場や枠組足場などの組み立て・解体、仮
囲いの設置、外部養生などの訓練を繰り
返し行い、基礎となる技術・技能を習得

させる。訓練校での実技訓練を受けた後、
６月から現場に仮配属され、７月末まで
２カ月間、ＯＪＴ（職場内訓練）による
実技訓練を受け、８月１日の修了式を経
て現場に本配属される。
　課題は訓練校の運営よりも、人材の確
保だ。毎年、工業高校などを校近く
訪問するなどの求人活動をしているが、
この数年は他産業との競合で、建設業、
とくに専門工事業者は採用が厳しいとい
う。若者が入社してくれないことにはど
うしようもないというのが現状だ。加え
て、その彼らに残ってもらう、定着も課
題としてのしかかる。



深
ま
る
連
携

ダイナミックな開発手法も
新
た
な
ニ

ズ
対
応

道
路
上
空
の
活
用

潜
在
需
要
掘
り
起
こ
す

都
市
開
発
を
め
ぐ
る
深
化

変化する関係・深まる関係
（１９） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　
新
た
な
顧
客
ニ

ズ
や
社
会
的
な
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か

そ
れ
が
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
否
を
左
右
す
る
の
は
都
市
開
発
の
分
野
も
例
外
で
は
な
い

こ
れ
ま

で
の
延
長
線
上
に
存
在
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
は
少
な
く

従
来
の

取
り
組
み
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

幾
つ
か
の
切
り
口
か
ら


新
た
な
動
き
に
ス
ポ

ト
を
当
て
る


ⓒ Forward Stroke Inc.

昭
和
初
期
の
既
存
校
舎
の
意
匠
を
保
存
し


ホ
テ
ル
と
し
て
再
生

国道号・品川駅西口駅前広場の将来のイメージ

　
都
市
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
向
け

て

大
都
市
部
で
は
ダ
イ
ナ
ミ

ク
な

プ
ロ
ジ

ク
ト
が
数
多
く
展
開
さ
れ
る

よ
う
に
な

た

こ
う
し
た
中

新
た

な
潮
流
と
し
て
産
声
を
上
げ
つ
つ
あ
る

の
が

道
路
上
空
の
活
用
だ

都
市
開

発
手
法
の
深
化
と
も
言
え
る


　
国
土
交
通
省
が
東
京
都
港
区
で
計
画

し
て
い
る
﹁
国
道

号
・
品
川
駅
西
口

駅
前
広
場
﹂
は

道
路
上
空
を
活
用
す

る
事
業
の
１
つ

国
道
の
改
良
に
あ
わ

せ
て
上
空
に
デ

キ
を
整
備
し

駅
や

民
間
ビ
ル
な
ど
を
接
続
す
る
広
場
を
官

民
で
整
備
す
る

事
業
費
は

公
的
な

道
路
事
業
な
ど
で
約
８
０
０
億
円

民

間
事
業
と
し
て
約
５
０
０
億
円
を
想
定

し
て
い
る

今
後

段
階
的
に
整
備
を

進
め

２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
開
業
時
に
は
デ

キ
北
側
を
完
成

さ
せ
る
計
画

デ

キ
南
側
も
含
め
た

全
体
完
成
は

｜

年
代
と
な
る
見
通

し
だ


　
デ

キ
の
う
ち
北
側
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

よ
る﹁
次
世
代
型
交
通
タ

ミ
ナ
ル
﹂

中
央
部
分
に
利
用
者
動
線
の
拠
点
と
な

る
﹁
セ
ン
タ

コ
ア
﹂
を
配
置

南
側

は
民
間
事
業
者
が
商
業
施
設
を
含
む

﹁
賑
わ
い
広
場
﹂
を
整
備
す
る
計
画


多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
が
か
ぎ
を
握

る
事
業
で
も
あ
る


　
一
方

帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
が
立
地
す

る
東
京
都
千
代
田
区
の
﹁
内
幸
町
一
丁

目
街
区
﹂の
大
規
模
再
開
発
計
画
で
も


道
路
上
空
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い

る

日
比
谷
通
り
な
ど
の
道
路
上
空
に

公
園
を
整
備
し

日
比
谷
公
園
と
の
連

続
性
・
回
遊
性
を
高
め
る
構
想
だ

再

開
発
に
は
三
井
不
動
産

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市

開
発
な
ど
の
デ

ベ
ロ

パ

が
参
画

す
る
見
通
し


　
こ
の
街
区
は

東
京
ミ

ド
タ
ウ
ン

日
比
谷
の
南
側
に
位
置
し

西
側
が
日

比
谷
公
園

東
側
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
に
面

し
て
い
る

街
区
内
に
は

帝
国
ホ
テ

ル
や
日
比
谷
Ｕ
｜
１
ビ
ル
な
ど
三
井
不

動
産
の
関
連
施
設
に
加
え

Ｎ
Ｔ
Ｔ
日

比
谷
ビ
ル

み
ず
ほ
銀
行
内
幸
町
本
部

ビ
ル

東
京
電
力
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

本
社
ビ
ル
な
ど
が
立
地
し
て
い
る


　
複
数
の
大
型
ビ
ル
が
立
地
し
て
い
る

こ
と
か
ら
段
階
的
な
開
発
と
な
る
見
通

し
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど
を
備
え
た
国

際
迎
賓
・
文
化
・
交
流
機
能
の
拡
充
に

よ
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
拠
点
の
形
成

を
進
め
る

一
方

大
規
模
広
場
の
創

出
や
道
路
上
空
の
公
園
整
備
な
ど
に
よ


て

緑
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
区
形

成
を
目
指
す


内幸町まちづくりのイメージ

　
デ

ベ
ロ

パ

各
社
の
間
で
は


Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ネ


ト
︶
に
強
み
を
持
つ
ス
タ

ト
ア


プ
企
業
な
ど
と
の
多
様
な
連
携
が
加
速

し
て
い
る

未
来
に
向
け
た
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
動
き
で
も

あ
り

自
社
オ
フ

ス
を
実
証
の
場
と

し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
が
増
え
た


　
ス
タ

ト
ア

プ
企
業
と
の
連
携
を

柱
の
１
つ
と
す
る
﹁
新
イ
ノ
ベ

シ


ン
投
資
戦
略
﹂
を
展
開
し
て
い
る
森
ト

ラ
ス
ト
は

ビ

ト
キ

︵
東
京
都
中

央
区
︶
が
開
発
し
た
無
人
受
付
シ
ス
テ

ム
﹁
ｂ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

︵
ビ

ト
レ
セ
プ
シ

ン
︶
﹂
を
グ
ル


プ
本
社
に
導
入
し

１
月
下
旬
か
ら

受
付
を
無
人
化
し
た

独
自
の
﹁
ス
マ


ト
ロ

ク
技
術
﹂
を
活
用
し
た
サ


ビ
ス
で

来
訪
者
が
Ｑ
Ｒ
コ

ド
を
タ

ブ
レ

ト
に
か
ざ
す
だ
け
で
受
付
が
完

了
す
る
と
同
時
に
指
定
の
応
接
室
が
解

錠
さ
れ

す
ぐ
に
入
室
で
き
る

導
入

企
業
は
受
付
業
務
が
効
率
化
さ
れ

来

訪
者
は
受
付
ス
ペ

ス
で
の
待
機
時
間

や
面
会
時
間
の
ロ
ス
を
解
消
で
き
る
メ

リ

ト
が
あ
る


　
ま
だ
本
格
展
開
前
の
新
サ

ビ
ス
だ

が

森
ト
ラ
ス
ト
は
出
資
先
で
も
あ
る

ビ

ト
キ

に
対
し
て
﹁
︵
新
サ

ビ

ス
の
︶利
用
者
と
管
理
者
双
方
の
視
点

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
提
案
を
行
う
﹂

と
し
て
自
社
で
の
先
行
導
入
を
決
め

た

今
後

他
施
設
で
の
導
入
や
テ
ナ

ン
ト
企
業
へ
の
提
案
を
進
め
て
い
く
方

針
だ


　
こ
う
し
た
異
業
種
と
の
連
携
だ
け
で

な
く

デ

ベ
ロ

パ

同
士
が
連
携

す
る
ケ

ス
も
あ
る

た
だ

プ
ロ
ジ


ク
ト
単
位
で
連
携
す
る
動
き
が
一
般

的
で

包
括
的
な
連
携
を
結
ぶ
動
き
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

こ
う
し
た
中


関
係
者
の
注
目
を
集
め
た
の
が
１
月
の

ヒ


リ

ク

日
本
郵
政

日
本
郵

政
不
動
産
に
よ
る
連
携
強
化
だ


　
ヒ


リ

ク
と
日
本
郵
政
不
動
産

は

か
ね
て
か
ら
相
互
出
向
に
よ
る
人

事
交
流
な
ど
を
進
め
て
き
た
が

さ
ら

に
関
係
を
深
化
さ
せ
て
不
動
産
の
共
同

開
発
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た

新
規

不
動
産
の
共
同
取
得
な
ど
も
進
め
る
見

通
し
だ
が

﹁
今
後
は

不
動
産
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
連
携
も
含
め
た
施
策
と

な
る
よ
う

ス
ピ

ド
感
を
も

て
実

行
す
る
﹂
方
針
だ


　
現
在

動
き
出
し
て
い
る
具
体
的
な

連
携
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

東
京
都
港
区

内
の
オ
フ

ス
ビ
ル
と
ホ
テ
ル
の
２

件

ヒ


リ

ク
が
主
体
と
な
る

﹁
︵
仮
称
︶
赤
坂
二
丁
目
開
発
計
画
﹂

は
免
震
構
造
を
採
用
す
る

階
建
て
延

べ
約
８
０
０
０
平
方

の
ハ
イ
ス
ペ


ク
オ
フ

ス
ビ
ル
設
計
は
日
建
設
計


施
工
は
清
水
建
設
で
２
０
２
０
年
度
内

に
完
成
す
る
予
定
だ

一
方

日
本
郵

政
グ
ル

プ
の
土
地
を
活
用
す
る

﹁
︵
仮
称
︶
汐
留
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
は


階
建
て
延
べ
約
１
万
１
０
０
０
平
方


の
ホ
テ
ル
で

東
急
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
設
計
を
進
め
て
い
る


年

度
の
完
成
と
な
る
見
通
し
だ


　
顧
客
ニ

ズ
を
ど
の
よ
う
に
く
み
取

り

ど
の
よ
う
な
商
品
や
サ

ビ
ス
を

提
供
す
る
か

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と


て
永
遠
の
テ

マ
で
も
あ
る

社
会

経
済
情
勢
や
顧
客
の
ニ

ズ
は
常
に
変

化
し
続
け
る

こ
う
し
た
中

顧
客
ニ


ズ
や
社
会
的
ニ

ズ
へ
の
対
応
を
よ

り
深
化
さ
せ
る
動
き
が
出
て
き
た


　
三
井
不
動
産
は

創
薬
や
再
生
医
療

な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を
対

象
と
し
た
新
事
業
﹁
賃
貸
ラ
ボ
＆
オ
フ


ス
﹂
︵
三
井
の
ラ
ボ
＆
オ
フ

ス
︶

事
業
に
乗
り
出
し
た

液
体
や
気
体
を

使

た
実
験
が
で
き
る
﹁
ウ


ト
ラ

ボ
﹂
と

オ
フ

ス
機
能
を
一
体
化
し

た
施
設
の
賃
貸
事
業
だ

米
国
で
は


ラ
ボ
と
オ
フ

ス
が
一
体
化
し
た
賃
貸

物
件
が
比
較
的
普
及
し
て
い
る
も
の

の

日
本
で
は
ま
だ
少
な
い

潜
在
的

な
ニ

ズ
に
着
目
し

新
た
な
施
設
分

野
と
し
て
事
業
展
開
す
る
こ
と
に
し

た
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
で
の
研

究
開
発
環
境
の
課
題
解
決
に
貢
献
し


オ

プ
ン
イ
ノ
ベ

シ

ン
創
出
を
促

進
さ
せ
る
﹂
方
針
だ


　
初
弾
の
﹁
三
井
リ
ン
ク
ラ
ボ
葛
西
﹂

︵
東
京
都
江
戸
川
区
︶
を
１
月
に
完
成

さ
せ
た
ほ
か

２
月
に
は
第
２
弾
と
な

る
﹁
︵
仮
称
︶
三
井
リ
ン
ク
ラ
ボ
新
木

場
﹂
︵
江
東
区
︶
を
着
工
し
た

新
木

場
の
新
施
設
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
６
階
建
て
延

べ
１
万
１
１
６
９
平
方

の
規
模
で


日
建
設
計
に
よ
る
基
本
計
画

鹿
島
の

設
計
施
工
で
２
０
２
１
年
４
月
の
完
成

を
目
指
す
現
在
計
画
中
の﹁︵
仮
称
︶

三
井
リ
ン
ク
ラ
ボ
柏
の
葉
﹂
︵
千
葉
県

柏
市
︶は
Ｓ
造
６
階
建
て
延
べ
３
万
８

０
０
０
平
方

の
大
型
施
設
と
な
る


清
水
建
設
が
設
計
を
進
め
て
い
る
段
階

で

今
夏
に
も
着
工
し


年
の
完
成

を
予
定
し
て
い
る

柏
の
葉
エ
リ
ア
の

﹁
次
世
代
医
療
技
術
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ


ビ
ス
開
発
の
中
核
拠
点
﹂
と
し
て
機

能
さ
せ
る
方
針
だ


　
新
分
野
の
施
設
が
誕
生
す
る
一
方


既
存
建
物
の
価
値
を
深
化
さ
せ
る
プ
ロ

ジ

ク
ト
も
あ
る

歴
史
的
な
建
造
物

の
有
効
活
用
は

社
会
的
な
課
題
と
な


て
既
に
久
し
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発

は
京
都
市
で

既
存
建
物
に
新
た
な
価

値
を
創
造
す
る
２
件
の
プ
ロ
ジ

ク
ト

を
相
次
い
で
完
成
さ
せ
た


　
﹁
元
京
都
市
立
清
水
小
学
校
跡
地
活

用
計
画
﹂
で
は

昭
和
初
期
の
既
存
校

舎
の
意
匠
を
保
存
し

構
造
躯
体
の
補

強
な
ど
の
改
修
や
付
属
施
設
の
追
加
な

ど
を
行
い﹁
ザ
・
ホ
テ
ル
青
龍
　
京
都
清

水
﹂と
し
て
再
生
さ
せ
た
旧
教
室
を
改

装
し
た
客
室
も
あ
り
﹁
校
舎
の
ク
ラ
シ

カ
ル
な
建
築
を
引
き
立
て
る
た
め

あ

え
て
デ
ザ
イ
ン
を
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め

る
日
本
な
ら
で
は
の
引
き
算
の
美
学


を
応
用
し
た
﹂
と
い
う

レ
ス
ト
ラ
ン

は

か
つ
て
の
講
堂
を
コ
ン
バ

ジ


ン
し
て
い
る

４
階
建
て
延
べ
６
８
２

３
平
方

の
規
模
で

東
急
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
基
本
設
計

大
林

組
の
設
計
施
工
で
完
成
し
た

ホ
テ
ル

運
営
は
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
担
う


　
一
方
の
﹁
新
風
館
﹂
は

歴
史
的
建

築
物
で
あ
る
﹁
旧
京
都
中
央
電
話
局
﹂

の
建
物
を
一
部
保
存
・
改
修
し

ホ
テ

ル
や
商
業
施
設

映
画
館
な
ど
で
構
成

す
る
複
合
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

た


地
下
２
階
地
上
７
階
建
て
延
べ
２
万
５

５
３
７
平
方

の
規
模
で

建
築
デ
ザ

イ
ン
監
修
に
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事

務
所
が
参
画
し

設
計
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ


シ
リ
テ


ズ

施
工
は
大
林
組
が
担

当
し
た


︵
仮
称
︶
赤
坂
二
丁
目
開
発
計
画
の
完
成
イ
メ

ジ

受付を無人化



契約制度が多様化

４車線化計画ヵ所に新規着手　〉〉〉事業計画

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
よ
り
川
上
へ

参画しやすく設計対象に優先順位

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

入
札
不
調
率
の
半
減
達
成

首
都
高
速
道
路
会
社

公共発注者の取り組み

（２０）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　高速道路の供用延長１万㌔のうち、暫定
２車線は㌔で、約４割を占める。安全性や
信頼性を高めるには、４車線化を計画的に推進
する必要がある。このため、時間信頼性の確保、
事故防止、ネットワークの代替性確保の各観点
を指標化して選んだ「優先整備区間」約㌔

のうち、年度はカ所約㌔に新規着手
する。財政投融資を活用するなど，億円を
投じる計画で、国交省が年９月に策定した
「高速道路における安全・安心基本計画」に盛
り込んだ整備事業の第１弾となる。残る区間は、
今後年をかけて事業化する。

　
高
速
道
路
各
社
に
と

て
大
規
模
な
通
行
規
制
が
伴
う
リ
ニ


ア
ル
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

工
事
期
間

中
の
安
全
と
利
用
者
へ
の
影
響
を
い
か
に
最
小
限
に
抑
え
る
か
が
求
め
ら
れ
る

一
定
期
間
に
集
中
す
る

発
注
業
務
の
負
担
軽
減
や
入
札
不
調
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
も
重
要
だ

価
格
だ
け
で
な
い

手
続
き

を
効
率
化
で
き
る
契
約
方
式
や
受
発
注
者
間
に
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

財
政
投
融
資
な
ど
を

活
用
し
て
多
様
な
入
札
制
度
や
技
術
を
駆
使
す
る
暫
定
２
車
線
の
４
車
線
化
事
業
で
は

２
０
２
０
年
度

に
新
規
着
手
す
る
路
線
を
紹
介
す
る

一
方


変
化
へ
の
適
用

を
果
た
す
べ
く
都
市
再
生
機
構
︵
Ｕ

Ｒ
︶
の
よ
う
に
業
務
領
域
の
深
化
に
か
じ
を
切
る
動
き
も
あ
る


リ
ニ


ア
ル
工
事
は

橋
梁
に

新
た
な
床
版
を
架
設
す
る
工
事
が

大
半
を
占
め
る
た
め

効
率
的
な

製
品
の
開
発
に
向
け
た
受
発
注
者

の
連
携
も
重
要
だ

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は

受

注
者
と
技
術
協
力
の
必
要
性
を

指
摘
す
る

﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
や
優

れ
た
技
術
を
持
つ
施
工
者
に
設

計
段
階
か
ら
か
か
わ

て
も
ら

う
こ
と
で

大
規
模
更
新
工
事

を
合
理
性
に
進
め
る

鋼
橋
Ｒ

Ｃ
床
版
の
取
り
替
え
で
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
が
生
ま
れ
て
い
る

が

今
後
は
Ｒ
Ｃ
中
空
床
版
で

も
合
理
的
な
施
工
方
法
が
必
要

に
な
る
﹂
と
期
待
す
る


　
床
版
取
り
替
え
や
橋
梁
架
け

替
え
な
ど
の
大
規
模
更
新
は


こ
う
し
た
施
工
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
せ
る
一
般
競
争
入
札
や

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
と
い


た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
案
件
が
多
い


一
方

橋
梁
の
部
分
補
修
や
土

構
造
物
の
法
面
補
強
な
ど
の
大

規
模
修
繕
は

条
件
付
一
般
競

争
入
札
で
契
約
し
て
い
る
実
態

が
あ
る

工
事
規
模
に
よ

て

地
元
に
精
通
し
た
中
小
企
業
の

参
加
を
可
能
と
し
て
お
り

過

去
の
施
工
実
績
を
重
視
す
る
総

合
評
価
落
札
方
式
︵
工
事
実
績

評
価
型
︶
で
落
札
者
を
決
め
る

方
法
を
主
に
採
用
す
る


　
外
部
の
提
案
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
体
制
も
あ
る

同
社

は
４
月

ホ

ム
ペ

ジ
の


情
報
交
流
の
場

で
あ
る
Ｔ

Ｉ
ネ

ト
ワ

ク
へ
の
提
案
を

き

か
け
に

高
防
水
性
の
Ｐ

Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
床
版
を
大
林
組
と
共

同
開
発
し
た

ニ

ズ
と
シ


ズ
を
的
確
に
マ

チ
ン
グ
さ
せ

る
選
択
肢
は

技
術
に
限
ら
ず

事
業
を
効
率
的
に
進
め
る
上
で

重
要
性
を
増
し
て
く
る


＊
　
　
＊

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
は

橋

梁
耐
震
補
強
設
計
の
内
容
を
見

直
し
て

業
務
簡
略
化
を
加
速

し
て
い
る

１
月
に
開
催
し
た

事
業
者
向
け
説
明
会
で
は

改

定
の
要
点
を
解
説
す
る
な
ど
周

知
徹
底
に
取
り
組
む

耐
震
補

強
の
対
象
と
な
る
橋
梁
数
が
多

い
ほ
か

業
務
の
不
調
・
不
落

が
多
発
し
て
い
る
た
め

優
先

順
位
の
設
定
や
解
析
計
算
の
少

な
い
設
計
手
法
を
採
用
す
る
な

ど
事
業
者
の
参
画
を
促
す


　
具
体
的
に
は

地
震
時
の
救

助
活
動
や
緊
急
物
資
の
輸
送
機

能
な
ど
を
維
持
す
る
﹁
耐
震
性

能
２
︵
ｂ
︶
﹂
の
確
保
を
優
先

す
る

こ
れ
ま
で
は
一
連
の
橋

で
複
数
の
橋
脚
が
あ
る
場
合


す
べ
て
の
橋
脚
を
設
計
対
象
に

し
て
い
た
が

今
後
は
耐
震
性

能
２
︵
ｂ
︶
未
満
の
橋
脚
の
み

を
対
象
に
す
る


　
設
計
の
省
力
化
で
は

フ


チ
ン
グ
を
含
む
基
礎
は
照
査
の

み
と
す
る

計
算
手
法
は
動
的

照
査
法
で
な
く

地
震
時
保
有

水
平
耐
力
法
に
準
じ
た
道
路
橋

示
方
書
の
静
的
照
査
法
を
適

用

支
承
の
免
震
・
制
震
化
は

検
討
せ
ず

連
続
繊
維
シ

ト

巻
立
工
法
を
標
準
と
す
る


＊
　
　
＊

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
が
リ
ニ



ア
ル
で
導
入
し
て
い
る
技

術
提
案
・
交
渉
方
式
は

発
注

者
の
み
で
仕
様
を
確
定
す
る
こ

と
が
困
難
な
工
事
に
対
し

設

計
施
工
一
括
で
発
注
す
る
仕
組

み
だ

設
計
段
階
か
ら
施
工
者

の
技
術
を
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め

よ
り
最
適
な
工
法

を
選
択
で
き
る
の
が
最
大
の
メ

リ

ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

者
と
施
工
者
な
ど
で
構
成
す
る

Ｊ
Ｖ
と
ま
ず
設
計
業
務
を
契
約

し

業
務
完
了
後
に
工
事
契
約

を
結
ぶ

実
際
に
関
西
の
重
交

通
区
間
と
し
て
交
通
量
が
多
い

﹁
中
国
自
動
車
道
︵
特
定
更
新

等
︶
中
国
池
田
Ｉ
Ｃ

宝
塚
Ｉ

Ｃ
間
橋
梁
更
新
工
事
﹂で
採
用


今
後
も
社
会
的
影
響
が
大
き

く

困
難
な
工
事
に
は
同
方
式

を
積
極
的
に
活
用
す
る
見
込
み

だ


　
総
合
技
術
監
理
型
は
主
に
耐

震
補
強
設
計
業
務
に
適
用
す

る

高
速
道
路
事
務
所
ご
と
に

１
件
発
注
さ
れ

事
務
所
管
内

の
橋
梁
の
総
合
技
術
監
理
業
務

や
照
査
か
ら
設
計
ま
で
を
１
社

に
委
託
す
る

管
理
技
術
者
に

若
手
を
配
置
で
き
る
こ
と
や
後

発
業
務
の
契
約
が
セ

ト
に
な


て
い
る
こ
と
で

約
３
年
間

の
安
定
し
た
受
注
が
受
注
者
に

と

て
は
利
点
と
な
る


　
首
都
高
速
道
路
会
社
は

入

札
不
調
防
止
や
応
募
者
数
の
増

加

難
工
事
の
リ
ス
ク
最
小
化

な
ど
を
目
指
し

新
た
な
入
札

方
式
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る

価
格
競
争
・
総
合
評

価
・
価
格
交
渉
や
技
術
提
案
の

有
無
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
入

札
方
式
は
多
岐
に
わ
た
り

改

善
を
重
ね
な
が
ら

現
在
で
は

工
事
８
方
式

業
務

方
式
を

そ
ろ
え
る

工
事
の
難
易
度
や

仕
様

工
種

作
業
条
件
な
ど

に
合
わ
せ

最
適
な
方
式
を
選

べ
る
よ
う
に
な

て
き
た


　
多
様
な
契
約
方
式
を
採
用
す

る
背
景
に
は

入
札
不
調
・
不

成
立
の
頻
発
が
あ
る

２
０
１

３
年
に
は

年
間
発
注
工
事
件

数
の
約

％
が
不
調
・
不
成
立

と
な

て
い
た
程
だ

こ
の
た

め


年
に
導
入
し
た
﹁
技
術

提
案
価
格
交
渉
方
式︵
複
数
者

交
渉
タ
イ
プ
︶﹂を
改
良
し


年
に﹁
同︵
複
数
者
交
渉
Ｂ
タ
イ

プ
︶﹂を
試
行
導
入
す
る
な
ど


現
状
打
破
に
向
け
た
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
た

現
在
で
は


不
調
・
不
成
立
の
発
生
率
を
約


％
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能

に
な

た
と
い
う


　
対
策
例
と
し
て

複
数
者
交

渉
Ｂ
タ
イ
プ
は

入
札
参
加
者

の
見
積
も
り
が
標
準
積
算
を
上

回

た
際
で
も

価
格
交
渉
で

妥
当
性
が
確
認
で
き
た
場
合


そ
の
内
容
を
反
映
し
た
上
で
予

定
価
格
を
設
定
で
き
る
よ
う
に

し
た


　
全
３
路
線
５
カ
所
の
大
規
模

更
新
事
業
で
も

新
た
な
方
式

の
採
用
が
進
む

初
弾
の
高
速

１
号
羽
田
線
︵
東
品
川
桟
橋
・

鮫
洲
埋
立
部
︶
で
は

﹁
技
術

提
案
審
査
・
価
格
等
交
渉
方
式

︵
設
計
・
施
工
一
括
タ
イ
プ
︶﹂

を
導
入

同
工
事
は

通
行
止

め
す
る
こ
と
な
く
重
交
通
の
供

用
道
路
を
造
り
替
え
る
難
工
事

だ

達
成
に
は

入
札
参
加
者

独
自
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・

工
法
な
ど
か
ら
最
も
優
れ
た
技

術
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
る


　
そ
こ
で

ま
ず
技
術
提
案
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

続
い
て

技
術
評
価
点
が
最
も
高
い
優
先

交
渉
権
者
を
選
定
し
た
後

価

格
な
ど
を
交
渉

設
計
施
工
一

括
の
落
札
者
を
選
定
し
た

メ

リ

ト
は

競
争
参
加
者
が
独

自
技
術
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

点
だ

一
方
で

過
剰
で
高
価

格
な
提
案
と
な
る
可
能
性
も
あ


た
た
め

拘
束
性
の
な
い
参

考
額
も
掲
示
し
た


　
今
後
は

日
本
橋
周
辺
の
首

都
高
速
道
路
地
下
化
も
控
え

る

地
下
埋
設
物
の
輻
輳
や
地

下
鉄
な
ど
様
々
な
構
造
物
の
近

接
な
ど
難
易
度
が
非
常
に
高

い

同
社
は
﹁
民
間
技
術
の
活

用
な
ど
が
取
り
入
れ
や
す
い
契

約
方
式
も
視
野
に
入
れ
検
討
し

て
い
き
た
い
﹂
考
え
だ




負担軽減・入札不調回避へ

低金利による投資余力活用　〉〉〉財政投融資

アジアでまちづくり支援

業務領域の深化－ＵＲ

変化する関係・深まる関係

維
持
修
繕
に
受
注
者
の
裁
量

　
　
　
　

　
阪
神
高
速
道
路
会
社

（２１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　暫定２車線の４車線化に財源を投入できる理
由の１つが、財政投融資だ。年月に閣議
決定した「安心と成長の未来を拓く総合経済対
策」にもとづき、年度予算に約１兆，億
円を計上。年度の補正予算と合わせると国交
省関係は約２兆，円億円に上る。このうち、

日本高速道路保有・債務返済機構が約１兆，
億円、各高速道路会社が約，億円を占める。
さらに低金利によって捻出する投資余力を活用
することで、新名神高速道路の亀山西ＪＣＴ～
大津ＪＣＴ間６車線化や暫定２車線区間の４車
線化などインフラ強靱化を加速する。

　社会経済情勢の変化は、ビジネス
領域の変化を後押しする。あらゆる
組織にとって「変化への適応」は、
いつの時代も変わらない普遍的なテ
ーマだ。都市再生機構（ＵＲ）も、
時代の変化とともにその業務領域を
深化させてきた。ＵＲは現在、オー
ストラリアや中国、ミャンマーなど
の国々で、まちづく
り支援に乗り出して
いる。ＵＲが国内で
蓄積してきた多様な
ノウハウを海外のまちづくりに活用
する取り組みで、日本企業による海
外展開を後押しする狙いもある。
　オーストラリアではニューサウス
ウェールズ州傘下の公社と年
月、シドニー西部にある新空港周辺
地区「エアロトロポリス」のまちづ
くりに向けたアドバイザリー契約を
結んだ。「海外インフラ展開法」の
施行後、ＵＲにとって初となる外国
政府機関との契約となる。新空港の
整備を契機とした大型開発構想で、

対象地は約１万，㌶の規模。Ｕ
Ｒは、インフラの整備計画や土地利
用計画の策定、既存の住民などと協
力した地域コミュニティーの活性
化、エネルギー・自然環境への配慮、
効果的な企業誘致などについて助言
する。同時に、基礎的インフラやス
マートシティーなどに関する日本の
先端技術などの導入策を探り、日本
企業によるエアロトロポリス事業へ

の参画を促す。
　一方、中国では「日中エコモデル
シティ建設」に向けた取り組みを展
開している。ＵＲと現地の中国城市
科学研究会が年７月、覚書（ＭＯ
Ｕ）を交わした。同研究会は、中国
の都市科学研究を推進する公的機関
で、多数の地方機関を持ち、中央政
府や地方政府に政策提言を実施して
いる。同研究会とＵＲは、地方政府
との協議を経てエコモデルシティー
の候補地を募集・選定する。その後、

ＵＲが事務局を務める「海外エコシ
ティプロジェクト協議会（ＪＣＯ
ＤＥ）」に加盟する日本の民間企業
などとともに、プロジェクトの計画
策定や実施支援を展開していく予定
だ。
　ミャンマーでは年月、現地の
建設省都市住宅開発局（ＤＵＨＤ）
と住宅・都市開発分野での協力関係
強化に向けた覚書に署名した。ミャ

ンマーでは、良質な
賃貸住宅の供給や適
切な運営管理、計画
的な市街地整備が大

きな課題で、ＵＲのノウハウに大き
な期待が寄せられている。今後、Ｕ
Ｒは高品質な住宅・都市開発に向け
た情報交換・技術提供を行い、民間
企業が参画する協働プロジェクトの
組成・推進を目指す。中国での取り
組みと同様に今後、ＤＵＨＤとＵＲ
が協議してプロジェクト候補地を選
定し、その後、ＪＣＯＤＥ会員の
日本企業などとともに、プロジェク
トの計画策定や実施支援を実施する
流れだ。

受注者のノウ
ハウを生かす
入札契約方式
の活用が重要
となる

　
阪
神
高
速
道
路
会
社
は

難
易
度
の

高
い
リ
ニ


ア
ル
事
業
が
本
格
化
す

る
こ
と
に
備
え

受
注
者
の
裁
量
を
認

め
る
維
持
修
繕
工
事
包
括
契
約
方
式
や

同
種
工
事
の
入
札
参
加
審
査
を
一
括
す

る
維
持
修
繕
工
事
集
約
契
約
方
式

受

注
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
技
術
提
案

・
交
渉
方
式
を
導
入
し
て
い
る


　
維
持
修
繕
工
事
包
括
契
約
方
式
は


同
一
路
線
内
に
複
数
の
施
工
個
所
が
点

在
し

一
定
規
模
の
施
工
数
量
が
あ
る

工
事
を
ま
と
め
て
契
約
す
る

４
月
に

は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
の
﹁
上
部
耐
震
補
強
工

事
︵
２
０
２
０

１

神
・
西
宮
︶
﹂

で
採
用
し
た

設
計
や
施
工
計
画
を
実

施
し

価
格
交
渉
後
に
工
事
契
約
を
結

ぶ

受
注
者
が
技
術
者
配
置
状
況
や
工

場
の
稼
働
状
況
を
判
断
し

工
期
を
設

定
で
き
る
こ
と
か
ら

高
い
品
質
が
確

保
で
き

同
一
路
線
内
の
工
事
を
ま
と

め
て
施
工
す
る
こ
と
に
よ

て

一
定

期
間
で
の
確
実
な
補
修
が
可
能
と
な

る


　
維
持
修
繕
工
事
集
約
契
約
方
式
は


同
一
工
種
の
維
持
修
繕
工
事
を
複
数
発

注
す
る
前
に
競
争
参
加
申
請
・
審
査
の

手
続
き
を
一
括
す
る

参
加
申
請
が
認

め
ら
れ
た
企
業
は
複
数
の
同
種
工
事
で

参
加
資
格
を
持
つ
こ
と
に
な
り

指
名

通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

申
請

書
類
の
作
成
や
審
査
な
ど
受
発
注
者
双

方
の
負
担
を
軽
減
す
る


　
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
は
標
準
的
な

技
術
評
価
点
と
入
札
価
格
に
よ
る
総
合

評
価
と
発
注
者
に
よ
る
仕
様
の
確
定
が

困
難
な
工
事
に
適
用
す
る

優
先
交
渉

権
者
に
一
括
で
委
託
す
る
設
計
施
工
一

括
タ
イ
プ
と
選
定
し
た
優
先
交
渉
権
者

の
技
術
を
設
計
に
反
映
し
た
後
に
施
工

す
る
技
術
協
力
・
施
工
タ
イ
プ

優
先

交
渉
権
者
と
設
計
業
務
の
契
約
と
工
事

契
約
を
分
け
て
発
注
す
る
設
計
交
渉
・

施
工
タ
イ
プ
が
あ
る


　
主
な
新
設
事
業
で
あ
る
淀
川
左
岸
線

で
は
大
深
度
地
下
シ

ル
ド
ト
ン
ネ

ル

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
で
は
世
界

最
大
規
模
の
斜
張
橋
が
計
画
さ
れ
て
い

る

ど
ち
ら
も
技
術
的
な
難
易
度
が
高

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

受
注
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
入
札
契
約
方
式
の

活
用
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う




地域を支え、明日をつなぐ高速道路
安
心
安
全
を
届
け
た
い

状
況
に
あ
わ
せ
て
的
確
判
断

今津　杏菜さん 佐藤　勇輝さん

事
業
の
全
体
最
適
を
考
え
る

藤本　彩乃さん

地
に
足
を
つ
け
て
向
き
合
う

松尾　祐子さん

現
場
力
・
技
術
力
に
驚
き

有田　哲平さん

ダ
ブ
ル
ネ

ト
ワ

ク
確
立
へ
事
業
促
進

当
た
り
前
の
役
割
果
た
す
た
め
に

　

若
手
技
術
者
が
語
る
　

　

未
来
の
み
ち
づ
く
り

ＮＥＸＣＯ西日本

（いまづ・あんな）年度
入社。和歌山高速道路事務所
改築第二課所属。ＥＸＩＬＥ
とそのファミリーが好きで、
ライブに行ったりしていま
す。最近サーフィンも始めて、
夫と冬の日本海へ行くほどは
まっています。

　
日
本
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
高
速
道
路
会
社

２

０
２
５
年
の
万
博
開
催
に
加
え

Ｉ
Ｒ
︵
統
合
型
リ
ゾ


ト
︶
誘
致
へ
の
期
待
も
膨
ら
む
大
阪
・
関
西
を
軸
に

日

本
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

西
日
本
エ
リ
ア
に
お
け
る

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
役
割
は
強
く
求
め
ら
れ
る

そ
の
下
支

え
役
と
な
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
で
働
く

代


代
の

若
手
技
術
者
は
ど
の
よ
う
な
志
を
も
ち

道
路
イ
ン
フ
ラ

整
備
と
向
き
合

て
い
る
か

日
々
の
働
き
方
か
ら

仕

事
へ
の
思
い
さ
ら
に
は
将
来
に
つ
い
て
語

て
も
ら
い


高
速
道
路
事
業
の
明
日
を
考
え
て
み
た


（さとう・ゆうき）年度
入社。和歌山工事事務所有田
工区担当。チームワークや雰
囲気づくりを大事にしていま
す。事務所内でお揃いのポロ
シャツを作ったり、ゴルフコ
ンペを定期的に開催したり。
仕事もプライベートも充実し
ています。

（ふじもと・あやの）年
度入社。奈良工事事務所大和
郡山工事区担当。工事事務所
に配属されて高速道路が完成
するまでの一連の流れを知る
ことができました。今の部署
で得られた経験を生かし専門
性をさらに高め、笑顔で頑張
っていきます。

（まつお・ゆうこ）年度
入社。新名神大津事務所大津
大石工事区担当。しんどいな
がらも楽しさを見つけること
を忘れず業務に取り組みた
い。読書のほかにスキューバ
ダイビングも趣味ですが、な
かなか海に行けず時間を作り
たいと思う日々です。

（ありた・てっぺい）年
度入社。新名神京都事務所城
陽中工事区担当。プライベー
トあっての仕事と普段意識し
ています。プライベートが充
実していれば、そこに向けて
仕事も頑張れる。ちなみに趣
味はフットサル・ゴルフ・キ
ャンプです。

湯
浅
御
坊
道
路
は

年
内
の
供
用
目
指
す

︵
写
真
は
湯
浅
Ｉ
Ｃ
オ
ン
ラ
ン
プ
橋
撤
去
の
様
子
︶

新
名
神
高
速
道
路
︵
大
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ

Ｃ
︶

滋
賀
で
も

年
度
開
通
へ
着
々
と
工
事
が
進
む

新
名
神
高
速
道
路
︵
大
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
︶

最
盛
期
を
迎
え
た
京
都
府
城
陽
市
内
の
様
子

｜
｜
ま
ず
は
担
当
し
て
い
る
事
業
・
業
務

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
有
田
　
新
名
神
京
都
事
務
所
は

新
名
神
高

速
道
路
大
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間


・
１

の
う
ち

京
都
府
域

・
９

を
所

掌
範
囲
と
し
て
い
ま
す

そ
の
中
で
私
は
京
都

府
城
陽
市
の
市
街
地
部
橋
梁
区
間
を
担
当
し
て

い
ま
す


　
松
尾
　
新
名
神
大
津
事
務
所
で

新
名
神
高

速
道
路
大
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間

の
建
設
に
携
わ
り

滋
賀
県
域
の
大
津
市
大
石

地
区
で
約
６

の
建
設
工
事
を
担
当
し
て
い
ま

す

設
計
・
調
査
・
工
事
の
発
注
業
務
や
管
理

業
務
を
行

て
い
ま
す


　
藤
本
　
奈
良
工
事
事
務
所
に
所
属
し
京
奈
和

自
動
車
道
大
和
北
道
路

・
４

の
う
ち

大

和
郡
山
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
郡
山
下
ツ
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の

建
設
事
業
に
従
事
し
て
い
ま
す

現
在
は
測
量

・
調
査
業
務
設
計
業
務
工
事
発
注
・
管
理


関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
に
あ
た

て
い
ま

す


　
佐
藤
　
和
歌
山
県
で
進
め
ら
れ
て
い
る
湯
浅

御
坊
道
路
の
４
車
線
化
事
業
の
う
ち

有
田
Ｉ

Ｃ
か
ら
湯
浅
Ｉ
Ｃ
間
の
工
事
を
担
当
し
て
い
ま

す

供
用
中
路
線
を
拡
幅
す
る
た
め

本
線
近

接
箇
所
や
高
架
下
な
ど
の
非
常
に
狭
あ
い
な
場

所
で
の
作
業
が
多
く

第
三
者
被
害
な
ど
の
工

事
中
事
故
に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
特
殊
な

工
法
も
用
い
な
が
ら


年
内
の
供
用
を
目
指

し
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す


　
今
津
　
和
歌
山
高
速
道
路
事
務
所
で
管
内
の

阪
和
自
動
車
道
と
湯
浅
御
坊
道
路
の
耐
震
補
強

事
業
を
担
当
し

耐
震
補
強
の
設
計
と
工
事
を

行

て
い
ま
す

耐
震
補
強
は
工
事
が
完
成
し

て
す
ぐ
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
さ

ま
や
地
域
の
方
々
の
生
活
に
貢
献
で
き
た
り
す

る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

南
海
ト
ラ
フ
の

危
険
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
和
歌
山
で
地

域
の
方
や
高
速
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
お

客
さ
ま
へ

安
心
と
安
全
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
私
の
今
な
す
べ
き

こ
と
と
思

て
い
ま
す


｜
｜
日
ご
ろ
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
仕
事

上
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か

　
佐
藤
　
現
場
は
供
用
ま
で
非
常
に
厳
し
い
工

程
と
な

て
い
る
た
め

工
程
に
影
響
す
る
問

題
点
や
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
に
つ
い
て
は

最
優
先
に
即
断
即
決
で
対
応
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
現
場
経
験
が
ま
だ
少
な
い
の
で


現
場
状
況
に
あ
わ
せ
た
判
断
や
変
更
な
ど
は
工

事
長
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
も
あ
る
た

め

今
後
は
迷
わ
ず
現
場
判
断
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す


　
有
田
　
現
場
の
状
況
及
び
工
程
を
し

か
り

と
把
握
す
る
こ
と

日
々
変
化
す
る
た
め
週
１

回
以
上
は
現
場
に
足
を
運
び

自
分
の
目
で
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

受
注
者
ま
た
協

力
会
社
の
方
々
と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
図

る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入
手
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す

あ
と
は
現
場
で
の
知
識
を
し


か
り
と
学
ぶ
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す


　
松
尾
　
受
け
身
に
な
ら
ず
主
体
性
を
も

て

業
務
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す

業
務

の
目
的
を
考
え

そ
の
場
し
の
ぎ
の
﹁
作
業
﹂

に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
る
つ
も
り
で

す
が

入
社
時
か
ら
ず

と
同
じ
事
務
所
に
い

る
の
で

つ
い
先
輩
方
に
頼

た
り
す
る
癖
を

改
善
し
な
れ
け
れ
ば
と
多
少
危
機
感
も
感
じ
て

い
ま
す

あ
と
は
少
し
で
も
多
く
現
場
に
赴
い

て
﹁
知
識
﹂
以
上
に
﹁
経
験
﹂
を
得
た
い
と
思


て
い
ま
す


　
藤
本
　
一
人
で
は
な
く
課
や
事
務
所
み
ん
な

で
事
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す

常
に
課
全
体
の
進
捗

を
考
え
﹁
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
﹂
を
マ
メ
に
行

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

今
は
先
輩
・
上
司
に

助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
で
す
が

先
輩
・

上
司
が
忙
し
そ
う
に
し
て
い
れ
ば

率
先
し
て

仕
事
を
引
き
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す


　
今
津
　
モ

ト

は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い

口

答
え
し
な
い

後
輩
に
優
し
く
す
る

ヘ
ラ
ヘ

ラ
し
な
い

謙
虚
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す

ま
た
男
性
が
多
い
会
社
や
現

場
な
の
で

女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
良
い

意
味
で
意
識
す
る
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す

あ

と
私
は
結
婚
し
て
い
ま
す
が

夫
と
は
今
は
別

々
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

今
後
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
に
な

た
と
き
や
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

か

こ
れ
か
ら
働
い
て
い
く
中
で

今
の
働
き

方
の
考
え
方
で
は
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す

先
を
見
越
し
て
起
き
る
こ
と
を

予
測
す
る
力
や

や
る
べ
き
こ
と
を
時
間
内
に

こ
な
す
力
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思


て
い
ま
す


｜
｜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に
入

て
良
か


た
こ
と
は

　
有
田
　
現
場
力
・
技
術
力
の
高
さ
は
す
ご
い

で
す

道
路
公
団
時
代
に
入
社
さ
れ
た
ベ
テ
ラ

ン
の
方
々
は
現
場
で
の
経
験
値
が
高
く

ゼ
ネ

コ
ン
・
コ
ン
サ
ル
と
技
術
的
な
会
話
を
対
等
に

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
感
心
し
ま
し
た

そ
の

よ
う
な
上
司
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て

自
分

も
将
来
こ
の
よ
う
な
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思

い
な
が
ら
現
場
で
の
知
識
を
身
に
着
け
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す

あ
と
若
手
社
員
の
私
が
新

名
神
建
設
事
業
と
い

た
大
規
模
な
事
業
に
携

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す


　
藤
本
　
ひ
と
つ
の
部
署
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
担
当
で
き
る
こ
と
で
す

今
は
工
事
区
に
在

籍
し
て
い
ま
す
が

業
務
は
工
事
管
理
だ
け
で

な
く

調
査
・
設
計
・
工
事
発
注
︵
積
算
︶
や

精
算

工
事
区
間
全
体
の
進
捗
管
理

関
係
機

関
や
地
元
と
の
協
議
ま
で
担
当
し
て
い
ま
す


工
事
に
か
か
わ
る
業
務
を
一
つ
の
部
署
で
行
う

こ
と
で

局
所
最
適
で
は
な
く
全
体
最
適
で
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す


　
佐
藤
　
高
速
道
路
の
新
設
や
改
築
な
ど
の
大

規
模
な
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん

お
客
さ
ま
か
ら
直
接
お
礼
や
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
で
す

熊
本
地
震

の
震
災
復
旧
に
携
わ

て
い
た
こ
ろ

復
興
に

関
す
る
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
時
は
本
当

に
嬉
し
か

た
で
す

一
方
で
会
社
に
要
望
し

た
い
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば

業
務
量
が
増
え

る
中
で
若
手
教
育
な
ど
の
人
事
に
関
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

今
ま
で
以
上
に
機
能
す

る
よ
う
計
画
的
に
行

て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す


　
松
尾
　
も
と
も
と
道
路
公
団
と
い
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
﹁
公
﹂
で
あ
る
意
識
を
節

々
で
感
じ
ま
す

た
と
え
ば
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
厳
し
く
真
面
目
な
と
こ
ろ

地
元
や
国
民

に
見
え
な
い
と
こ
ろ
も
真
面
目
に
仕
事
す
る
姿

勢
は
入
社
し
て
驚
き
ま
し
た
し

会
社
の
好
き

な
と
こ
ろ
で
す

た
だ
公
の
カ
ラ

が
強
い
が

ゆ
え
に

柔
軟
性
に
欠
け
る
よ
う
に
思
う
こ
と

は
あ
り
ま
す


　
今
津
　
社
会
の
役
に
立

て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
や
り
が
い
で
あ
り
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す

ま
た
転
勤
で
き
る
と
こ
ろ
も
い

い
と
こ
ろ
で
す

転
勤
が
な
け
れ
ば
一
生
住
む

こ
と
が
な
か

た
土
地
に
住
み

地
域
の
方
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
い
ま
ま
で
と
は
違
う
地
域
性

を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す


｜
｜
こ
れ
か
ら
の
高
速
道
路
づ
く
り
に
お

い
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
が
果
た
す
べ
き

役
割
と
は
何
で
し

う
か

　
藤
本
　
自
動
車
の
安
全
シ
ス
テ
ム
の
向
上
に

よ

て
交
通
事
故
が
減
り

Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ

り
渋
滞
も
減
少
し
て
い
く
と
思
い
ま
す

ネ


ト
通
販
は
さ
ら
に
普
及
し

自
動
車
や
ト
ラ


ク
を
用
い
た
物
流
の
ニ

ズ
は
さ
ら
に
高
ま
り

﹁
安
定
性
﹂
﹁
効
率
性
﹂
﹁
定
時
性
﹂
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す

そ
の
中
で

物
流
ネ

ト
ワ

ク
の
基
盤
で
あ
る
高
速
道
路

は

安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
毎

日
当
た
り
前
に
ス
ム

ズ
な
状
態
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
で
し

う

な
る
べ
く
﹁
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
リ

﹂
と
な
る
よ
う
な
技
術
力
の

向
上
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す


　
有
田
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
被
災

地
へ
物
資
な
ど
を
輸
送
す
る
た
め
に
高
速
道
路

は
必
要
不
可
欠
で
す

自
然
災
害
に
備
え
特
定

更
新
事
業
・
耐
震
補
強
な
ど
を
着
実
に
行

て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

関
西
圏
の
重
交
通

量
区
間
に
お
い
て
特
定
更
新
事
業
・
耐
震
補
強

を
実
施
す
る
た
め
に
は
新
名
神
高
速
道
路
を
開

通
さ
せ

ダ
ブ
ル
ネ

ト
ワ

ク
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
円
滑
に
事
業
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
す


　
佐
藤
　
自
動
走
行
な
ど
の
運
転
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が

高
速
道
路
側
に
も
通
信
設
備
な
ど
の
施
設

の
整
備
が
必
要
に
な

て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

自
動
運
転
に
よ
り
無
人
で
の
物

流
や
安
全
性
向
上
に
よ
る
事
故
件
数
の
減
少
が

考
え
ら
れ
ま
す
が

高
速
道
路
の
ひ
と
・
も
の

・
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
と
い

た
役
割
は
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す


　
今
津
　
ど
ん
な
に
自
動
車
が
進
化
し
て
も
高

速
道
路
の
役
割
で
あ
る
移
動
手
段
や
命
の
道
と

し
て
の
役
割
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す

い

つ
も
あ
る
道
路
を
い
つ
も
使
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す

災
害
が
多
い
現
代
社
会

の
中
で

高
速
道
路
は
当
た
り
前
を
当
た
り
前

と
し
て
提
供
す
る
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す


　
松
尾
　
高
速
道
路
が
常
に
安
全
に
利
用
で
き

る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
る

と
思

て
い
ま
す

ま
た
自
動
運
転
な
ど
﹁
ド

ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
﹂
と
い
う
よ
り
﹁
少
し
で
も

早
く
正
確
に
移
動
で
き
る
・
物
流
を
運
ぶ
﹂
ニ


ズ
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
る
と
思
う
の
で


技
術
的
に
高
速
道
路
も
そ
れ
に
対
応
し
な
い
と

い
け
な
く
な
る
と
思
い
ま
す

ど
ん
な
に
社
会

が
成
熟
し
シ
ス
テ
ム
や
機
械

テ
ク
ノ
ロ
ジ


が
発
展
し
よ
う
と
も
そ
の
根
底
に
は
人
が
い
る

し
手
を
動
か
さ
な
い
と
い
け
な
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ

や
目
ま
ぐ
る
し
い
情
勢
に
踊
ら
さ
れ
ず


地
に
足
を
つ
け
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
と
し
て
自
分
が

や
る
べ
き
こ
と
に
向
き
合
い
た
い
と
思

て
い

ま
す
｜

｜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た




駅×個性　新たな魅力を発信

東京メトロ銀座線

地域と歴史
デザインに

混
雑
解
消
に
向
け

世
界
初
の
技
術

東
西
線
・
木
場
駅

変化する関係・深まる関係 鉄道・駅

高輪ゲートウェイ駅・原宿駅

開放的で明るい空間

虎ノ門ヒルズ駅

街づくりと一体化

（２３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

「フューチャーシティ」をコンセプトにした渋谷駅

　年に開業周年を
迎えた東京メトロ銀座線
は、浅草～渋谷駅間の全
駅を対象に、全面リニ
ューアルしている。全駅
を下町、商業、銀座、ビ
ジネス、トレンドの５エ
リアに区分し、それぞれ
でデザインコンペを実施
した。応募作品から優れ
たアイデアやデザインモ
チーフなどを抽出、駅デザインの基本的な
考え方を整理し、デザインガイドラインと
して取りまとめた上で、実施設計を進めて
いる。
　銀座線の路線コンセプトは「伝統×先端
の融合」。日本最古の地下鉄として東京の
街をつないできた歴史を大切にしながら、
先端の機能を取り入れ発信する路線という
意味が込められている。デザインコンペを
実施した目的の一つに、「コンペを通して
その駅や地域のことを知り、駅への愛着を
育み、街と駅の将来を考えることで潜在的
な価値や新たな気付きが引き出される」を
挙げた。
　１月に新駅舎の供用を開始した渋谷駅の
デザインコンセプトは、「フューチャーシ

ティ」。上屋にＭ型屋根を採用したことが
特徴だ。駅舎デザインの中心となる屋根は、
将来的に設置予定のスカイデッキを支持し
やすいだけでなく、柱のない広々としたホ
ーム空間を実現するＭ型アーチ状にするこ
とで、デザインと構造上の強度の両立を叶
えた。外観は、変化し続ける渋谷の近未来
的な要素を取り入れつつ、地上から見上げ
た時に駅舎の圧迫感を感じさせないものと
した。
　浅草駅のデザインコンセプトは「祭りの
街」だ。寺社の雰囲気を意識し、ベンガラ
（紅殻）色をベースにダークグレーで引き
締め、浅草の街に溶け込む色調とした。ホ
ームの壁には提灯型の照明により、浅草ら
しい空間が広がる。

　
新
駅

ま
ち
づ
く
り

リ
ニ


ア
ル
｜
｜
鉄
道
会
社
が
﹁
駅
﹂
に
対

し
て
求
め
る
も
の
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

デ
ザ
イ
ン
を
始
め

歴
史

周

囲
と
の
調
和
な
ど
の
個
性
を
持
た
せ

乗
り
降
り
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
魅

力
あ
る
駅
が
増
え
て
い
る
住
む
人
や
働
く
人
余
暇
を
楽
し
む
人
な
ど


さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
が
入
り
交
じ
る
場
を
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
し
て

捉
え

何
を
提
供
し
て
発
信
す
る
の
か

﹁
駅
﹂
を
キ

ワ

ド
と
し
た

鉄
道
会
社
の
新
し
い
取
り
組
み
が
広
が

て
い
る


　
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
木
場
駅
で

進
め
て
い
る
ホ

ム
延
伸
・
拡
幅

の
大
規
模
改
良
工
事
は

列
車
を

運
行
し
な
が
ら

駅
構
築
シ

ル

ド
の
上
部
か
ら
掘
削
し

改
札
階

な
ど
の
新
た
な
空
間
を
生
み
出
す

世
界
初
の
工
事
だ

既
設
シ

ル

ド
は

取
り
外
し
を
想
定
し
た
構

造
で
は
な
い
た
め

補
強
は
困
難

と
判
断
し
た

既
設
シ

ル
ド
周

囲
に
地
下
連
続
壁
を
築
造
し

セ

グ
メ
ン
ト
を
撤
去
し
て
ホ

ム
を

拡
幅
す
る


　
駅
周
辺
の
地
盤
は
非
常
に
軟
弱

で

掘
削
に
伴
う
周
囲
の
建
物
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め

剛
性
の
高
い
本
体
利
用
の
地

下
連
続
壁
を
基
本
と
し
た
逆
巻
き

工
法
を
採
用
し
た

改
良
工
事
に

よ

て
ホ

ム
幅
が


と
な

り

昇
降
機
や
改
札
を
増
設
す
る

こ
と
で
混
雑
を
緩
和
す
る

２
０

２
５
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

す


高輪ゲートウェイ駅

原宿駅旧駅舎

イメージ図（実際の整備内容と異なる場合がある）

　ＪＲ東日本が３月に開業したＪＲ高輪
ゲートウェイ駅は、デザインアーキテク
トに隈研吾氏を起用、木材を活用して
「和」を感じる駅舎を目指した。地域に
開かれた広場としての駅舎をコンセプト
とし、膜構造の大屋根の下に、これまで
の日本の駅にはない、開放的で明るい空
間が広がっている。
　ＪＲ東日本は、街の入り口となる駅の
コンセプトを「国際交流拠点となる街の
中核施設として象徴的なデザイン」とし
た。新駅は、グローバルゲートウェイ品

川をコンセプトに進めているまちづくり
計画「品川開発プロジェクト（第Ｉ期）」
の玄関口として位置付ける。
　３月に新駅舎の供用を開始したＪＲ原
宿駅は、東京五輪後に旧駅舎を解体する。
旧駅舎は、鉄道省工務局建築課の長谷川

馨の設計で年に完成した都内最古の
木造駅舎。老朽化が進んでいるため、防
火地域の基準に適した材料で意匠を再現
して建て替える予定だ。白壁に木の骨組
みを表に出したハーフティンバー様式の
外壁や、銅板葺きの小さな尖塔が載る屋
根など疑似洋風の貴重な意匠となってい
る。

　東京メトロ日比谷線虎ノ門ヒルズ駅
は、駅周辺のまちづくりと一体となった
鉄道施設整備で、６月に供用開始する予
定だ。前回の東京オリンピックが開催さ
れた年の日比谷線開業以来〝初の新
駅〟となる。森ビルが中心となって開発
を進めており、駅と一体となった「（仮
称）虎ノ門ヒルズステーションタワー」
と、年に完成した虎ノ門ヒルズ森タ
ワー、１月に竣工したビジネスタワー、
建設中のレジデンシャルタワーの計４棟
で、区域面積．㌶、総延べ床面積約
万平方㍍の虎ノ門ヒルズとなる。
　米国大使館などが立地する虎ノ門周辺
地区では、「生活環境を備えた国際的な
ビジネス・交流拠点の整備」「交通結節

機能の強化」が求められており、虎ノ門
ヒルズ駅はその実現に向けた新たな駅と
して位置付ける。東京地下鉄の担当者は
「街づくりと一体化した駅として、周辺
のバスターミナルや虎ノ門駅と接続する
ため街の発展と一緒に盛り上げたい」と

新駅について語る。
　新駅は、日比谷線の霞が関～神谷町駅
間に構築する。事業主体は都市再生機構
（ＵＲ）、設計と施工監理は東京地下鉄、
施工は鹿島・大林組ＪＶが担当している。

開
放
的
な
高
輪
ゲ

ト
ウ

イ
駅
の
ホ

ム



大規模建築で提案競技が一般化

五輪施設や病院は設計施工一括

東
京
都
　

多
様
な
調
達
方
式
の
動
向

東京外かん大深度地下

地中拡幅は「令和のアポロ計画」

昭和平成令和　関係は〝離別〟から〝深化〟へ

多
様
な
入
札
契
約
を
活
用

公共発注者の調達方法に変化

変わる調達

（２４）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　年の公共工事品質確保促
進法の制定を踏まえ、東京都は、
最適な設計者による質の高い設
計を目指し、年度に財務局で
初めて公募型プロポーザル方式
を導入した。以来、耐久性や複
雑化する社会の要請に応える公
共施設を実現するための提案を
求める同方式は、現在、都の大
型建築の設計委託で一般化して
いる。
　また、東京五輪大会競技施設
や医療施設などでは、整備に当
たって求められる要請に応じ、
従来の設計施工分離方式を脱却
するなど、柔軟な発注方式を採

る動きがある。
　公共施設は、建築・土木とも
に都民の共有資産の有効活用や
環境負荷の低減などの観点か
ら、長期的な使用を前提とした
耐用性のある施設とすることが
基本となる。
　年に改定した公共建築物整
備の基本指針や、都建設局が毎
年度まとめている公共工事の品
質確保取組方針では、長寿命な
施設の整備や限られた財源の中
でのコスト管理の徹底などを踏
まえ、設計・施工の各段階など
で総合評価方式や、プロポーザ
ル方式などを採用することとし

ている。
　プロポーザルに関して、都財
務局建築保全部技術管理課は
「大規模な施設の設計について
は現在、プロポーザルを基本的
に実施している」と話しており、
より高い専門性を持った意見が
公共施設の整備に求められてい
る状況を反映している。
　従来、都は設計と施工を分け
て発注する方針をとってきた
が、一部施設では整備する施設
の条件・目的に合わせて柔軟な

発注を行っている。
　東京五輪で都が新設する競技
施設については、施工期間が限
られ、設計と施工の合理化・効
率化が強く要請されたため、設
計段階から専門性の高い施工技
術の見地が得られる設計施工一
括（ＤＢ）方式を採用した。
　徹底した衛生管理や災害時の
拠点機能、施設の維持・管理な
ど、より高い専門性が求められ
る都立病院施設の整備に関して
は、駒沢病院、松沢病院などＰ
ＦＩ方式の採用が目立つ。
　設計・施工・運営の一体発注
による効率化や都とＳＰＣ（特
別目的会社）の役割分担による

医療サービス水準の向上などが
期待でき、年度も大塚病院の
整備などでＰＦＩ方式の採否を
検討する予定だ。
　総合評価落札方式について
は、「技術提案型」「技術力評
価型」「技術実績評価型」「施
工能力評価型」の４形式で運用
している。工事では予定価格な
どに応じた運用を行っている。
一方、設計等委託に関しては、
これまで実施していなかった価
格点と技術点のみで評価する実
績評価型総合評価落札方式の適
用が全庁的に始まり、より多様
な規模の受注者の参入を促そう
としている。

　
技
術
的
難
易
度
の
高
い
建
設
事
業

の
場
合

有
識
者
会
議
が
行
う
企
業

な
ど
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま

え

詳
細
な
技
術
課
題
の
検
証
を
参

考
に
発
注
者
が

最
適
な
調
達
手
法

を
選
択
し
発
注
す
る
手
法
も
広
が


て
い
る

そ
の
一
つ
が

﹁
東
京
外

か
く
環
状
道
路
︵
関
越

東
名
︶
本

線
ト
ン
ネ
ル
及
び
地
中
拡
幅
工
事
﹂

だ

過
去

土
木
の
ア
ポ
ロ
計
画


と
呼
ば
れ
た
﹁
東
京
湾
横
断
道
路
﹂

に
な
ぞ
ら
え
て
業
界
関
係
者
は


﹁
地
中
拡
幅
は
令
和
の
ア
ポ
ロ
計

画
﹂
と
断
言
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
地

下
構
造
物
が
輻
輳
︵
ふ
く
そ
う
︶
す

る
都
市
の
地
下
活
用
に
も
転
用
可
能

で

高
度
な
土
木
技
術
へ
の
挑
戦
で

も
あ
る


　
建
設
事
業
の
中
身
を
発
注
者
が
決

め
る
前
に

発
注
者
ら
関
係
者
が
設

置
し
た
専
門
家
に
よ
る
有
識
者
会
議

が
建
設
事
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
議
論
・
検
証

そ
の
内
容
を

発
注
に
生
か
す
方
式
は
﹁
委
員
会
方

式
﹂
と
も
呼
ば
れ
る

こ
の
建
設
事

業
を
行
う
場
合
に
設
置
さ
れ
る
有
識

者
会
議
は

公
共
事
業
に
お
け
る
合

意
形
成
手
法
と
し
て
広
が

た
パ
ブ

リ

ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
︵
Ｐ
Ｉ

‖
住
民
・
市
民
参
画
︶
の
一
環


　
東
京
外
か
ん
︵
関
越

東
名
︶
事

業
で
は

有
識
者
会
議
と
し
て
地
中

拡
幅
部
の
留
意
事
項
な
ど
を
ま
と

め

本
線
シ

ル
ド
工
事
着
手
後
も

掘
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
を

重
ね
て
い
る
の
が
﹁
東
京
外
環
ト
ン

ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
﹂
だ


　
こ
の
有
識
者
会
議

Ｐ
Ｉ
の
一
環

と
し
て
事
業
発
注
前
に
施
工
上
の
技

術
的
課
題
な
ど
を
整
理
す
る
た
め


専
門
家
が
集
ま
る
会
議
で
さ
ま
ざ
ま

な
知
見
を
持
つ
企
業
と
の
技
術
的
対

話
が
で
き
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ


従
来

大
規
模
な
事
業
の
調
達
を
行

う
場
合
で
も

民
間
発
注
者
と
は
違

い
発
注
者
が
仕
様
を
決
め
積
算
の
積

み
上
げ
で
予
定
価
格
が
算
出
さ
れ


最
も
低
い
価
格
を
提
示
し
た
応
札
者

が
落
札
す
る

自
動
落
札
方
式
が
基

本

た
だ
難
し
い
条
件
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
新
た
な
技
術
や
施
工
を
採

用
し
よ
う
と
し
て
も
未
経
験
で
は


予
定
価
格
を
算
出
す
る
こ
と
も
採
用

の
妥
当
性
判
断
も
難
し
い

事
前
の

有
識
者
会
議
で

技
術
・
工
法
な
ど

の
課
題
が
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
て
い

れ
ば

発
注
者
は
こ
れ
を
踏
ま
え


高
難
易
度
工
事
向
け
の
調
達
手
法
を

採
用
す
る
な
か
で
落
札
者
を
選
定
す

る
こ
と
が
で
き
る


　
東
京
外
か
ん
︵
関
越

東
名
︶
に

技
術
的
注
目
が
集
ま
る
の
は

大
深

度
地
下
を
直
径

・
１

の
国
内
最

大
の
シ

ル
ド
機
で
掘
り
進
む
だ
け

で
な
く

本
線
シ

ル
ド
と
途
中
の

Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
か
ら
ラ
ン
プ
︵
連
結

路
︶
シ

ル
ド
を
分
岐
・
合
流
さ
せ

る
部
分
を
非
開
削
で
構
築
す
る
地
中

拡
幅
工
事
が

土
木
で
国
内
最
難
関

工
事
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ


　
こ
の
最
難
関
技
術
は

シ

ル
ド

径
な
ど
規
模
は
違
え
ど

首
都
高
速

道
路
中
央
環
状
品
川
線
で
長
距
離
掘

進
と
地
中
拡
幅
の
技
術
採
用
が
け
ん

引
役

ま
た
東
京
外
か
ん
工
事
で
培

わ
れ
た
地
中
拡
幅
工
事
の
技
術
は
今

後

都
市
部
の
地
下
活
用
工
事
で
さ

ら
に
花
開
く
可
能
性
も
あ
る


　
多
様
な
入
札
方
式
が

▽
契
約
▽

競
争
参
加
者
設
定
▽
落
札
者
選
定
▽

支
払
い
方
式


と
い
う
各
段
階
の

複
数
選
択
肢
の
な
か
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
択
す
る
公
共
調
達
が
広
が
る
な

か

さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
技
術
採

用
で
は
Ｐ
Ｉ
手
法
を
使
い
な
が
ら
調

達
前
段
階
か
ら
情
報
を
整
理
す
る
こ

と
も
可
能
に
な

て
い
る


　
公
共
工
事
に
お
け
る
発
注
の
あ
り
方
が

再
度

転
換
の
局
面
を
迎
え

て
い
る

平
成
の
初
頭
に
か
け
て
相
次
い
で
明
る
み
に
出
た
談
合
事
件
や

建
設
市
場
の
国
際
化
の
動
き
を
踏
ま
え

明
治
か
ら
採
用
し
て
き
た
指
名

競
争
入
札
を
改
め

一
般
競
争
入
札
・
総
合
評
価
落
札
方
式
の
浸
透
が
結

実
し
た
昨
今

入
札
契
約
は
新
た
な
制
度
改
革
の
時
期
に
入

た

企
業

が
持
つ
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
の
活
用
を
念
頭
に
置
く
多
様
な
入
札
契

約
を
キ

ワ

ド
に

公
共
発
注
者
と
受
注
者
の
関
係
性
の

深
化

を

分
析
す
る


　
平
成
初
頭
に
お
け
る
入
札
制
度
改
革

は

公
正
性
や
透
明
性
と
い
う
側
面
で
の

公
共
発
注
者
と
受
注
者
の
あ
る
意
味

離

別

と
言
え
る

昭
和
の
高
度
成
長
期
以

降
の
業
界
内
の
問
題
を
刷
新
す
る
た
め

の
改
革
が
大
き
く
進
展
し
た

そ
の
流

れ
の
中
で
起
き
た
の
が

指
名
競
争
か
ら

一
般
競
争
へ
の
回
帰
と
い
う
大
転
換
だ


た


　
一
般
競
争
入
札
の
浸
透
と
並
行
し
て


過
度
な
安
値
受
注
に
よ
る
公
共
事
業
の
品

質
不
安
を
解
消
す
る
た
め

公
共
工
事
品

質
確
保
促
進
法
︵
品
確
法
︶
が
制
定
さ
れ

た

価
格
の
み
の
競
争
に
陥
ら
な
い
よ
う

総
合
評
価
落
札
方
式
の
適
用
促
進
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な

た


　
一
般
競
争
入
札
・
総
合
評
価
落
札
方
式

が
主
流
に
な
る
こ
と
で

透
明
性
の
高
い

入
札
手
続
き
と
一
定
水
準
の
品
質
確
保
を

実
現
し
て
き
た

し
か
し

制
度
が
浸
透

し
た
半
面

運
用
が
画
一
的
に
な

て
し

ま
う
と
い
う
弊
害
も
生
ま
れ
た


　
新
た
な
課
題
に
対
応
策
と
し
て
着
目
し

た
の
が

従
来
方
式
と
は
異
な
る
﹁
多
様

な
入
札
契
約
方
式
﹂
の
適
用
だ

契
機
と

な

た
は
２
０
１
４
年
の
前
回
の
品
確
法

改
正
そ
の
改
正
で
初
め
て﹁
発
注
者
は


入
札
お
よ
び
契
約
の
方
法
の
決
定
に
当
た


て
は

そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
の

性
格

地
域
の
実
情
等
に
応
じ

多
様
な

方
法
の
中
か
ら
適
切
な
方
法
を
選
択
し


ま
た
は
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
﹂
こ
と
が
明
記
さ
れ
た


　
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え


年
５
月

に
﹁
公
共
工
事
の
入
札
契
約
方
式
の
適
用

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂を
策
定
多
様

な
入
札
契
約
方
式
を
体
系
的
に
整
理
し


適
切
な
入
札
契
約
方
式
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た

ポ
イ
ン
ト
は

民
間
企
業
の

持
つ
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
を
い
か
に

し
て
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
取
り
込
む
か
だ


　
例
え
ば


年
改
正
品
確
法
で
新
た
に

規
定
さ
れ
た
﹁
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
﹂

で
は

発
注
者
に
お
い
て
仕
様
の
確
定
が

困
難
な
工
事
に
対
し
て

受
注
者
か
ら
技

術
提
案
を
受
け
た
上
で

価
格
交
渉
に
よ

り
仕
様
を
確
定
し

予
定
価
格
を
定
め
る

こ
と
を
可
能
と
し
た

学
識
経
験
者
な
ど

の
第
三
者
委
員
会
で
適
用
の
妥
当
性
を
確

認
す
る
こ
と
で

公
正
性
も
担
保
し
な
が

ら

最
も
優
れ
た
技
術
提
案
が
必
要
と
な

る
難
工
事
で
適
用
す
る


　
多
様
な
入
札
契
約
方
式
が
効
果
を
発
揮

す
る
の
は
高
難
易
度
工
事
だ
け
で
は
な

い
Ｃ
Ｍ
方
式
な
ど
職
員
数
が
限
ら
れ


ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
に
悩
む
小
規
模
自
治
体
に

お
い
て
効
果
を
発
揮
す
る
手
法
も
あ
る


　
技
術
革
新
が
加
速
度
的
に
進
む
中
で


公
共
発
注
者
が
す
べ
て
を
網
羅
し

発
注

に
反
映
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な

た


そ
の
意
味
で

公
正
性
に
配
慮
し
た
手
続

き
を
経
て
受
注
者
の
能
力
を
最
大
限
引
き

出
す
多
様
な
入
札
契
約
の
活
用
は

国


自
治
体
と
も
に
今
後
進
展
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る


　
さ
ら
に

入
札
契
約
よ
り
前
段
階
の
公

共
事
業
の
政
策
立
案
の
段
階
か
ら
市
民
が

参
加
す
る
﹁
パ
ブ
リ

ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
﹂
の
流
れ
も
生
ま
れ
て
お
り

そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で

技
術
力
に
よ
る
課

題
解
決
に
注
目
が
集
ま
る
場
面
は
増
え
る

だ
ろ
う

企
業
側
に
と

て
は

従
来
以

上
に
能
力
を
試
さ
れ
る
一
方

差
別
化
で

き
る
チ

ン
ス
が
生
ま
れ
る


　
入
札
契
約
制
度
の
改
革
は

昭
和
｜
平

成
の
﹁
不
正
・
不
適
格
と
の

離
別

﹂

の
段
階
か
ら

平
成
｜
令
和
の
﹁
適
正
・

高
付
加
価
値
と
の

深
化

﹂
に
転
換
し

つ
つ
あ
る




多
様
な

入
札
方
式

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
共
に
反
映

　
分
離
分
割
か
ら
一
括
ま
で
　

受発注者双方のメリットがカギ

高
難
易
度
で
も
専
門
力
発
揮

企画からメンテまで一貫で対応
丹
青
社
取
締
役
　
　
　

︵
制
作
担
当
取
締
役
／

森
永
　

倫
夫
氏

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

長
︶

愛知県国際展示場「Ａｉｃｈｉ　Ｓｋｙ　Ｅｘｐｏ」

整備にＤＢとアットリスクＣＭ

運
営
に
コ
ン
セ

シ

ン
採
用

具

体

事

例

１

変化する関係・深まる関係
　
２
０
１
４
年
の
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法

︵
品
確
法
︶
改
正
に
よ

て

公
共
事
業
の
発

注
者
で
あ
る
自
治
体
で

事
業
の
特
性
に
応
じ

て
多
様
な
入
札
方
式
を
導
入
・
活
用
で
き
る
こ

と
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た

そ
の
結
果

従
来

の
基
本
原
則
で
あ
る
分
離
分
割
に
よ
る
一
般
競

争
入
札
か
ら

Ｃ
Ｍ
や
Ｅ
Ｃ
Ｉ
︵
施
工
予
定
技

術
者
事
前
協
議
︶

Ｄ
Ｂ
︵
設
計
施
工
一
括
︶

方
式
な
ど
の
選
択
肢
が
増
え
た

一
方
で

発

注
業
務
の
レ
ベ
ル
が
高
度
化
し

技
術
者
不
足

の
問
題
を
抱
え
る
市
区
町
村
で
は

十
分
な
対

応
が
で
き
る
か
不
安
の
声
も
上
が

た


　
そ
こ
で

国
土
交
通
省
は
﹁
多
様
な
入
札
契

約
方
式
モ
デ
ル
事
業
﹂
と
し
て

新
た
な
入
札

契
約
方
式
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
を
募

り

そ
の
成
果
を
報
告
す
る
取
り
組
み
を

年

度
か
ら
開
始
し
た

人
員
や
財
源
の
制
限
な
ど

に
よ
り

多
様
な
発
注
方
式
の
導
入
に
課
題
を

抱
え
る
自
治
体
に
対
し
て

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
専
門
家
を
派
遣
し
て
支
援
し
た

モ
デ
ル

事
業
の
成
果
は

事
例
集
な
ど
に
ま
と
め
て
広

く
周
知

自
治
体
の
要
望
に
応
え
報
告
会
を
開

く
な
ど

全
国
規
模
の
水
平
展
開
を
目
指

し
た


　

年
度
か
ら
は
モ
デ
ル
事
業
の
深
化
版
と
し

て﹁
入
札
契
約
改
善
支
援
事
業
﹂を
ス
タ

ト


個
々
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
推
進
︵
多
様
な
入
札

契
約
方
式
の
導
入
・
活
用
︶
だ
け
で
な
く

地

域
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
へ
の
対
応
や

施
工

時
期
の
平
準
化
な
ど

対
象
と
な
る
事
業
の
幅

を
拡
大
し
て
支
援
し
て
い
る


　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
力
と
し
て

全

国
で
多
様
な
入
札
契
約
方
式
を
採
用
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る

例
え
ば
あ
る
自
治
体
は


改
築
す
る
学
校
の
現
場
施
工
条
件
が
厳
し
い
こ

と
か
ら

初
め
て
Ｃ
Ｍ
方
式
を
導
入
し
た

ま

た

そ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
医
療
福
祉
な
ど

の
専
用
施
設
を
整
備
す
る
場
合

整
備
ま
で
の

計
画
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
目
的
か

ら
導
入
を
決
め
る
自
治
体
も
あ
る

近
年
増
え

て
い
る

計
画
の
川
上
段
階
か
ら
地
域
住
民
や

関
係
者
が
政
策
形
成
に
参
加
す
る
事
業
ス
キ


ム
で
は

Ｃ
Ｍ
業
務
の
一
環
と
し
て
会
議
体
の

運
営
支
援
や
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
担
う
ケ


ス
も
あ
る


　
ま
た

設
計
段
階
か
ら
施
工
者
が
関
与
す
る

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
は

庁
舎
や
病
院
な
ど
大
型
の
公

共
建
築
物
か
ら

自
治
体
の
土
木
工
事
な
ど
に

も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
自
治
体
設
計
者


施
工
者
の
３
者
で
協
議
し
な
が
ら
実
施
設
計
を

進
め
る
枠
組
み
に
よ
り

工
期
短
縮
や
コ
ス
ト

削
減
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る

加
え
て

施

工
難
易
度
の
高
い
工
事
で
あ

て
も
入
札
不
調

の
発
生
を
回
避
し

計
画
的
に
事
業
を
進
め
る

手
法
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る


　
民
間
企
業
の
事
業
参
入
意
欲
を
事
前
に
把
握

す
る
目
的
で

サ
ウ
ン
デ

ン
グ
型
市
場
調
査

を
行
う
自
治
体
も
増
え
て
き
た

一
方
で

調

査
に
参
加
し
た
企
業
へ
の
報
酬
が
な
い
場
合
が

多
い
こ
と
や

参
加
し
て
も
そ
の
後
の
公
募
手

続
き
で
加
点
に
な
ら
な
い
な
ど

企
業
に
と


て
の
イ
ン
セ
ン
テ

ブ
が
見
え
に
く
い
と
い
う

課
題
も
あ
る

受
発
注
者
双
方
が
ど
れ
だ
け
メ

リ

ト
を
享
受
で
き
る
か
が

事
業
を
推
進
す

る
上
で
大
き
な
か
ぎ
と
な
る


　
多
様
な
入
札
方
式
の
広
が
り
は

画
一
的
な

価
格
競
争
を
乗
り
越
え
て

民
間
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
公
共
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る

施
工
難
易
度
が
高
い
こ
と
や
専
門
性
の

高
い
技
術
職
員
の
人
材
が
自
治
体
で
も
十
分
で

な
い
こ
と
か
ら

多
様
な
方
式
を
採
用
す
る
こ

と
で

よ
り
持
続
的
に
品
質
の
高
い
事
業
を
行

う
こ
と
も
可
能
と
な
る

異
な
る
方
式
を
組
み

合
わ
せ
て
事
業
ご
と
に
最
適
な
手
法
を
取
り
入

れ
た
り

ア

ト
リ
ス
ク
型
の
Ｃ
Ｍ
方
式
の
導

入
に
よ

て

自
治
体
が
抱
え
る
多
様
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
の
模
索
は
今
後
も
続
く


　商業施設や文化施設、イベントなど幅
広い領域の空間づくりを手掛けてきたノ
ウハウと、企画・設計から制作までを一貫
して実施できる体制が丹青社の強みだ。
企画の構想を限られた予算、納期の中で
より忠実に具現化することができる。空
間づくりに求められる要素はデザインや
品質、法律、安全、コストなど多岐にわ
たるが、各分野のプロフェッショナルが
相互に連携することで、高い知識と豊富
な経験をもつ技術者集団として、難易度
の高いプロジェクトにも専門力を発揮で
きる。
　顧客目線に立ったメンテナンスにも力

を入れている。ファシリティライフサポ
ート部を設置し、定期メンテナンスはも
ちろん、緊急リペアや一括した什器・看
板の交換、家具や照明の資材調達まで幅
広くフォローする。店舗に関わる方がた

を支えることで、顧客の負担を軽減する。
　先端技術を取り入れた空間演出も強み
の１つだ。社内に空間演出のプロフェッ
ショナルであるＣＭＩ（クロスメディア
イノベーション）センターを設置し、体
制を整えている。本社近くにある「港南
ラボ　マークスリー［Ｍｋ＿３］」では、
「空間×技術（空間と技術の相乗）」を
テーマに、ＩＣＴ、ＶＲ、ＡＲ、インタ
ラクティブ技術などの分野で先端的な技
術・コンテンツをもつ企業やクリエイタ
ーとともに空間演出技術を応用した研究
・実証・協働に取り組んでいる。
　年の品川への本社移転を契機に、
柔軟な働き方ができるワークプレイスを
整えた。新型コロナウイルス対応では、
すでに導入していたテレワーク制度など

の仕組みを生かして、円滑な在宅勤務へ
の移行や、現場対応に集中することがで
きた。今後さらにデジタル技術活用の進
展が見込まれ、現場のあらゆるプロセス
に自動化・機械化を柔軟に取り入れる挑
戦をさらに推進していく。働き方が変化
する中で、より生産性とクリエイティビ
ティーを追求したスタイルを模索してい
きたい。
　われわれの最大の資産は、幅広い領域
の空間づくりに長けた社員の集結と、そ
の一人ひとりが深い専門力を磨き続ける
姿勢を持っていることだ。第一線で活躍
するデザイナーや職人とともにプロダク
トの完成を目指す、オリジナルの実践型
研修「人づくりプロジェクト」などを通じ
た人材育成にも引き続き注力していく。

コンセッション概念図

開
業
式
典

　
愛
知
県
の
空
の
玄
関
口

中
部
国
際
空
港

セ
ン
ト
レ
ア
が
あ
る
空
港
島
︵
常
滑
市
︶
に

愛
知
県
国
際
展
示
場
﹁
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
　
Ｓ
ｋ

ｙ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
﹂
が
２
０
１
９
年
８
月
に
開

業
し
た

展
示
面
積
６
万
平
方

は
国
内
４

番
目
の
規
模
を
誇
る

国
内
初
と
な
る
空
港

直
結
型
の
展
示
場
で

施
設
整
備
に
は
設
計

施
工
一
括
︵
Ｄ
Ｂ
︶
方
式
と
ア

ト
リ
ス
ク

Ｃ
Ｍ
方
式
を
採
用
し
た

ま
た

施
設
の
運

営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
す
る
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
︵
公
共
施
設
等
運
営
権
制
度
︶

を
導
入
す
る
な
ど

注
目
度
の
高
い
大
規
模

プ
ロ
ジ

ク
ト
と
な

た


　
県
は

年
２
月

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国
際
的
な

会
議

展
示
会
な
ど
︶
誘
致
の
切
り
札
と
し

て

空
港
島
の
南
東
角
敷
地
に
大
規
模
展
示

場
を
整
備
す
る
構
想
を
発
表

同
年

月


総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
で
竹
中
工
務
店
を

整
備
事
業
者
に
決
め
た


　
当
時
は

年
東
京
五
輪
に
向
け
て
建
設
市

場
が
活
況
を
呈
し
て
お
り

資
材
調
達
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
が
見
込
ま
れ
た
た

め

工
期
短
縮
な
ど
を
目
的
に
Ｄ
Ｂ
方
式
を

適
用
し
た

入
札
参
加
者
に
は
展
示
場
の
使

い
勝
手
を
高
め
る
提
案
な
ど
を
求
め
た


　
竹
中
工
務
店
の
入
札
価
格
は
参
加
４
者
中

２
番
目
に
低
い
３
１
６
億
１
０
８
５
万
円

︵
税
別
︶
だ

た
が

提
案
評
価
で
高
得
点

を
獲
得
し
評
価
値
首
位
と
な

た

同
社
は

要
求
水
準
と
比
べ

展
示
ホ

ル
の
柱
の
数

を
８
本
か
ら
６
本
に
減
ら
し

間
仕
切
り
壁

の
開
口
を
５
カ
所
か
ら
６
カ
所
に
増
や
す
こ

と
を
提
案

自
然
換
気
・
採
光

メ
ガ
ソ


ラ

の
導
入

県
産
材
や
タ
イ
ル
と
い

た

地
元
産
品
の
活
用
な
ど
も
提
示
し
た


　
一
方

Ｄ
Ｂ
方
式
は
発
注
者
の
チ


ク

機
能
が
働
き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る

そ

の
た
め
整
備
費
の
上
限
を
保
証
す
る
ア

ト

リ
ス
ク
Ｃ
Ｍ
を
国
内
の
大
型
公
共
建
築
工
事

で
初
採
用
し
た


　
ま
た

運
営
に
は
日
本
で
初
め
て
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
を
導
入


年

月

前
田

・
Ｇ
Ｌ
　
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
グ
ル

プ
︵
代
表

企
業
‖
Ｇ
Ｌ
　
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

構
成
企
業

‖
前
田
建
設
工
業
︶
を
優
先
交
渉
権
者
に
選

定

同
グ
ル

プ
が
設
立
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特

別
目
的
会
社
︶愛
知
国
際
会
議
展
示
場
と


年
４
月
に
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
を

結
ん
だ

契

約
期
間
は


年
３
月

日

ま
で


　
Ｇ
Ｌ
　
ｅ

ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

︵
仏
・
リ
ヨ

ン
︶
は
世
界

最
大
級
の
総

合
イ
ベ
ン
ト

会
社

前
田

建
設
工
業
は

県
初
の
コ
ン

セ

シ

ン

﹁
愛
知
県
有

料
道
路
運
営
等
事
業
﹂
の
運
営
に
関
与
し
て

い
る

両
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

国
際

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
を
図
る


　
県
は
国
際
展
示
場
を
皮
切
り
に

大
規
模

施
設
の
整
備
運
営
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
コ
ン
セ

シ


ン
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
手
法
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る

今
後

名
城
公
園
北

園
︵
名
古
屋
市
北
区
︶
に
移
転
新
築
す
る
新

体
育
館

同
市
昭
和
区
に
新
設
す
る
ス
タ


ト
ア

プ
中
核
支
援
拠
点
ス
テ

シ

ン
Ａ

ｉ
の
整
備
運
営
に
は﹁
Ｂ
Ｔ︵
建
設
・
譲
渡
︶

＋
コ
ン
セ

シ

ン
方
式
﹂
を
活
用
す
る


＊
　
　
　
＊

▽
所
在
地
‖
愛
知
県
常
滑
市
セ
ン
ト
レ
ア
４

５

▽
建
物
‖
延
べ
床
面
積
約
９
万
平
方


展
示
面
積

６
万
平
方


会
議
室

室

多
目
的
利
用
地

約
４
万
平
方


▽
設
計
施
工
‖
竹
中
工
務
店

▽
運
営
‖
愛
知
国
際
会
議
展
示
場
︵
Ｓ
Ｐ
Ｃ
︶

▽
主
な
特
徴
‖
日
本
初
の
空
港
直
結
型
の
展
示
場


日
本
唯
一
の
常
設
保
税
展
示
場

運
営
に
コ
ン

セ

シ

ン
方
式
を
初
採
用





上
田
市
の
新
本
庁
舎
建
設

Ｄ
Ｂ
ベ

ス
に
独
自
方
式
考
案

ＣＭ活用で事業が円滑化
具 体 事 例 ２

兵
庫
・
上
郡
町
本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

全
国
初
の
先
進
事
業
ス
タ

ト

防災・財政面で大きな意義

具

体

事

例

３

変化する関係・深まる関係 公共発注

施
工
者
の
知
見
を
設
計
段
階
か
ら
反
映

渋谷区の猿楽橋擁壁等更新事業

都内初、施工条件厳しくＥＣＩ採用へ
具

体

事

例

４

（２７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

多様な入札契約方式によって課題をクリ
アし、年３月の完成へ順調に建設の工
事が進む新本庁舎の完成予想

▷事業名上田市新本庁舎建設工事
▷施設概要Ｓ・ＲＣ造地下１階地上６階
建て延べ１万，平方㍍、免震構造

▷ＣＭ企業三菱地所設計
▷設計企業石本建築事務所・第一設計Ｊ
Ｖ

▷建設企業清水建設・千曲建設工業・栗
木組ＪＶ

▷完成予定時期年３月

　長野県上田市は、ＣＭ方式を活用し
て新本庁舎建設工事を進めている。ス
ケジュールに余裕がなく、施工難易度
も高いなどの課題をクリアできる事業
手法を模索し、ＣＭ企業の支援を受け
て、ＤＢ（設計施工一括）方式をベー
スとした独自の「実施設計技術協力・
施工一括発注方式」を編み出した。Ｃ
Ｍ企業は市、設計企業、施工企業の調
整を円滑化する役割も果たしており、
年度末の完成に向けて工事は計画
どおりに推移している。
　施設規模を延べ１万１万，平
方㍍と見込み、年４月に基本構想を
まとめたが、当初から課題は山積して
いた。中でも大きな壁だったのが、市
の負担が少ない有利な財源を活用でき
る年度の竣工を必達としたスケジュ
ール。この規模で基本計画策定から施
工までを３年間で終えるには、設計、
施工のどちらも標準より短い期間しか
確保できず、設計と施工を分ける従来
方式では年度末の完成は厳しいと見
ていた。
　市役所業務を続けながら、既存庁舎
の一部を解体して跡地に新本庁舎を建

設する構想も足かせとなった。市役所
利用者の安全確保と円滑な建設工事を
両立させるには、高度な施工計画が求
められるからだ。加えて、市には当時
約人の建築技術職員が在籍していた
が、営繕や建築確認などの通常業務で
手一杯の状態で、庁舎建設に多くの人
手を割ける余裕がなかった。
　市はこれらの課題をクリアする事業
手法として、解体工事と本体工事の一
体施工によって工期を短縮できるとと
もに、施工者が設計することで市役所
業務の継続と工事の安全を両立する施
工計画を早期に策定可能なＤＢ方式を
選択。ただ、市に経験がなかったため、

発注者を人的・技術的に補完するＣＭ
業務の採用に踏み切った。設計の進捗
管理や施工者選定の支援、施工方法・
コストの確認、発注者の代理としての
全体調整などを依頼している。
　事業手法は、ＣＭ業務のサウンディ
ング調査で、建設会社側で設計技術者
の確保が困難な状況などが判明したた
め、意見を取り入れてＤＢ方式を改良。
解体工事と本体工事の一体施工を実現
できるＤＢ方式のメリットを残したま
ま、施工者が技術協力の形で実施設計
にかかわる独自方式を考案した。
　年９月に着工した新本庁舎建設工
事は、７日時点で５階部分の鉄骨工事
を進めており、外壁工事に今後移る。
市庁舎整備室は「すべての作業が短期
間しか確保できないタイトなスケジュ
ールで、１つでも崩れると間に合わな
い可能性があったが、これまでは順調
に進んでいる。ＣＭ企業に市、設計者、
施工者の間に入ってもらったことが大
きい」と話している。

＊　　　＊

上郡町庁舎

▽
件
名
‖
上
郡
町
庁
舎
保
全
事
業

▽
事
業
者
‖
日
比
谷
総
合
設
備
・
国

際
航
業
グ
ル

プ

▽
規
模
‖
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
て
延
べ
５

１
０
９
平
方


▽
ス
ケ
ジ


ル
‖
改
修
完
了
２
０

２
１
年
１
月

日
ま
で

３
｜

５
年
間
の
効
果
検
証

コ
ミ


シ

ン
・
チ


ニ
ン
グ
業
務

▽
業
務
地
‖
大
持
２
７
８

　
兵
庫
県
上
郡
町
は
２
０
１
９

年
９
月

本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事

業
設
計
施
工
業
務
と
庁
舎
個
別

施
設
計
画
策
定
業
務
を
含
む
庁

舎
保
全
事
業
の
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
を
公
告
し

４
月
に
日

比
谷
総
合
設
備
・
国
際
航
業
グ

ル

プ
と
契
約

一
般
会
計


億
円
規
模
の
小
さ
な
町
に
よ
る

全
国
初
の
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
︵
ネ


ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ビ

ル
︶
化
改
修
と
い
う
先
進
的
な

事
業
が
ス
タ

ト
を
切

た


　
こ
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事
業
は

住

民
課
環
境
衛
生
係
で
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
づ
く
り
や
カ


ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

事
業
を
担
当
し
て
い
た
小
田
賢

さ
ん
が
財
産
管
理
課
に
異
動
し

た
こ
と
を
一
つ
の
き

か
け
と

し
て
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し

た


　
庁
舎
は
築

年
以
上
が
経
過

し

大
規
模
改
修
も
行

て
い

な
い
た
め

空
調
機
器
が
た
び

た
び
故
障
す
る
な
ど

設
備
面

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
た


　
小
田
さ
ん
が
カ

ボ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
を
進
め

る
中
で
本
庁
舎
の
Ｃ
Ｏ

排
出

量
が
多
く

省
エ
ネ
ル
ギ

改

修
が
不
可
欠
と
な

て
い
る
こ

と
を
認
識
し

こ
の
時
点
で
課

題
解
決
の
手
法
と
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ

と
い
う
手
法
が
あ
る
こ
と
は
業

者
か
ら
聞
い
て
い
た
が

﹁
上

郡
町
で
導
入
で
き
る
と
は
思


て
い
な
か

た
﹂と
振
り
返
る


　
し
か
し

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
異
動
に
よ

て
今
度
は
庁

舎
整
備
を
担
う
立
場
と
な
り


設
備
改
修
の
選
択
肢
を
検
討
し

て
い
く
う
ち

防
災
拠
点
と
な

る
庁
舎
に
災
害
時
の
自
力
エ
ネ

ル
ギ

供
給
設
備
を
備
え

町

の
基
本
方
針
と
す
る
﹁
安
全
安

心
で
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
﹂
に
役
立
つ
Ｚ
Ｅ

Ｂ
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
る
よ

う
に
な

て
い

た


　
さ
ら
に

環
境
省
に
採
択
さ

れ
れ
ば
﹁
３
分
の
２
が
補
助
さ

れ

残
る
３
分
の
１
に
も
起
債

を
あ
て
ら
れ
る
﹂
と
い
う
財
政

面
の
条
件
も
魅
力
的
だ

た


こ
う
し
た
新
た
な
事
業
を
進
め

る
場
合

各
方
面
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
課
題
と
な
る
ケ

ス

が
多
い

し
か
し

規
模
は
役

場
と
し
て
大
き
く
は
な
い
も
の

の

設
備
が
老
朽
化
し
て
い
た

た
め
高
い
事
業
性
が
見
込
め


補
助
が
手
厚
い
こ
と
で
比
較
的

議
会
の
理
解
は
得
や
す
く

副

町
長
を
中
心
に
町
幹
部
か
ら
の

後
押
し
も
あ

た


　
公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
は
現

庁
舎
を
築
後

年
ま
で
使
う
こ

と
を
前
提
と
し

﹁
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

事
業
設
計
施
工
業
務
﹂
と
劣
化

度
調
査
や
今
後

年
間
の
対
策

な
ど
を
ま
と
め
る
﹁
庁
舎
個
別

施
設
計
画
策
定
業
務
﹂
を
一
括

で
委
託
す
る
﹁
上
郡
町
庁
舎
保

全
事
業
﹂
と
し
て
実
施
し
た


　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
実
現

に
向
け
た
改
修
工
事
で
は

建

物
外
皮
の
窓
ガ
ラ
ス
を
Ｌ
ｏ
ｗ

｜
Ｅ
真
空
複
層
ガ
ラ
ス
に
し


外
壁
は
劣
化
部
の
補
修

修
繕

と
と
も
に
外
断
熱
改
修
し
て
断

熱
性
能
を
向
上
さ
せ
る

空
調

は
適
正
な
熱
負
荷
計
算
に
よ
る

機
器
選
定
と
高
効
率
機
器
を
採

用

照
明
は
全
面
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し

窓
際
の
明
る
さ
セ
ン
サ


や
エ
リ
ア
調
光
が
可
能
な
制

御
機
器
を
導
入
す
る

換
気
や

給
湯

変
圧
器
も
改
修
し
て
省

エ
ネ
化
す
る

創
エ
ネ
で
は





の
太
陽
光




時

の
蓄
電
池
設
備
を
導
入
す
る


＊
　
　
　
＊

　
東
京
都
渋
谷
区
で
は

都
内
自

治
体
と
し
て
初
め
て
と
な
る
Ｅ
Ｃ

Ｉ︵
施
工
予
定
技
術
者
事
前
協
議
︶

方
式
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る


対
象
は
﹁
猿
楽
橋
擁
壁
等
更
新
事

業
﹂
で

国
土
交
通
省
に
よ
る
２

０
１
９
年
度
入
札
契
約
改
善
支
援

事
業
に
も
な

て
い
た


　
同
事
業
は

橋
梁
の
架
け
替
え

計
画
の
う
ち

橋
の
南
北
に
あ
る

擁
壁
構
造
の
取
り
付
け
道
路
を
更

新
す
る

猿
楽
橋
は
竣
工
か
ら


年
以
上
経
過
し
て
お
り
更
新
の
必

要
が
あ
る
が

橋
の
交
通
量
の
多

さ
や
橋
下
を
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
埼
京

線
が
通
過
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら

難
易
度
の
高
い
工
事
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る

現
場
の
側

道
沿
い
に
住
宅
や
店
舗
が
並
び


周
辺
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
な

上

側
道
が
狭
く
仮
設
工
や
施
工

範
囲
を
最
小
化
す
る
必
要
も
あ

る


　
ま
た

事
業
で
は
橋
梁
の
一
部

を
土
木
構
造
物
に
変
更
す
る
工
事

を
行
う

既
設
の
橋
梁
躯
体
を
残

し
て
橋
梁
桁
下
空
間
に
ボ

ク
ス

カ
ル
バ

ト
を
構
築
し

隙
間
を

充
填
材
で
充
填
す
る

桁
下
内
で

作
業
す
る
た
め

こ
こ
で
も
空
間

的
制
約
が
大
き
く
な
る


　
こ
れ
ら
の
厳
し
い
施
工
条
件
に

加
え

区
で
は
﹁
近
年

こ
れ
ほ

ど
大
規
模
の
土
木
工
事
を
実
施
し

て
い
な
い
﹂
と
い
う

ま
た

過

去
に
行

た
同
種
の
擁
壁
工
事
で

は
入
札
不
調
が
発
生
し
た
こ
と
な

ど
か
ら

区
は
施
工
者
の
知
見
を

設
計
段
階
か
ら
反
映
で
き
る
Ｅ
Ｃ

Ｉ
方
式
を
導
入
し
た
い
考
え
だ


　
現
在
は

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
導
入

に
向
け
た
Ｃ
Ｍ
業
務
委
託
者
を
公

募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で
選
定
し
て

い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で

同
業
務
の
選

定
を
一
時
中
断

再
公
告
し
た
も

の
の

区
と
し
て
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
の
導

入
に
向
け
て
﹁
社
会
情
勢
を
見
な

が
ら
引
き
続
き
検
討

調
整
を
進

め
る
﹂
考
え
だ

順
調
に
進
め
ば

７
月
中
旬
に
も
Ｃ
Ｍ
業
務
の
受
託

者
を
決
定
し

工
事
の
契
約
は


年
９
月
ご
ろ
を
目
指
し
て
い
る


　
ま
た

品
質
や
透
明
性
の
確
保

の
観
点
か
ら

区
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
に
よ
り
施
工
者
を
選
定
す

る
方
針
だ

庁
内
で
組
織
す
る
プ

ロ
ポ

ザ
ル
評
価
委
員
会
の
ほ
か

に

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
専

門
委
員
会
を
設
置

プ
ロ
ポ

ザ

ル
の
評
価
項
目
や

事
業
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
聴
取

し

中
立
・
公
平
に
審
査
す
る


　
区
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
に
基
づ
く
施

工
者
選
定
の
プ
ロ
ポ

ザ
ル
に
つ

い
て

社
会
情
勢
を
見
極
め
つ
つ

公
告
時
期
を
調
整
し
て
い
る


　
同
事
業
は

国
交
省
の

年
度

入
札
契
約
改
善
支
援
事
業
の
対
象

と
な

て
い
る

入
札
・
契
約
に

関
し
て
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
に

国
交
省
か
ら
専
門
家
を
派
遣
す
る

も
の
で

同
事
業
に
つ
い
て
は
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
を
派
遣

し
た


年
度
対
象
事
業
の
成
果

や
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で

ホ

ム
ペ

ジ
な

ど
で
解
説
を
紹
介
す
る
予
定
だ


＊
　
　
　
＊

▽
件
名
‖
猿
楽
橋
擁
壁
等
更
新
事
業

▽
事
業
者
‖
渋
谷
区
︵
設
計
は
エ
イ
ト

日
本
技
術
開
発
︶

▽
規
模
‖
橋
の
北

南
側
の
取
り
付
け

道
路
を
構
成
す
る
擁
壁
構
造
を
更
新

▽
ス
ケ
ジ


ル
‖

年
９
月
の
工
事

契
約
を
目
標

▽
業
務
地
‖
渋
谷
３
｜

地
先
か
ら
代

官
山
町
３
番
地
先

ＥＣＩ方式入札契約の流れ





工
程
遅
延
の
リ
ス
ク
抑
制

具

体

事

例

７

北陸農政局の河北潟放水路防潮水門建設工事

ＥＣＩでノウハウ、工法活用
Ｕ
Ｒ
と
Ｐ
Ｍ
両
輪
支
援
で
早
期
完
成

福
島
・
大
熊
町
の
新
庁
舎
整
備

基本設計からＤＢ採用

具

体

事

例

５

日
立
市
新
庁
舎
建
設
事
業実

施
設
計
か
ら
Ｃ
Ｍ
Ｒ
参
画

質問に有効なアドバイス
具 体 事 例 ６

変化する関係・深まる関係 公共発注

（２９） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

▽
案
件
名
‖
河
北
潟
周
辺
農
地
防
災
事
業
河
北

潟
放
水
路
防
潮
水
門
建
設
工
事
及
び
河
北
潟

周
辺
農
地
防
災
事
業
河
北
潟
放
水
路
防
潮
水

門
建
設
工
事
に
係
る
技
術
協
力
業
務

▽
概
要
‖
堰
長
１
２
０
・
５

︵
４
径
間
︶


堰
高
５


計
画
排
水
量
毎
秒
７
８
４
立
方



４
径
間
の
う
ち
１
径
間
で
２
段
式
ゲ


ト
を
採
用

▽
実
施
設
計
‖
内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

▽
事
業
者
‖
選
定
中

▽
事
業
ス
ケ
ジ


ル
‖
技
術
協
力
業
務
︵
技

術
提
案
に
基
づ
く
施
工
計
画
と
仮
設
計
画
の

作
成
な
ど
︶
が

年
９
月
か
ら

年
３
月


日
ま
で

工
事
︵
水
門
建
設
工
事

仮
設
工

事
︶
が

年
４
月
か
ら

年
３
月
ま
で

　
北
陸
農
政
局
は

石
川
県
の
金
沢
市


か
ほ
く
市

津
幡
町

内
灘
町
で

国
営

河
北
潟
周
辺
土
地
改
良
事
業
を
進
め
て
い

る

地
域
全
体
の
排
水
機
能
を
強
化
し


湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
農
業
生

産
の
維
持
や
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
が
目
的

そ
の
主
要
工
事
と
な
る
河

北
潟
放
水
路
防
潮
水
門
の
建
設
に
当
た


て
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
︵
施
工
予
定
技
術
者
事
前
協

議
︶
方
式
を
導
入
し

現
在

事
業
者
の

選
定
を
進
め
て
い
る

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
導

入
に
至

た
背
景
や
期
待
さ
れ
る
メ
リ


ト

留
意
し
て
い
る
点

透
明
性
確
保
の

方
策
な
ど
を
紹
介
す
る


　
同
事
業
は
排
水
機
場
や
幹
線
排
水
路
の

改
修

河
北
潟
放
水
路
防
潮
水
門
の
耐
震

化
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に

関
連
事

業
で
排
水
機
場
の
更
新
整
備
も
行
う

予

定
工
期
は
２
０
１
９
年
度
か
ら

年

度
ま
で

事
業
費
は
３
９
０
億
円
と
し
て

い
る


　
こ
の
う
ち

河
北
潟
放
水
路
防
潮
水
門

建
設
工
事
で
は

洪
水
時
に
河
北
潟
か
ら

日
本
海
へ
放
流
す
る
排
水
調
整
や
海
水
の

流
入
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

既
存
の
水

門
の
上
流
に
新
た
に
水
門
を
建
設
す
る


　
放
水
路
両
岸
は
大
規
模
斜
面
と
な

て

お
り
施
工
に
必
要
な
用
地
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
加
え

近
接
し
て
い
る
公
園
や

特
別
養
護
老
人
ホ

ム

の
と
里
山
海
道

橋
梁
な
ど
重
要
施
設
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
り

技
術
的
難
易
度
が
高
い

そ
こ

で

施
工
計
画
や
仮
設
計
画
な
ど
の
工
事

仕
様
を
適
切
に
定
め
る
た
め

建
設
業
者

独
自
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
工
法
の
活

用
が
有
効
と
判
断
し

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
導

入
を
決
め
た


　
水
門
は
河
北
潟
周
辺
地
域
の
重
要
な
防

災
機
能
を
担
う
こ
と
か
ら

早
期
の
工
事

完
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る

Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式

の
導
入
に
よ
り
精
度
の
高
い
工
程
計
画
を

策
定
で
き
る
こ
と
か
ら

工
事
工
程
の
遅

延
リ
ス
ク
を
抑
え
る
メ
リ

ト
が
期

待
で
き
る

加
え
て

適
正
な
工
期
設
定

に
よ
る
工
事
成
果
の
品
質
確
保
に
も
つ
な

が
る


　
実
施
設
計
を
担
当
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

技
術
協
力
を
担
う
建
設
業
者


発
注
者
の
３
者
が
協
力
し
て
水
門
工
事
の

設
計
図
書
を
ま
と
め
る
た
め

﹁
検
討
す

べ
き
技
術
的
課
題
の
設
定
や
対
策
工
法
の

検
討
に
必
要
な
調
査
デ

タ
や
施
工
事
例

の
共
有
な
ど

３
者
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り

設
計
図
書
の
と
り
ま
と
め
が
遅
延
し

な
い
よ
う
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
﹂

︵
同
局
農
村
振
興
部
設
計
課
︶
と
す
る


　
ま
た

﹁
建
設
業
者
と
発
注
者
の
価
格

な
ど
の
交
渉
で
は

施
工
条
件
な
ど
を
適

切
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
工
事
価
格
の
妥

当
性
を
確
保
す
る
﹂
︵
同
︶
こ
と
も
重
要

な
点
に
位
置
付
け
る


　
優
先
交
渉
権
者
の
選
定
時
に
は

技
術

提
案
の
前
提
条
件
や
評
価
基
準
な
ど
の
明

示
に
加
え

技
術
提
案
評
価
や
価
格
交
渉

の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で

競
争
性
や

透
明
性
の
確
保
を
図
る

さ
ら
に

契
約

手
続
き
の
評
価
基
準
の
作
成
や
技
術
提
案

の
評
価

価
格
交
渉
の
各
段
階
で
学
識
経

験
者
か
ら
意
見
聴
取
す
る
こ
と
で

さ
ら

な
る
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る


＊
　
　
　
　
＊

▽
発
注
者
‖
福
島
県
大
熊
町

▽
発
注
者
支
援
‖
都
市
再
生
機
構︵
Ｕ
Ｒ
︶

宮
城
・
福
島
震
災
復
興
支
援
本
部
︵
現

同
機
構
福
島
震
災
復
興
支
援
本
部
︶

▽
プ
ロ
ジ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト︵
Ｐ
Ｍ
︶

業
務
︵
Ｕ
Ｒ
発
注
︶
‖
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ

▽
設
計
施
工
監
理
︵
大
熊
町
発
注
︶
‖
鹿

島
・
永
山
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ

▽
建
物
構
造
‖
庁
舎
棟
・
Ｓ
造
２
階
建
て


防
災
・
災
害
対
策
機
能
棟
・
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
て

▽
延
床
面
積
‖
庁
舎
棟
・
４
３
３
０
平
方



防
災
・
災
害
対
策
機
能
棟
８
８
３

平
方


▽
所
在
地
‖
福
島
県
大
熊
町
大
字
大
川
原

字
南
平
１
７
１
７

　
２
０
１
１
年
３
月

日
の
東
日
本

大
震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り

全
町
が
避
難
指
示
区
域
と
な


た
福
島
県
大
熊
町

除
染
作
業
な
ど

の
進
捗
に
合
わ
せ
て

年
に
都
市
再

生
機
構
︵
Ｕ
Ｒ
︶
と

ま
ち
の
再
生

に
向
け
た
技
術
支
援
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し


年
に
は
Ｕ
Ｒ
に
避
難

指
示
解
除
に
あ
わ
せ
て
完
成
を
目
指

す
新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
発
注
者
支

援
業
務
も
委
託
し
た

Ｕ
Ｒ
か
ら
プ

ロ
ジ

ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
︵
Ｐ

Ｍ
︶
を
受
託
し
た
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
提

案
で
基
本
設
計
か
ら
Ｄ
Ｂ
︵
設
計
施

工
一
括
︶
方
式
な
ど
を
採
用
す
る
こ

と
で

わ
ず
か
２
年
で
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る

令
和
初

の
新
庁
舎

整
備
を
ス
ピ

ド
感
を
持

て
高
品

質
に
完
成
さ
せ
た


　
大
熊
町
で
は
約
１
万
１
０
０
０
人

を
超
え
る
全
町
民
が
町
外
へ
避
難

し

行
政
機
能
も
会
津
若
松
市
や
郡

山
市
な
ど
に
分
散
し
な
が
ら
行
政
運

営
を
行

て
い
た


　
Ｕ
Ｒ
は
新
庁
舎
を
始
め
と
す
る
行

政
機
能
な
ど
を
集
約
す
る
福
島
復
興

再
生
拠
点
・
大
川
原
地
区
の
基
盤
整

備
を
進
め
つ
つ

大
熊
町
が
事
業
主

体
と
な

て
進
め
る
庁
舎
整
備
に
当

た

て
は
大
規
模
建
築
工
事
の
経
験

が
少
な
い
同
町
の
技
術
系
職
員
の
マ

ン
パ
ワ

不
足
を
補
完
す
る
と
と
も

に

事
業
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
た

め

Ｐ
Ｍ
方
式
を
採
用
し
た


　
地
方
自
治
体
の
庁
舎
と
い

た
大

型
公
共
建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
関
す

る
発
注
で
は

従
来
の
設
計
施
工
分

離
や
実
施
設
計
段
階
か
ら
施
工
者
が

参
画
す
る
Ｄ
Ｂ
方
式
を
採
用
す
る
こ

と
が
主
流
だ


　
Ｕ
Ｒ
か
ら
Ｐ
Ｍ
業
務
を
受
託
し
た

山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は

工
期
短
縮
を
目
的

に
公
共
建
築
物
で
は
事
例
が
少
な
い

も
の
の

民
間
で
は
多
く
の
採
用
事

例
が
あ
る
基
本
設
計
段
階
か
ら
の
Ｄ

Ｂ
方
式
に
よ
る
整
備
手
法
を
提
案


町
の
公
募
手
続
き
を
支
援
す
る
と
と

も
に

Ｄ
Ｂ
事
業
者
の
鹿
島
・
永
山

建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ
と
の
調
整


設
計
と
施
工
各
段
階
の
工
程
や
コ
ス

ト

品
質
の
管
理

各
種
申
請
・
検

査
支
援
な
ど
を
行
い


年
４
月
の

避
難
指
示
解
除
ま
で
に
完
成
を
間
に

合
わ
せ
た


　
Ｕ
Ｒ
は
新
庁
舎
で
得
た
知
見
を
生

か
し

大
川
原
地
区
内
に
整
備
す
る

福
祉
・
交
流
機
能
な
ど
の
拠
点
施
設

で
も
同
様
の
手
法
を
使

て
い
る


さ
ら
に

今
後
は
Ｊ
Ｒ
大
野
駅
周
辺

を
含
む
下
野
上
地
区
の
復
興
再
生
拠

点
整
備
も
推
進
し
て
い
く
が

Ｕ
Ｒ

の
担
当
者
は
﹁
職
員
が
使
う
前
提
の

庁
舎
と
違
い

こ
れ
か
ら
の
施
設
は

長
期
的
な
視
点
を
持

て
使
わ
れ
続

け
る
機
能
や

限
ら
れ
た
人
数
で
維

持
管
理
・
運
営
し
て
い
く
町
の
た
め

の
最
適
な
規
模
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
強
調
す
る


　
近
年

地
方
自
治
体
で
は
技
術
系

職
員
の
減
少
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足


ニ

ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応

す
る
た
め

専
門
家
か
ら
高
い
専
門

性
を
伴
う
助
言
を
求
め
て
い
る
状
況

に
あ
る

そ
の
上
で
こ
う
し
た
厳
し

い
環
境
で
対
応
を
必
要
と
す
る
場
合

な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
都
市
再
生

で
も
生
か
せ
る
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
踏
ま
え
た
支
援
モ
デ
ル
を
構
築

し
て
い
る


１期工Ｓ・ＲＣ造（基礎免震構造）地
下１階地上７階建て延べ２万，平方
㍍の執務棟・屋内広場

２期工Ｓ造平屋建て，平方㍍の大
屋根、Ｓ造平屋建て平方㍍の多目的
ホール棟など
ＣＭ日建設計コンストラクション・マ
ネジメント
設計ＳＡＮＡＡ事務所
１期、２期各施工竹中工務店・鈴縫工
業・秋山工務店・岡部工務店ＪＶ

１期工年３月５日から年４月日
まで、２期工年９月日から年３
月日まで

　茨城県日立市の旧庁舎５棟は年
から年にかけ建設され、年３月
日の東日本大震災では連絡通路にク
ラックが発生するなどの被害が出た。
市は半年後の９月に全面建て替えの方
針を示し、年９月には新庁舎建設基
本計画を策定。年３月に公募型設計
コンペでＳＡＮＡＡ事務所案に決定し
た。
　その後、基本設計に着手したものの、
当時は東日本大震災からの復興事業や
東京五輪・パラリンピック関連の建設
事業などにより労務費や資材が高騰し
ており各地で入札不調が起きていた。
設計を進める中で基本計画に掲げた事
業費を上回りそうだと分かったことか
らコスト削減に努める必要があったも
のの、職員だけでは分からないため実
施設計のタイミングからコンストラク
ションマネジャー（ＣＭＲ）に参画し
てもらった。
　ＣＭＲによる技術的な検証のもと、
不要個所を削り、仕上げ材の質も落と
し、ガラスの面積を調整するなどコス
ト削減に取り組むことで、基本計画の
事業費内に収めた実施設計をまとめる
ことができた。
　工事は延べ２万，平方㍍の執務
棟・屋内広場を中心とする１期工事と

大屋根や多目的ホ
ールを中心とする
２期に分けて発注
することとし、
年８月に１期工事
を一般競争入札し
た。しかし、参加申
請が１ＪＶと事前
に公表されていた
にも関わらず、同
ＪＶは辞退札を入れる結果となった。
　このため市はＪＶにヒアリングして
原因を把握するとともに、ＣＭＲの協
力のもと設計を見直した。執務棟・屋
内広場は約，平方㍍小さくし、約，
平方㍍だった大屋根の面積も，
平方㍍縮小。屋内広場のカーテンウォ
ールは高さ㍍のガラスを１枚使う予
定だったのを高さ７㍍に抑えるととも
に３４㍍の汎用（はんよう）品を２
枚使うなど仕様を大きく変更した。
　その結果、１期工事は前回の入札か
ら予定価格を１億，万円増にとど
めて再公告できた。年２月には２者
が応札して落札者が決まった。
　続く２期工事は年５月に一般競争
入札したものの、今回も唯一、参加申
請したＪＶが辞退札を入れた。これを
受け、執務棟裏（西側）の駐車場のひ
さしをやめるなど工事量を減らすこと
で予定価格を変えずに再公告し、年
８月の落札者決定に至った。

　ＣＭを導入したメリットについて当
時の市の担当者は「小さな市で億
円を超える事業はなかなかなく、アド
バイスをもらえた。当時は全国で入札
不調が相次ぎ、先が読めなかったこと
からＣＭＲの知恵が入るのは有効だっ
た」と振り返る。さらに「入札公告に
対する応札者からの膨大な質問に対す
る回答をまとめる上でもＣＭＲに協力
してもらえて助かった」という。

＊　　　　＊



﹁
行
政
支
援
﹂と﹁
民
間
応
募
﹂で
支
え
る
コ
ン
サ
ル

自
治
体
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

不足するノウハウ、情報の提供必要

公共事業に新たな潮流

公
共
施
設
運
営
を
民
間
に
開
放

道
路
の
コ
ン
セ

シ

ン

愛知県の有料道路は好調
国交省、バスタの起爆剤に

（３０）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

ＰＦＩ事業の実施状況／事業数・契約金額の推移（累計）年３月日時点

出典：内閣府民間資金等活用事業推進委員会計画部会

︵
注
︶
グ
ラ
フ
中
の
契
約
金
額
は

億
円
単
位
未
満
を

四
捨
五
入
し
た
数
値

　
内
閣
府
の
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
委
員
会
計
画

部
会
が
２
０
１
９
年
２
月
に
ま
と
め
た
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
前
半
期
レ
ビ


﹂
に

よ
る
と

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
が
施
行
さ
れ
た
１
９
９
９
年
度
以

降


年
度
ま
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
状
況
︵

年

３
月
末
時
点
︶
は

実
施
方
針
公
表
ベ

ス
で
件
数
が

累
計
６
６
６
件

契
約
金
額
は
同
５
兆
８
２
７
９
億
円

と
な

て
い
る


　
事
業
主
体
別
で
は

国
が

件

都
道
府
県
１
２
５

件

政
令
市
１
０
２
件

市
区
町
村
︵
人
口

万
人
以

上
︶
１
０
６
件

同
︵

万
人
未
満
︶
２
０
８
件

そ

の
他
︵
国
立
大
学
法
人
な
ど
︶

件


　
国
は
宿
舎
︵

件
︶
と
庁
舎
︵

件
︶
に
お
け
る
Ｐ

Ｆ
Ｉ
等
や
コ
ン
セ

シ

ン
活
用
が
多
い

都
道
府
県

は

公
営
住
宅
な
ど
﹁
ま
ち
づ
く
り
分
野
﹂
で
の
活
用

が
３
割
強
と
な

た
ほ
か
は
活
用
分
野
が
比
較
的
多
岐

に
わ
た
る
の
に
対
し
て

政
令
市
を
含
む
市
区
町
村
は

人
口
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
﹁
教
育
と
文
化
︵
学
校
・
給

食
施
設
な
ど
︶
﹂
分
野
で
の
活
用
が
４
割

次
い
で

﹁
ま
ち
づ
く
り
︵
公
営
住
宅
な
ど
︶
﹂
﹁
健
康
と
環
境

︵
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
︶
﹂
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
約
２

割
を
占
め
て
い
る


　
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
前
半
期
５
年
間︵

｜

年
度
︶

で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
数
は
２
２
０
件

ア
ク
シ


ン
プ
ラ
ン
前
の
５
年
間
︵

｜

年
度
︶
は
１
３
７
事

業
だ

た

地
方
公
共
団
体
は
こ
の
５
年
間
で
１
３
０

団
体
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
施

う
ち

団
体
が
初
め
て

実
施
し
て
お
り

人
口

万
人
未
満
の
市
区
町
村
も
含

め

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
裾
野
は
着
実
に
広
が

て
き
て
い
る


　
事
業
分
野
別
に
見
る
と

﹁
教
育
と
文
化
︵
学
校
施

設

ス
ポ

ツ
施
設
等
︶
﹂
や
﹁
ま
ち
づ
く
り
︵
公
営

住
宅

空
港

公
園
等
︶
﹂
の
増
加
が
主
な
要
因

事

業
主
体
別
で
は
市
区
町
村
の
増
加
が
大
き
い
一
方
で


ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
開
始
前
時
点
︵

年
度
以
前
︶
に

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
績
が
あ
る
地
方
公
共
団
体
１
８
９
団

体
の
う
ち

ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
前
半
期
５
年
間
で
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
の
は
１
３
１
団
体
あ

る


　
事
業
規
模
は

ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
目
標
期
間

年

間
︵

｜

年
度
︶
で

兆
円
に
対
し

前
半
期
５
年

間
の
実
績
は

兆
８
０
０
０
億
円
と
な

て
い
る


　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
時
に
期
待
さ
れ
た
効
果
と
し
て

は

財
政
負
担
︵
事
業
費
総
額
︶
縮
減
が
最
も
大
き
い

が
サ

ビ
ス
水
準
の
向
上
を
は
じ
め
そ
の
他
の
項
目

に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る


ま
た
期
間
満
了
時
点
で
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
時
に
期

待
さ
れ
た
効
果
は
お
お
む
ね
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
評
価

さ
れ
た


　
レ
ビ


の
ま
と
め
で
は

地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
意
欲
は
着
実
に
向
上

し
て
い
る
も
の
の

人
口

万
人
以
上
で
は
８
割
以
上

が
実
施
意
欲
を
有
し
て
い
る
一
方
で


万
未
満
で
は

５
割
程
度
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

職
員
が
一
定
割
合
存
在
し

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
異

な
る
こ
と
も
示
し
て
い
る


　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
検
討
に
あ
た

て
ノ
ウ
ハ
ウ

が
不
足
し
て
い
る
と
回
答
し
た
地
方
公
共
団
体
は
全
体

の
９
割
に
達
し
て
お
り

情
報
提
供
な
ど
の
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
と
な
る

ま
た
施
策
推
進
に
あ
た

て
は

導
入
可
能
調
査
や
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

契
約
な
ど
の
初
期

費
用
に
対
す
る
財
政
的
な
支
援
な
ど
地
方
公
共
団
体
の

負
担
軽
減
も
有
効
だ
と
指
摘
し
て
い
る


　
こ
う
し
た
地
方
公
共
団
体
を
﹁
行
政
支
援
﹂
﹁
民
間

応
募
﹂
の
２
つ
の
立
場
か
ら
支
え
る
の
が
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
だ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
施
行
に
先
駆
け
て
海
外
で
の

調
査
研
究
を
進
め
る
な
ど

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
は
そ
の
黎
明
期
か
ら
わ
が
国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
を

先
導

公
共
側
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

の
豊
富
な
実
績
を
も

と
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
ト

タ
ル
サ


ビ
ス
を
提
供
す
る


　
長
大
は

地
域
創
生
の
観
点
か
ら
域
内
の
経
済
循
環

を
重
視
し

地
元
企
業
を
事
業
パ

ト
ナ

と
し
た
地

域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
展
開

１
０
０
％
出
資

子
会
社
の
﹁
長
大
キ

ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
も

設
立
し

プ
ロ
ジ

ク
ト
フ

イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
資
金

調
達
で
は
カ
バ

し
き
れ
な
い
施
設
整
備
期
間
や
運
営

期
間
の
資
金
需
要
を
サ
ポ

ト
し
て
ス
ム

ズ
な
事
業

執
行
に
寄
与
す
る


　
新
た
な
社
会
価
値
創
造
に
向
け
多
様
な
官
民
連
携
に

積
極
的
に
取
り
組
む
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

も

地
方
公
共
団
体
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援

国
土

交
通
省
が
公
募
す
る
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
協
定
パ

ト
ナ

﹂
に

は

年
度

４
年
連
続
で
選
定
さ
れ
た

セ
ミ
ナ

パ


ト
ナ

と
し
て

地
方
公
共
団
体
職
員
や
地
場
企
業

な
ど
を
対
象
に

過
去
３
年
間
で
計

回
の
公
民
連
携

セ
ミ
ナ

を
開
催
し
て
い
る


バスタ新宿をモデルとするバスタ
プロジェクトの全国展開に向け、
国交省はコンセッション方式に期
待を寄せる

　
空
港
を
中
心
に
導
入
が
進
む
公
共
施
設
等

運
営
権
︵
コ
ン
セ

シ

ン
︶
方
式
が

法

律
の
規
制
で
適
用
で
き
な
い
道
路
分
野
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る

規
制
緩
和
の
特
例
措
置

に
よ

て
全
国
で
初
め
て
有
料
道
路
を

民

営
化

し
た
愛
知
県
は

公
共
か
ら
引
き
継

い
だ
民
間
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
柔
軟
な

運
営
を
展
開
し

通
行
台
数
な
ど
は
好
調
な

伸
び
を
示
す

国
土
交
通
省
は

有
料
道
路

の
民
間
運
営
解
禁
に
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る

も
の
の

コ
ン
セ

シ

ン
方
式
の
有
効
性

は
高
く
評
価
し
て
お
り

官
民
連
携
で
全
国

展
開
を
目
指
す
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
起

爆
剤
と
す
る
考
え
だ


＊
　
　
　
＊

　
国
や
地
方
自
治
体
が
公
共
施
設
の
所
有
権

を
保
持
し
た
ま
ま
運
営
権
を
設
定
し

対
価

と
引
き
替
え
に
民
間
へ
譲
渡
す
る
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
は

２
０
１
１
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

改
正
で
創
設
さ
れ
た

対
象
は
利
用
料
金
を

徴
収
可
能
な
公
共
施
設
に
限
ら
れ

道
路
分

野
は
有
料
道
路
で
の
実
施
が
見
込
ま
れ
た


し
か
し

一
般
国
道
や
都
道
府
県
道
の
新
設

・
改
築
と
料
金
徴
収
を
道
路
管
理
者
や
地
方

道
路
公
社
に
限
定
す
る
道
路
整
備
特
別
措
置

法
の
規
定
に
よ
り

原
則
適
用
で
き
な
い


　
そ
こ
で

民
間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た

低
廉
で
良
質
な
サ

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

た
愛
知
県
は

構
造
改
革
特
別
区
域
制
度
を

活
用
し

同
法
の
規
制
緩
和
を
実
現

道
路

分
野
に
初
め
て
コ
ン
セ

シ

ン
方
式
を
持

ち
込
み

県
道
路
公
社
が
担
う
有
料
道
路
８

路
線

総
延
長

・
５

の
運
営
を
民
間
に

開
放
し
た


　
前
田
建
設
工
業
な
ど
の
グ
ル

プ
が
１
３

７
７
億
円
で
運
営
権
を
獲
得
し

特
別
目
的

会
社
の
愛
知
道
路
コ
ン
セ

シ

ン
が

年


月
か
ら
運
営
し
て
い
る

運
営
期
間
は
最

長

年

維
持
管
理
・
運
営
業
務
の
ほ
か


公
社
の
費
用
負
担
で
改
築
業
務
や
付
帯
・
任

意
事
業
も
実
施
可
能
な
ス
キ

ム
と
な

て

い
る


　
同
社
は

１
日
乗
り
放
題
チ
ケ

ト
の
販

売
や
地
域
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
利
用
促

進
策
を
展
開
景
気
回
復
も
追
い
風
と
な
り


運
営
開
始
３
年
目
の

年
度
に
は
通
行
台
数

が
前
年
度
比
４
・
３
％
増
の
７
０
５
６
万
台


通
行
料
金
収
入
は
４
・
１
％
増
の
１
７
４
億

６
３
０
０
万
円
に
上

た

売
上
高
は
４
・

３
％
増
の
１
６
３
億
２
８
０
０
万
円
で

２

期
連
続
の
増
収
を
記
録
し
た


　
県
は
同
社
に
よ
る
３
年
半
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

公
社
運
営
時
と
同
等
の
管
理
・
サ


ビ
ス
水
準
を
維
持
し

異
常
気
象
時
も
適

切
に
対
応
し
て
い
る
と
し
て

﹁
順
調
に
運

営
さ
れ
て
い
る
﹂
と
評
価
す
る

ま
た

橋

梁
点
検
に
ド
ロ

ン
を
活
用
し
て
維
持
管
理

を
効
率
化
す
る
な
ど

利
益
を
追
求
す
る

﹁
民
間
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫
も
さ
れ
て
い

る
﹂
と
見
る


　
国
交
省
も
﹁
お
お
む
ね
良
好
﹂
と
受
け
止

め
て
い
る
が

Ｉ
Ｃ
や
パ

キ
ン
グ
エ
リ
ア

の
新
設
な
ど
同
社
が
今
後
実
施
す
る
事
業
が

あ
る
と
し
て

﹁
民
間
の
運
営
が
成
功
し
た

か
を
ま
だ
判
断
で
き
な
い

今
後
も
動
向
を

見
て
い
く
﹂
と
話
す

道
路
整
備
特
別
措
置

法
の
改
正
は﹁
現
時
点
で
検
討
し
て
い
な
い
﹂

と
い
う


◆
バ
ス
タ
に
運
営
権

　
国
交
省
は

有
料
道
路
の
民
間
運
営
解
禁

に
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る
一
方
で

高
速
バ

ス
需
要
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
全
国
展
開

を
目
指
す
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
を
導
入
す
る
方
針
だ


　
そ
の
モ
デ
ル
と
な
る
新
宿
南
口
バ
ス
タ


ミ
ナ
ル
︵
バ
ス
タ
新
宿
︶
は

施
設
を
整
備

し
た
道
路
管
理
者
と

券
売
機
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
機

器
な
ど
タ

ミ
ナ
ル
運
営
に
必
要
な
施
設
を

設
置
し
た
民
間
タ

ミ
ナ
ル
会
社
が
兼
用
工

作
物
管
理
協
定
を
締
結
し
て
い
る

道
路
管

理
者
は

道
路
区
域
内
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
テ
ナ
ン
ト
か
ら
占
用
料
を
受
け
取
り


そ
れ
を
車
路
や
歩
道
な
ど
の
維
持
管
理
に
活

用

タ

ミ
ナ
ル
会
社
は
バ
ス
事
業
者
か
ら

使
用
料
を
受
け
取
り

施
設
の
償
還
に
充
て

る
ス
キ

ム
だ


　
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
全
国
展
開
す
る

上
で

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
り
活
用
で
き

る
仕
組
み
を
模
索
し

コ
ン
セ

シ

ン
方

式
が
最
適
と
結
論
付
け
た

コ
ン
セ

シ


ン
方
式
を
制
度
化
し

タ

ミ
ナ
ル
会
社
が

バ
ス
な
ど
の
事
業
者
に
加
え
て
テ
ナ
ン
ト
か

ら
テ
ナ
ン
ト
料
を
直
接
受
け
取
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
改
正
道
路
法
が

日
の
参
院
本
会

議
で
成
立
し
た


　
公
共
交
通
タ

ミ
ナ
ル
の
整
備
計
画
は


東
京
都
品
川
区
の
品
川
駅
前
や
神
戸
市
の
神

戸
三
宮
駅
前
で
進
む
ほ
か

札
幌
市
の
札
幌

駅
や
仙
台
市
の
仙
台
駅
な
ど
全
国
の
主
要
駅

で
検
討
さ
れ
て
お
り

道
路
分
野
の
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
は
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

今
後
広
が

て
い
き
そ
う
だ




東日本大震災
契機に転換　

不可欠な存在へ
地元優先が増加

自治体の地元企業保護姿勢が鮮明に

防災・減災で役割浸透

変化する関係・深まる関係

神
奈
川
県﹁
い
の
ち
貢
献
度
指
名
入
札
﹂

地
元
優
先
の
具
体
事
例

試
行
開
始
か
ら
６
年
で
定
着

（３１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　
地
域
建
設
業
の
存
在
意
義
が
高
ま

て
い
る
経
済
雇
用
な
ど
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備
・
維
持
管
理
に
加
え


除
雪
を
含
む
自
然
災
害
へ
の
有
事
対
応
を
通
じ
て

防
災
・
減
災

国
土
強
靱
化
な
ど
へ
の
貢
献
が
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
要
因
だ

指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札
へ
の
転
換
と
価
格
重
視
の
公
共
調
達
に
伴

て

受
発
注

者
間
と
の
関
係
性
が
薄
れ
て
い
た
中

自
治
体
な
ど
は
地
域
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
な
地
域
建
設
業
を
保
護
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
る


　
同
震
災
を
契
機
に

発
災
時
の
応
急

復
旧

社
会
資
本
の
整
備
・
維
持
管
理

を
通
じ
た
防
災
・
減
災
対
策
を
始
め
と

す
る

地
域
建
設
業
の
役
割
が
地
域
社

会
が
存
続
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た


　
大
半
の
自
治
体
が
国
の
方
針
を
受

け

産
業
保
護

経
済
活
性
化
の
観
点

か
ら
中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る

地
域

建
設
業
に
つ
い
て
は
経
済

雇
用
の
下

支
え
だ
け
で
な
く

地
域
の
守
り
手
と

し
て
有
事
対
応
も
担

て
い
る
た
め


﹁
地
元
建
設
企
業
へ
の
優
先
発
注
﹂
を

明
文
化
し

独
自
の
施
策
を
展
開
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る


　
新
潟
県
は

予
定
価
格
２
５
０
万
円

以
上
７
０
０
０
万
円
未
満
の
土
木
一
式

工
事
の
一
部
を
﹁
地
域
保
全
型
工
事
﹂

に
指
定
し

﹁
地
域
貢
献
地
元
企
業
﹂

と
し
て
認
定
を
受
け
た

自
然
災
害
の

応
急
復
旧
や
除
雪
な
ど
に
貢
献
し
た
地

元
建
設
企
業
の
み
で
指
名
競
争
入
札
を

実
施
し
て
い
る


　
栃
木
県
を
始
め
と
す
る
複
数
の
自
治

体
で
は
一
般
競
争
入
札
を
大
規
模
工
事

に
限
定
し

全
工
事
件
数
に
占
め
る
指

名
競
争
入
札
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

で

地
元
企
業
の
受
注
機
会
を
創
出
し

て
い
る

ま
た

総
合
評
価
落
札
方
式

の
評
価
項
目
に
﹁
地
域
貢
献
﹂
を
設
け

て

イ
ン
セ
ン
テ

ブ
を
付
与
す
る
取

り
組
み
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る

東

京
都
で
は
Ｊ
Ｖ
結
成
が
果
た
す
効
果
を

踏
ま
え

都
内
中
小
企
業
と
の
Ｊ
Ｖ
結

成
を
評
価
項
目
に
加
え
た


　
岐
阜
県
は

年
度
か
ら
公
契
約
条
例

を
施
行
し
た

﹁
県
内
事
業
者
の
受
注

機
会
の
確
保
﹂
の
条
項
を
盛
り
込
み


同
県
は
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
を
念

頭
に
﹁
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
事
業
者
の
受
注
の
機
会
を
確

保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
定
め
て
い
る


　
ま
た

全
国
建
設
業
協
会
傘
下
の
都

道
府
県
建
設
業
協
会
と
発
注
機
関
と
の

各
地
区
ブ
ロ

ク
会
議
で
は

毎
年
の

よ
う
に
地
元
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保

と

適
正
な
企
業
評
価
が
議
題
に
上
が

る


　
全
建
が

年
度
に
ま
と
め
た
﹁
地
域

建
設
業
将
来
展
望
︵
全
建

周
年
展

望
︶
﹂
で
は

﹁
地
域
建
設
業
が
果
た

す
べ
き
役
割
は

こ
れ
か
ら
の

年



年

さ
ら
に
そ
の
先
も

間
違
い
な

く
続
く
も
の
で
あ
り

地
域
建
設
業
に

与
え
ら
れ
た
使
命
は

こ
れ
か
ら
も
し


か
り
と
果
た
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
言
及
し
て
い
る


　
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
﹁
頼
れ
る

地
域
建
設
業
﹂
を
実
現
す
る
上
で


﹁
行
政
・
住
民
な
ど
と
の
最
も
身
近
で

顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
の
下
で
仕
事
が

で
き
る
強
み
﹂
な
ど
を
生
か
し
た
地
域

建
設
企
業
力
の
構
築
が
重
要
と
指
摘
す

る


　
ま
た

地
域
建
設
業
は
地
域
の
基
幹

産
業
だ
け
で
な
く

危
機
管
理
産
業
と

し
て
の
側
面
も
持
つ
た
め

そ
れ
ら
の

社
会
的
役
割
を
防
災
行
政
の
パ

ト
ナ


で
あ
る
行
政
機
関
や

地
域
住
民
と

の
間
で
共
有
し
な
が
ら

業
界
の
意
義

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
全
体

で
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る


　
１
９
０
０
年
以
降

約
１
０
０
年
に

わ
た

て
公
共
調
達
の
中
心
と
し
て
採

用
さ
れ
て
き
た
指
名
競
争
入
札
は

発

注
者
に
入
札
参
加
者
の
﹁
指
名
権
﹂
と

い
う
裁
量
を
持
た
せ
る
と
同
時
に

成

果
物
に
対
す
る
徹
頭
徹
尾
の
管
理
責
任

を
課
し
て
い
る

発
注
者
は
管
内
企
業

の
技
術
者
数
や
実
績
な
ど
を
把
握
し


指
名
権
と
管
理
責
任
を
両
立
す
る

一

方

受
注
者
は
良
い
仕
事
を
す
れ
ば
入

札
参
加
機
会
の
確
保
・
拡
大
に
つ
な
が

る
た
め

人
材
育
成
や
技
術
開
発
な
ど

を
通
じ
て
契
約
内
容
を
誠
実
に
履
行
し

よ
う
と
努
め
る


　
円
滑
な
公
共
調
達
と
品
質
向
上
と
い

う
指
名
競
争
に
よ

て
も
た
ら
さ
れ
る

効
果
は
国
民
生
活
の
向
上
だ
け
で
な

く

地
方
に
と

て
は
経
済
活
動
や
雇

用

有
事
対
応
な
ど
地
域
維
持
の
前
提

と
な

て
い
た


　
し
か
し

バ
ブ
ル
の
崩
壊
を
受
け
し

ぼ
み
ゆ
く
建
設
市
場
を
背
景
に

１
９

９
０
年
代
に
は
建
設
産
業
が
関
わ
る
独

禁
法
違
反
や
収
賄
事
件
が
続
発
し
た



年
に
は
建
設
省
︵
現
国
土
交
通
省
︶

が
﹃
建
設
産
業
政
策
大
綱
﹄
を
公
表


﹁
ト

タ
ル
コ
ス
ト
で
良
い
も
の
を
安

く
﹂
を
目
標
に
掲
げ

公
平
性
と
透
明

性
を
担
保
す
る
上
で
も
公
共
発
注
は
一

般
競
争
入
札
へ
と
移
行
し
て
い
く


　
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札

へ
の
転
換
に
よ

て

発
注
者
は
指
名

権
と
入
札
参
加
者
と
の
接
点
を
実
質
的

に
放
棄

建
設
企
業
や
技
術
者
な
ど
と

距
離
を
置
い
た
こ
と
で

社
会
資
本
の

本
質
的
な
効
果
や
そ
れ
を
支
え
る
企

業

技
術
力
よ
り
も
価
格
偏
向
の
受
注

競
争
へ
と
移
行
す
る

そ
の
結
果
と
し

て
ダ
ン
ピ
ン
グ
︵
過
度
な
安
値
受
注
︶

が
増
加

下
請
業
者
や
労
働
者
に
対
し

て
し
わ
寄
せ
が
い
き

工
事
中
の
事
故

や
手
抜
き
工
事
の
発
生

工
事
品
質
の

低
下
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る


　
公
共
事
業
が
中
心
の
地
域
建
設
業
も

一
般
競
争
入
札
へ
の
移
行

公
共
事
業

批
判
な
ど
の
社
会
情
勢
下
で

利
益
を

度
外
視
し
た
受
注
活
動
を
余
儀
な
く
さ

れ

逆
風
に
さ
ら
さ
れ
た
が

地
域
の

基
幹
産
業
と
し
て
地
域
の
衰
退
を
防
ぐ

た
め

苦
し
い
経
営
状
況
の
中
で
企
業

存
続
に
尽
力
し
た


　
そ
の
後

公
共
工
事
の
品
質
低
下
が

深
刻
化
し
た
た
め

企
業
と
技
術
力
を

評
価
す
る
総
合
評
価
落
札
方
式
の
導
入

を
決
定
付
け
る
公
共
工
事
品
質
確
保
促

進
法
︵
品
確
法
︶
が
施
行
さ
れ
た
︵
２

０
０
５
年
４
月
︶

﹁
官
公
需
に
つ
い

て
の
中
小
企
業
の
受
注
の
確
保
に
関
す

る
法
律
﹂
︵
官
公
需
法
︶
の
国
契
約
方

針
も
示
さ
れ

地
域
建
設
業
へ
の
風
向

き
は
変
わ
り
つ
つ
あ

た
が

大
き
な

転
換
点
と
な

た
の
は
東
日
本
大
震
災

だ

た


千
曲
川
堤
防
左
岸
の
決
壊
地
点

︵
下
流
側
︶
で
粗
締
切
を
進
め
る

建
設
会
社
︵

年
の
台
風

号
︶

　
公
共
工
事
の
調
達
方
法
で
一
般
競

争
入
札
が
主
流
と
な
る
中

２
０
１

３
年

月
に
神
奈
川
県
が
議
会
本
会

議
で
導
入
を
表
明
し
た
の
が
﹃
い
の

ち
貢
献
度
指
名
競
争
入
札
制
度
﹄
だ


た

新
た
な
形
で
の
８
年
ぶ
り
と

な
る
指
名
競
争
入
札
の
復
活


年

度
の
試
行
開
始
か
ら
既
に
６
年
が
経

過
し

県
内
で
は
当
た
り
前
の
制
度

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る

同
制
度

の
導
入
に
至

た
背
景
や
狙
い

そ

の
後
の
経
過
を
振
り
返
る
と
と
も
に

将
来
を
展
望
し
て
み
る


　
県
が
導
入
を
表
明
し
た

年
は


ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
相
場
に
よ
り
日
経
平

均
が
急
上
昇
し
た
年
で
も
あ

た


一
方

地
域
建
設
業
を
見
る
と

リ


マ
ン
シ


ク
後
の
傷
を
引
き
ず

り
つ
つ

将
来
の
市
場
動
向
も
見
え

な
い
暗
中
模
索
の
状
態
が
続
い
て
い

た


　
さ
ら
に
少
子
化
社
会
の
進
展
の
中

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
他
産
業
と
の
激

烈
な
担
い
手
確
保
競
争
な
ど
の
影
響

も
あ
り

建
設
業
界
で
は

さ
ら
な

る
中
長
期
的
な
安
定
投
資
を
求
め
る

声
が
強
ま

て
い
た


　
こ
う
し
た
中

同
年

月
議
会
で

黒
岩
祐
治
知
事
は

﹁
地
域
建
設
企

業
は
災
害
発
生
時
に
第
一
線
で
活
動

す
る
な
ど
県
民
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担

て
い
る
﹂

と
強
調
し

い
の
ち
貢
献
度
指
名
競

争
入
札
の
導
入
を
表
明
し
た
の
だ


地
域
で
の
貢
献
度
を
適
切
に
評
価
す

る
仕
組
み
を
持
た
せ
る
形
で
指
名
競

争
入
札
に
新
た
な
命
が
吹
き
込
ま
れ

た


　
当
時
の
改
正
公
共
工
事
品
質
確
保

促
進
法
︵
品
確
法
︶
の
理
念
を
先
取

り
し
つ
つ

入
札
試
行
要
領
の
目
的

に
は
﹁
県
民
の
﹃
い
の
ち
﹄
を
守
る

担
い
手
と
な
る
地
域
の
建
設
業
者
等

を
中
長
期
的
に
育
成
・
確
保
す
る
と

と
も
に

地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
及
び
工

事
系
委
託
を
早
期
に
実
施
す
る
こ

と
﹂
な
ど
を
掲
げ
た


　
工
事
は

設
計
金
額
が
２
５
０
万

円
超
１
億
５
０
０
０
万
円
未
満
で

﹁
災
害
復
旧
に
係
る
復
旧
工
事
﹂
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
案
件
を

対
象
に
県
土
整
備
局
を
中
心
に
適
用

を
重
ね
て
き
た


　
同
局
の
制
度
の
適
用
割
合
は



年
度
が

・
１
％


年
度
は

・

３
％


年
度
は

・
８
％


年

度
は

・
２
％
で
推
移
し
て
い
る


県
に
よ
る
と
社
会
貢
献
企
業
を
対
象

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ブ
発
注
と
あ

わ
せ
て
総
発
注
件
数
の
約
３
｜
４
割

を
目
安
に
適
用
し
て
い
る
状
況
だ
と

い
う


　
た
だ

６
年
が
経
過
す
る
中
で
課

題
も
見
え
隠
れ
す
る

県
央

県
西

地
域
な
ど
都
市
部
を
除
く
地
域
の
地

元
建
設
企
業
の
体
力
は
回
復
し
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い

同
制
度
の

目
標
に
掲
げ
た
﹁
地
域
の
建
設
業
者

等
を
中
長
期
的
に
育
成
・
確
保
﹂
の

達
成
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り
が

続
く
よ
う
だ


　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

あ
る

業
界
関
係
者
は
﹁
地
域
の
企
業
を
評

価
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
あ
り
が
た

か

た
﹂
と
振
り
返
る
一
方

将
来

に
向
け
て
は﹁
対
象
工
事
を
増
や
し


社
会
的
な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
制

度
に
し
て
ほ
し
い
﹂
と
期
待
を
寄
せ

る
若
手
育
成
や
災
害
対
応
の
ほ
か


教
育

現
場
実
習
な
ど
地
元
企
業
の

社
会
貢
献
を
各
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
的
確
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
指
摘
す
る


　
﹁
地
域
に
精
通
す
る
地
域
の
建
設

業
が
生
き
残
る
こ
と
が
持
続
可
能
な

社
会
に
つ
な
が
る
﹂と
の
信
念
か
ら


制
度
が
本
来
持
つ
意
義
を
受
発
注
者

全
体
で
共
有
し

さ
ら
に
地
元
へ
貢

献
す
る
企
業
を
育
成
で
き
る
よ
う


そ
の
意
義
を
高
め
て
い
く
努
力
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る

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
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日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

は

東
京
都
多
摩
地
域
の
建
設
業
の

人
材
確
保
や
先
進
技
術
の
導
入
・
浸

透
を
目
指
し
て

建
設
産
業
の
中
核

的
人
材
を
養
成
す
る
産
学
官
の
連
携

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る


同
校
を
運
営
す
る
片
柳
学
園
が
文
部

科
学
省
の
２
０
１
７
年
度
新
規
﹁
専

修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人

材
養
成
事
業
﹂
と
し
て
採
択
さ
れ
た

事
業
だ

準
備
委
員
会
に
よ
る
３
年

の
検
討
を
経
て

建
設
産
業
が
悩
ま

さ
れ
て
い
る
慢
性
的
な
人
材
不
足
に

加
え

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
い

た

新
し
い
技
術
に
対
応
で
き
る
人
材
が

少
な
い
な
ど
の
地
域
的
課
題
に
対
応

す
る
た
め
地
域
建
設
産
業
界

自
治

体

専
門
学
校
な
ど
で
構
成
す
る

﹁
多
摩
地
域
建
設
産
業
人
材
育
成
協

議
会
﹂
を

年
２
月
に
設
立
し
た


　
同
校
で
は

｜

年
度
に
か
け


多
摩
地
域
で
地
域
企
業
と
連
携
し


地
域
で
学
び

地
域
で
就
職
す
る
仕

組
み
な
ど
を
検
討
し
て
い
た

そ
の

過
程
で

地
域
に
お
け
る
建
設
産
業

人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
持
続
的
可

能
な
組
織
づ
く
り
が
課
題
に
指
摘
さ

れ
た


　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に


地
域
の
産
官
学
が
連
携
し

一
体
と

な

た
体
制
と

時
代
に
よ
り
変
化

す
る
人
材
ニ

ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
実
現
を

目
指
す
の
が
同
事
業
と
な
る


　
設
立
に
向
け
て
は


年
に
﹁
多

摩
地
域
建
設
業
人
材
育
成
協
議
会
設

立
の
た
め
の
準
備
委
員
会
﹂
が
初
会

合
を
開
い
た

メ
ン
バ

は

八
王

子
市
と

大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

教
育
機
関

多
摩
地
域
の
企
業

商

工
会
議
所

南
多
摩
建
設
業
協
会


西
多
摩
建
設
業
協
会

地
元
建
設
会

社

建
設
に
関
連
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
関
連

企
業

な
ど
か
ら
成
る


　
﹁
準
備
委
員
会
﹂
と
い
う
形
式
で

ス
タ

ト
し

関
係
す
る
機
関
・
企

業
・
団
体
な
ど
が
抱
え
て
い
る
課
題

や
考
え
を
整
理
し

３
年
を
か
け
て

基
礎
を
築
い
て
き
た


　
委
員
会
で
は

地
域
の
人
材
ニ


ズ
と
学
び
直
し
ニ

ズ
を
把
握
し


先
進
地
域
の
事
例
調
査
を
行

た
上

で

﹁
次
世
代
の
学
び
方
・
学
び
直

し
・
働
き
方
﹂
﹁
地
域
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
教
育
﹂
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ

Ｉ
Ｍ
な
ど
情
報
化
・
高
度
技
術
化
へ

の
対
応
﹂
な
ど
を
検
討
し
て
き
た


　
委
員
会
の
議
論
の
中
で
は

産
業

側
か
ら
﹁
ま
ず
は

八
王
子
を
若
い

人
が
住
み
た
い
町
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
﹂
﹁
入
社
後
の
社
員

の
離
職
対
策
が
必
要
﹂﹁
業
界
内
に
は

年
代
ギ


プ
問
題
が
存
在
す
る
﹂

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た


　
ま
た

検
討
で
は

建
設
産
業
人

材
育
成
と
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
２
つ
を
柱
に
し
た

特
に

重
要
な
課
題
と
し
て

多
摩
地
域
で

は

建
設
業
の
人
材
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り

今
後
も
中
小
企
業
が
継

続
し
て
い
く
た
め
に
も
担
い
手
の
育

成
は
不
可
欠
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る


　
そ
こ
で
人
材
育
成
の
分
野
で
は


若
年
就
業
者
の
離
職
率
増
加
を
食
い

止
め

長
期
的
な
キ

リ
ア
形
成
を

後
押
し
す
る
た
め
に

建
設
業
の
魅

力
創
出

就
業
意
欲
の
維
持
を
目
指

し
て
﹁
魅
力
あ
る
建
設
業
﹂
を
特
色

化
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
た

こ
れ

に
向
け
て
地
域
で
の
建
設
業
の
魅
力

を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
必
要
性
な
ど

が
指
摘
さ
れ
た


　
ま
た

地
域
企
業
か
ら
実
務
家
教

員
を
派
遣
し

専
修
学
校
の
学
生
に

と

て
最
先
端
技
術
や
現
場
の
生
き

た
技
術
の
習
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
な

ど
も
検
討
さ
れ
た


　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
で
は

﹁
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ま
ち
つ
く
り
﹂
を
テ


マ
に
産
官
学
一
体
の
持
続
的
な
プ
ロ

ジ

ク
ト
を
開
発
し

社
会
人
向
け

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
効
果
的
な
産
官

学
連
携
教
育
な
ど
を
実
現
さ
せ

協

議
会
設
立
後
の
自
律
的
な
活
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
目
標
と
な
る


　
そ
の
一
環
と
し
て

コ
ン
ピ



タ
上
で
八
王
子
の
町
を
再
現
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
﹁
バ

チ

ル

八
王
子
構
想
﹂
を
打
ち
出
し
た

仮

想
空
間
上
に
都
市
な
ど
の
情
報
を
再

現
し
よ
う
と
す
る
試
み
は

国
や
東

京
都
で
も
進
め
ら
れ
て
お
り
企
業
の

注
目
度
も
高
い

多
摩
地
域
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
浸
透
の
き

か
け
と
し

て
活
用
し
た
い
考
え
だ


　
こ
の
ほ
か
産
官
学
連
携
に
よ
り


地
域
建
設
企
業
へ
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入
推

進
を
行
う
た
め

専
門
学
校
の
教
材

・
施
設
を
利
用
し
た
講
座
な
ど
を
開

き

多
摩
地
域
の
建
設
業
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
浸
透
を
目
指
す
方
針
が
検
討

さ
れ
た


　
２
月
に
設
立
さ
れ
た
協
議
会
は


準
備
会
か
ら
取
り
組
み
を
一
歩
進
め

た
も
の
と
な
る

こ
れ
ま
で
の
検
討

を
ベ

ス
に
産
学
連
携
の
も
と
で
の

イ
ン
タ

ン
シ

プ
や

ｅ
ラ

ニ

ン
グ
を
活
用
し
た
学
び
直
し
・
資
格

対
策

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
な
ど
の
具
体
的
取
り
組
み

や
検
討
な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て
行

く
方
針
だ


　
学
校
教
育
の
制
度
が
変
わ
る
こ
と

は
珍
し
い

学
校
教
育
法
は

戦
後

の
１
９
４
６
年
の
日
本
国
憲
法
公
布

で
﹁
教
育
を
受
け
る
権
利
や
義
務
教

育
の
無
償
﹂
を
定
め


年
に
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
の
﹁
６
・
３
・
４

・
４
制
﹂
へ
移
行

そ
の
後

年


学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
案
が
成
立

し
短
期
大
学
が
恒
久
的
な
制
度
と
な


た


　
昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
と
な

た

２
０
１
７
年

専
門
職
大
学
設
置
を

柱
に
し
た
改
正
学
校
教
育
法
が
成

立

実
に

年
の
短
大
が
恒
久
的
制

度
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら


年

後
の

年
か
ら
専
門
職
大
学
の
開
設

が
始
ま

た


　
専
門
職
大
学
は
大
学
制
度
の
な
か

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め


﹁
専
門
職
大
学
﹂
と
﹁
専
門
職
短
期

大
学
﹂
の
２
つ
が
あ
る

産
業
界
と

連
携
し

専
門
知
識
の
習
得

実
戦

力
と
応
用
力
の
育
成
を
産
業
界
と
連

携
し
評
価
し
て
い
く
こ
と
で

学
習

内
容
が
ア

プ
デ

ト
さ
れ
る
こ
と

も
期
待
す
る


　
Ｉ
Ｔ
分
野
や
農
業

観
光
と
い


た
成
長
分
野
の
け
ん
引
役
を
担
え
る

専
門
職
業
人
材
の
養
成
が
目
的

こ

れ
ま
で
の
大
学
や
短
大

専
門
学
校

と
の
違
い
は

﹁
専
門
職
大
学
﹂

﹁
専
門
職
短
大
﹂
が
大
学
や
短
大
と

同
様

法
律
で
定
め
る
﹁
学
校
﹂
に

分
類

専
門
学
校
は
法
律
で
は
﹁
各

種
学
校
﹂と
分
類
が
異
な

て
い
る


そ
の
た
め

専
門
職
大
学
を
卒
業
す

れ
ば
大
学
と
同
様
の
﹁
学
士
﹂
が


専
門
職
短
大
は
﹁
短
期
大
学
士
﹂
の

学
位
が
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る


　
専
門
職
大
学
の
授
業
内
容
で
最
大

の
特
徴
は

卒
業
単
位
の
３

４
割

以
上
を
実
習
に
充
て
る
ほ
か

長
期

の
企
業
内
実
習
︵
イ
ン
タ

ン
シ


プ
︶に
も
多
く
の
時
間
を
割
く
点
だ


４
年
制
な
ら
６
０
０
時
間
以
上
が
義

務
化
さ
れ
る

ま
た
専
任
教
員
の
４

割
以
上
が
勤
務
経
験
５
年
以
上
の
実

務
家
教
員
と
し
て
い
る


　
建
設
産
業
界
の
各
企
業
に
と


て

建
設
系
の
専
門
職
大
学
と
そ
の

卒
業
生
の
入
職
に
期
待
を
持
つ
の

は

専
門
学
校
に
進
学
し
た
高
校
生

の
専
門
職
業
へ
の
関
心
が
高
く
離
職

率
が
低
い
こ
と
に
あ
る

さ
ら
に
実

戦
的
教
育
を
受
け
た
人
材
は
即
戦
力

に
つ
な
が
る
と
の
期
待
も
あ
る


　
こ
れ
ま
で
他
産
業
と
比
べ
入
社
３

年
以
内
の
離
職
率
は
高
卒
で
高
か


た

し
か
し

近
年
の
離
職
率
は
低

下
傾
向
に
あ
る


　
た
だ
人
口
の
減
少
は
今
後
も
確
実

に
続
く
た
め
大
学
専
門
職
大
学


専
門
学
校
へ
の
進
学
者
数
そ
の
も
の

は
増
え
ず

進
学
者
の
確
保
競
争
が

激
化
す
る
の
は
確
実
と
い
え
る

そ

の
場
合

建
設
産
業
界
が
現
在
進
め

て
い
る
人
材
確
保
・
育
成
取
り
組
み

と
同
じ
く

ど
れ
だ
け
建
設
産
業
へ

の
興
味
と
学
ぶ
こ
と
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
る
か
と
い
う
努
力
が
必
要

に
な
る


建
設
産
業
界
に
人
材
を
供
給
し
て
い
る

も
の
つ
く
り
大
学
や
専
門
学
校
の
卒
業

生
は
入
学
時
点
で
の
職
業
に
対
す
る
意

識
が
高
い
た
め

離
職
率
も
低
い

専

門
職
大
学
も
人
材
確
保
・
育
成
を
急
ぐ

建
設
企
業
に
と

て
魅
力
的
に
映
る

新卒者の３年以内離職率推移

　日本が提唱し志向する「Society．（新たな社会）」

へ向けた成長戦略のカギを握るのが、技術革新に対応し

てＡＩなどさまざまなツールを使いこなしながら、課題

を見つけ出し、解決し、新たな価値を創出できる人材の

育成だ。そのためには、従来の学校教育の見直しや社会

人の学び直し（リカレント教育）が必要になる。建設産

業界でも、さまざまなアプローチで「教育」の深化によ

って、人材を育成・確保しようとしている。



　　広島工業大学が日本で初導入　　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
連
携
建
築
積
算
を
演
習

コイシ　（大分市）　子育て中の女性を積極雇用

教育

国交省　　建設分野のリカレント教育

技
能
者
の
処
遇
改
善
へ
取
組
推
進

オンライン研修「建トレ」を展開

（３４）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

学
生
に
﹁
コ
ス
ト
感
覚
を
持

て
も
ら
い

た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ

ト
し
た

　広島工業大学環境学部の建築デザイン学科は、
年４月に当時の環境デザイン学科を再編し創設さ
れた。環境学や工学、情報学や芸術にいたるさまざ
まな知識を融合した「建築」「インテリア・木工」
「デジタルデザイン」の３分野を柱とする建築デザ
イン教育を進めている。なかでも建築実務でのＢＩ
Ｍが急速に加速する中で、ＢＩＭを使った建築積算
演習を日本で初めて導入した取り組みが注目を集め
ている。
　建築のデジタル化に対応した教育が進む一方で
「コストに対する感覚だけは昔から養成されてこな
かったのが工業高校や専門学校の教育であり、大学
の教育でもあった」と指摘する同学科の杉田洋教授
は、建築系の学科では専門とする研究室が少ないと
言われているデジタルデザインを取り入れ、ＢＩＭ
実習を実践するなど新たな時代の建築教育を展開す
る。
　「建築のプロとして一番大切なのはコストの感覚
だ」という杉田教授が「学生にコスト感覚を持って
もらいたい」という思いから、年９月の後期授業
からスタートしたのが建築積算演習だ。ＢＩＭ実習
など２年生終了時までに培った幅広いデジタル技術
と連携した建築積算演習に必要不可欠なものは、日
積サーベイが提供する建築積算ソフト「ＨＥΛＩＯ
Σ（ヘリオス）」のアカデミック版。学生でも取り扱え
るよう入力するデータ量がプロ仕様の実務版に比べ
少なくなっているのが特徴となっており、杉田教授

と日積サーベイは５年の歳月をかけて開発した。
　ＨＥΛＩＯΣは、部材を置きながら積算する配置
拾い機能を主としており、杉田教授のねらいである
「コスト感覚を養う」には有効な教育ツールになり得
る。アカデミック版はワンクリックで部材を配置で
きるように工夫し、より使いやすさを重視している。
　演習は、アカデミック版を使いながら積算の基礎
を学ぶことにしており、事前に建物の工事費を学生
自身に予想させ、実際にＨＥΛＩＯΣを使って算出
した工事費との誤差を認識させている。基礎、柱、梁、
壁など部位ごとだけでなく、地下や地下階の場合の
工事費についても予想させ、実際の金額差に触れる
などコスト感覚を養っている。「今まで設計を行う
中でコストのことは考えたことがなかった」という
学生も少なくなく、前向きに受講しているという。
　杉田教授には、「将来的には設計教育の１つとし
てコスト教育を位置づけたい」という目標がある。
ＢＩＭ活用が急速に進む中、大学教育のあり方も大
きく変わり始めている。

社内にキッズルームを設置

　
土
木
測
量
会
社
の
コ
イ
シ
︵
大
分
市
︶
は


﹁
丁
張
マ
ン
﹂
﹁
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
｜
３
Ｄ
﹂
な
ど

数
多
く
の
ヒ

ト
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た

ま

た

在
宅
勤
務
を
採
用
し

子
育
て
中
の
女
性
を

積
極
的
に
雇
用
す
る
な
ど

担
い
手
確
保
や
働
き

方
改
革
の
１
つ
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る


　
小
原
文
男
代
表
は
１
９
８
７
年
に

丁
張
り
掛

け
の
専
門
会
社
と
し
て
前
身
の
小
原
測
量
を
創

業

こ
れ
ま
で
に

測
点
名
が
書
き
込
め
る
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
マ

カ

﹁
鋲
ネ
ク
タ
イ
﹂

電
卓
専

用
雨
具
﹁
Ｄ
ｏ
Ｒ
ｏ
カ

パ
﹂

土
木
用
計
算
機

﹁
丁
張
マ
ン
﹂
な
ど
を
開
発
し
て
き
た

シ
リ


ズ
化
し
た
丁
張
マ
ン
は

セ
ン
タ

や
幅
杭

控

え
杭

測
点
を
容
易
に
設
置
で
き

丁
張
り
の
作

業
を
劇
的
に
変
え
た


　
一
方

作
業
が
容
易
に
な
る
こ
と
で
現
場
の
ミ

ス
増
加
が
懸
念
さ
れ
た

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す

い
図
面
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
中

現
場
監
督
時

代
に
は
﹁
粘
土
で
模
型
を
作

て
い
た
﹂
と
い
う

小
原
代
表
は

３
次
元
技
術
の
導
入
に
い
ち
早
く

目
を
付
け
た

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
｜
３
Ｄ

Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
｜
Ｅ
ｙ
ｅ

設
計
照
査
・
用
地
境
界
確
認

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開
発
に
つ
な
げ

こ
れ
ら
の
技

術
は
五
ケ
山
ダ
ム
︵
福
岡
県
︶

大
分
川
ダ
ム

︵
大
分
県
︶
な
ど
の
現
場
で
活
用
さ
れ
る

２
０

１
８
年
度
に
は
国
土
交
通
省
の
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
た


　
﹁
能
力
に
男
女
差
は
な
い
﹂
と
の
思
い
か
ら


従
業
員
約

人
の
う
ち
約
半
数
が
女
性
だ

子
育

て
中
の
女
性
が
働
け
る
よ
う

フ
レ

ク
ス
タ
イ

ム
制
を
導
入
し


学
校
行
事
な
ど
に

合
わ
せ
て
出
勤
日

や
勤
務
時
間
を
決

め
ら
れ
る
よ
う
に

し
た

図
面
作
成

な
ど
の
業
務
は
在

宅
勤
務
を
可
能
と

し

毎
朝
の
朝
礼
や
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
は
ウ


ブ
会
議
で
行

て
い
る


　
ま
た

子
ど
も
と
一
緒
に
出
勤
す
る
こ
と
も
で

き
る

社
内
に
は
キ

ズ
ス
ペ

ス
を
設
け

子

ど
も
た
ち
が
遊
び

宿
題
で
き
る
環
境
を
整
備
し

た

﹁
子
ど
も
が
走
り
回

て
い
る
職
場
は
う
ち

ぐ
ら
い

癒
し
と
活
気
が
あ
る
﹂
と
い
う


　
現
在

小
原
代
表
は

﹁
コ
イ
シ
土
木
プ
ラ


ト
ホ

ム
﹂
を
構
想
中
だ

﹁
地
域
電
器
屋
を
救


た
ア
ト
ム
電
器
の
﹃
町
の
電
器
屋
さ
ん
チ



ン
﹄
の
建
設
業
版
﹂
と
説
明
し

九
州
管
内
の
零

細
の
地
域
建
設
業
を
対
象
に

月
額
制
で

コ
イ

シ
の
技
術
資
産
や
最
安
値
で
の
重
機
レ
ン
タ
ル


研
修
受
け
入
れ
の
人
材
育
成
な
ど
の
サ

ビ
ス
を

提
供
す
る


　
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
と
ら
わ
れ
な
い

発
想
で
地
域
建
設
業
が
土
木
を
通
し
て
地
域
貢
献

す
る
姿
を
描
く

土
砂
流
出
の
３
Ｄ
シ
ミ

レ


シ

ン
の
技
術
構
築

安
全
に
操
縦
で
き
る
﹁
ミ

ニ
重
機
﹂の
地
域
消
防
団
へ
の
設
置
な
ど
大
災
害

時
代
に
備
え
た
具
体
的
な
連
携
策
も
進
行
中
で


地
域
建
設
業
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

期
待
さ
れ
る


『建トレ』基礎編　塗装より
（協力：株式会社竹延、（株）ＫＭ
ユナイテッド）

　
国
土
交
通
省
は

技
能
者
に
焦
点
を
当
て


リ
カ
レ
ン
ト
教
育
︵
学
び
直
し
︶
の
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る

建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス

テ
ム
を
核
に
技
能
者
が
持
つ
経
験
や
技
能
を
適

切
に
処
遇
に
反
映
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て

技
能
者
が
継
続
的
に
ス
キ
ル
ア

プ
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
で

産
業
全
体
の
技

能
水
準
の
向
上
と
処
遇
改
善
の
好
循
環
に
つ
な

げ
る
狙
い
だ


　
国
交
省
が
推
進
す
る
建
設
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
中
心
と
な

て
い
る
の
は

オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
建
設
技
能
ト
レ

ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂
︵
略
称
・
建
ト
レ
︶
だ

文
章
だ

け
で
な
く

職
人
の
技
能
を
映
像
化
し
た
動
画

を
組
み
合
わ
せ

作
業
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る


　

見
て
学
べ

と
い
う
風
潮
が
根
強
い
職
人

の
世
界
だ
が

昔
と
違

て
従
事
者
の
高
齢
化

に
伴
い
若
手
の
ロ

ル
モ
デ
ル
と
な
る
先
輩
が

減

た
こ
と
や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り

従
来
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
︵
職
場
内
訓
練
︶
だ
け

で
は
若
年
層
の
教
育
・
定
着
に
課
題
が
生
じ
て

い
る


　
そ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め

２
０
１

８
年
に
建
ト
レ
を
公
開
し
た

業
界
団
体

企

業

教
育
訓
練
施
設
な
ど
の
監
修
・
協
力
の
も

と

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ

を
運
営
す
る
全

国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協
会
が
制
作
を
担


た


　
専
用
の
ウ

ブ
サ
イ
ト︵http://kentore.

jp/

︶
に
ス
マ

ト
フ

ン
な
ど
を
使

て


い
つ
で
も

ど
こ
で
も

誰
で
も

無
料
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

こ
と
で

教
育
訓
練
施
設
が
近
隣
に
な
い
技
能

者
で
あ

て
も

継
続
的
に
訓
練
や
研
修
を
受

け
ら
れ
る
メ
リ

ト
も
あ
る


　
内
容
は

そ
の
職
種
の
定
義
や
使
用
す
る
部

材
の
名
称

作
業
手
順
の
流
れ
な
ど
を
ま
と
め

た
﹃
基
礎
編
﹄
に
つ
い
て
全

職
種
の
教
材
を

収
録

代
表
的
な
６
職
種
︵
と
び
工

型
枠
大

工

鉄
筋
工

内
装
工

塗
装
工

電
気
工
︶

は

現
場
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
職
長
教
育

用
の
教
材
を
整
備
し
た

若
手
技
能
者
に
対
す

る
指
導
方
法
な
ど
を
整
理
し
た
﹃
指
導
者
と
し

て
適
切
な
指
導
方
法
﹄
も
用
意
し
て
い
る


　

年
度
は
新
た
に

基
礎
編
と
職
長
編
の
中

間
位
の
レ
ベ
ル
を
想
定
す
る
﹃
中
堅
編
﹄
を
作

成
す
る
予
定
だ

新
規
入
職
時
か
ら
現
場
の
中

心
を
担
う
職
長
に
な
る
ま
で

切
れ
目
な
く
ス

キ
ル
ア

プ
し
て
い
け
る
よ
う
後
押
し
す
る


７
割
が
能
力
重
視
し

格
差
を
付
け
る
べ
き

　
技
能
者
が
所
属
す
る
専
門
工
事
企
業
は
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

建
設
産
業
専
門
団
体
連
合
会
が
傘
下

団
体
の
会
員
企
業
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
技

能
者
の
能
力
評
価
と
処
遇
に
関
す
る
調
査
に
よ

る
と

多
く
の
企
業
で
社
員
を
評
価
の
際
に
重

視
す
る
の
は

職
長
が
﹁
統
率
・
指
導
力
﹂


一
般
の
技
能
者
が﹁
腕
の
良
さ
﹂と﹁
勤
勉
さ
﹂

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

ま
た

職
長
の
処

遇
に
つ
い
て
は

全
体
の
７
割
が
﹁
能
力
を
重

視
し
て
格
差
を
つ
け
る
べ
き
﹂
と
回
答
し
て
い

る


　
つ
ま
り

単
な
る
年
功
序
列
で
は
な
く

ま

じ
め
に
腕
を
磨
い
て
い
き

そ
の
後

現
場
管

理
や
後
進
の
指
導
の
役
割
を
担
う
人
材
を
高
く

評
価
し
た
い
と
い
う
意
向
が
強
く
表
れ
て
い

る

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
趣
旨
で
あ
る
継
続
的

な
能
力
研
さ
ん
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
る


　
今
後
は

培

た
経
験
や
高
め
た
技
能
を
ど

の
よ
う
に
し
て
元
請
け

ひ
い
て
は
発
注
者
の

評
価
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る

そ

の
意
味
で
は
建
ト
レ
を
は
じ
め
と
す
る
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
を
起
点
に

建
設
キ

リ
ア
ア

プ

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
技
能
者
の
能
力
評
価
や

専
門
工
事
企
業
の
施
工
能
力
の
見
え
る
化
に
よ


て

技
能
向
上
や
資
格
習
得
を
し
た
技
能
者

と
技
能
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
企
業
が
適
正

に
評
価
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い




多様な入契方式を積極導入
地方公共団体職員数の推移

（一部事務組合などを含む）

自治体入札契約制度の動向

不
調
不
落
に
危
機
感

円
滑
執
行
へ
多
様
な
対
策

人
材
不
足
が
顕
著

受
発
注
者
の
関
係
深
化

（３５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

土木部門（下の部分が都道府県）

地方自治体歳出見込額のうち公共事業関係分野（単位・億円）

＊総務省の地方公共団体定員管理調査結果をもとに作成。
＊土木部門は普通会計・一般行政部門の職員数で、土木（土木
一般、用地買収、港湾・空港・海岸）、建築、都市計画（都
市計画一般、都市公園）、ダム、下水の合計。

建築技師

土木技師

＊左メモリは投資的経費、右は維持修繕費
総務省の地方財政計画をもとに作成。東日本大震災分は年度から。

　日刊建設通信新聞社は、都道府県・政令市・県庁所在市・東京区を
対象に、入札契約制度の動向調査を実施した。多くの自治体が入札契約
での不調・不落札への危機感を持ち、対応・対策を講じているほか、多
様な入札契約方式を導入していることが分かった。また、競争入札参加
資格や個別工事の入札案件でも、さまざまな企業評価に取り組んでいる
ことも明らかになった。

公共事業の円滑な執行に向け不調・
不落札への危機感

　
公
共
事
業
の
円
滑
な
執
行
に
向

け

入
札
の
不
調
・
不
落
札
へ
の
危

機
感
を
持
つ
自
治
体
は

回
答
し
た

自
治
体
の

％
と
な

た

地
震
や

台
風

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
工
事

施
設
の
老
朽

化
対
策
工
事
な
ど
に
遅
れ
が
生
じ
る

と

住
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙

げ
る
自
治
体
が
多
い


　
ま
た

管
内
建
設
企
業
の
高
齢
化

率
が
高
い
な
ど
と
し
て

建
設
企
業

側
が
担
い
手
不
足
に
な
り

社
会
資

本
の
整
備
や
維
持
管
理
に
支
障
が
生

じ
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
危
機
感

を
抱
く
自
治
体
も
多
か

た

例
え

ば

東
京
都
や
福
岡
県
に
よ
る
と


入
札
の
辞
退
理
由
と
し
て

技
術
者

な
ど
が
不
足
し
て
い
る
と
す
る
建
設

企
業
が
多
い
と
い
う


　
東
京
都
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ

て

は

公
共
事
業
の
入
札
へ
の
参
加
が

難
し
く
な
る
事
態
が
発
生
し

不
調

な
ど
が
増
大
す
る
こ
と
を
懸
念
す

る


　
危
機
感
を
持

て
い
な
い
自
治
体

は

平
時
の
入
札
で
不
調
・
不
落
札

が
発
生
し
て
い
な
い

あ
る
い
は
そ

の
発
生
率
が
低
い
こ
と
を
理
由
に
挙

げ
て
い
る


　
円
滑
執
行
に
向
け
講
じ
て
い
る
対

応
・
対
策
は
さ
ま
ざ
ま
だ

発
注
見

通
し
の
公
表

施
工
実
績
や
技
術
者

経
験
要
件
な
ど
入
札
参
加
条
件
の
緩

和

債
務
負
担
行
為
活
用
に
よ
る
施

工
時
期
の
平
準
化

フ
レ

ク
ス
工

期
契
約
制
度

余
裕
期
間
制
度

災

害
復
旧
工
事
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
件

緩
和
な
ど
は
多
く
の
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る


　
都
道
府
県
で
は

同
一
配
置
技
術

者
の
複
数
入
札
エ
ン
ト
リ

︵
宮
城

県
︶

公
募
型
随
意
契
約
導
入
や
指

名
競
争
入
札
の
﹁
地
域
の
守
り
手
育

成
型
方
式
﹂試
行
導
入︵
福
島
県
︶

１
億
円
未
満
の
工
事
で
の
指
名
競
争

入
札
活
用
︵
群
馬
県
︶

県
発
注
工

事
の
現
場
代
理
人
兼
務
件
数
５
件

︵
福
井
県
︶

工
区
割
り
変
更
や
他

工
事
と
の
合
併
発
注
な
ど
工
事
規
模

変
更
︵
兵
庫
県
︶

指
名
競
争
入
札

適
用
拡
大
︵
広
島
県
︶

遠
隔
地
か

ら
労
働
者
を
調
達
す
る
際
の
追
加
コ

ス
ト
支
払
い
︵
沖
縄
県
︶
と
い

た

取
り
組
み
が
あ
る


　
政
令
市
・
県
庁
所
在
市
で
は

調

査
基
準
価
格
・
最
低
制
限
価
格
を
下

回

た
入
札
者
の
再
度
入
札
へ
の
参

加
可
能
︵
札
幌
市
︶

市
建
設
業
協

会
な
ど
協
会
員
の
手
持
ち
工
事
状
況

を
確
認
し
発
注
時
期
の
変
更
︵
富
山

市
︶

農
政
事
業
の
た
め
池
・
水
路

工
事
な
ど
不
落
札
が
多
い
工
種
で
の

工
事
成
績
評
価
の
２
点
加
点
︵
宮
崎

市
︶な
ど
の
対
応
・
対
策
が
あ

た


東
京

区
は
板
橋
区
の
区
内
本
店
事

業
者
の
受
注
制
限
緩
和
な
ど
が
あ

る


　
人
口
減
少
に
伴

て
労
働
力
人
口

が
減
り

公
共
事
業
の
発
注
を
担
う

技
術
系
を
中
心
と
し
た
自
治
体
の
職

員
数
は



年
前
と
比
べ
減
り


公
共
事
業
の
設
計
や
施
工
を
担
当
す

る
建
設
産
業
界
も

担
い
手
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る


　
一
方
で

平
時
の
公
共
事
業
に
加

え
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業


国
土
強
靱
化
関
係
事
業
な
ど

公
共

事
業
量
が
減

て
い
た
厳
し
い
環
境

の
時
期
と
比
べ

近
年
の
自
治
体
公

共
事
業
関
係
分
野
の
歳
出
見
込
額

は

一
定
程
度
の
事
業
量
が
確
保
さ

れ
て
い
る

中
で
も
維
持
補
修
費
は

大
き
く
伸
び


年
度
の
維
持
補
修

費
額
は

年
度
比
で

・
３
％
増



年
度
比
で
は

・
７
％
増
と
な


た
近
年
の
維
持
補
修
費
を
み
る
と


７
割
程
度
が
土
木
費

小
中
学
校
な

ど
教
育
関
係
施
設
と
清
掃
施
設
な
ど

の
衛
生
関
係
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
約

１
割
を
占
め
て
い
る


　
投
資
的
経
費
を
み
て
も





年
度
は

兆
円
台
だ

た
が


年

度
は
約

兆
円


年
度
が
約

兆

７
６
０
０
億
円
あ
る


　
公
共
事
業
に
は

経
済
社
会
活
動

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
国
土
を

守
る
重
要
な
役
割
が
あ
る

こ
の
た

め

事
業
の
円
滑
で
着
実
な
執
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る


　
一
方
で

公
共
事
業
の
発
注
者
受

注
者
双
方
の
人
材
不
足
は

こ
れ
ま

で
の
設
計
・
施
工
分
離
発
注
の
原
則

だ
け
で
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り

多

様
な
公
共
調
達
手
法
が
広
が
り
つ
つ

あ
る

受
発
注
者
の
関
係
は

公
共

事
業
の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ


て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守
を

前
提
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で﹁
深
化
﹂

を
遂
げ
て
き
て
い
る
と
い
え
る


　
受
発
注
者
の
関
係
が
深
化

変
化

を
し
て
い
く
中
で
は

公
共
事
業
の

受
注
を
希
望
す
る
企
業
に
対
す
る
評

価
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る

工
事
の
品

質
を
確
保
す
る
技
術
力
の
評
価
や
企

業
の
経
営
の
健
全
性
を
評
価
す
る
こ

と
に
加
え

担
い
手
確
保
に
向
け
建

設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
企
業
を
評
価
す
る
動
き
が
自

治
体
で
始
ま

て
い
る


　
ま
た

働
き
方
改
革
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
る
企
業
を
評
価
す
る
こ
と

に
も
自
治
体
は
取
り
組
ん
で
い
る


公
共
事
業
を
受
注
す
る
企
業
に
と


て
も
多
様
な
働
き
方
を
実
現
し
社

員
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
よ

て


担
い
手
を
確
保
し
て
い
く

あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
深
化
が

担
い
手
を
確

保
︵
施
工
力
の
確
保
︶
し

公
共
事

業
の
受
注
機
会
を
増
や
す
と
い
う
好

循
環
を
生
み
だ
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る




自治体の対応
都道府県

７
県
が
健
康
経
営
企
業
評
価

入
札
参
加
資
格
審
査
で
加
点

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
評
価
は

都
道
府
県


県
が
独
自
制
度
で
企
業
認
定

キ

リ
ア
ア

プ
最
初
は
山
梨


年
度
以
降
に
広
が
る
可
能
性

（３６）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

○　　評価する
△　　今後評価を検討
空欄　評価予定なし

□　　競争入札参加資格
☆　　個別工事の入札案件
◎　　両方

　
自
治
体
は
公
共
調
達
に
当
た
り

企
業
の
評
価
を
実
施
し
て
い
る

公
共
調
達
の
１
つ
で
あ
る
調
査
設
計
を

含
む
公
共
工
事
で
は

入
口
段
階
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
と
個
別
の
案
件
で
企
業
を
評
価
す
る

競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
で
は

客
観
評
価
︵
経
営
事
項
審
査
︶
に
加
え

自
ら
の
発
注
案
件
に
お
け
る
工
事
成
績
評

定
な
ど
の
主
観
評
価

個
別
案
件
で
も
類
似
・
同
種
案
件
の
施
工
実
績
な
ど
を
評
価
し
て
い
る

近
年
は
こ
う

し
た
企
業
評
価
に
加
え

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
や
働
き
方
改
革
な
ど
を
意
識
し
た
企
業
評
価

が
広
が
り
つ
つ
あ
る

動
向
調
査
で
は

▽
建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
▽
企
業
の
健
康
経
営
▽
女
性
の

活
躍
を
含
む
ワ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶


の
３
つ
に
対
す
る
企
業
評
価
と

自
治
体
独
自

の
企
業
評
価
制
度
を
調
べ
た


　
健
康
経
営
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
を

２
０
２
０
年
度
に
評
価
す

る
都
道
府
県
は
青
森
福
島
新
潟


和
歌
山

福
岡

佐
賀

鹿
児
島
の

７
県
と
な

て
い
る
栃
木
京
都


愛
媛
の
３
府
県
は
﹁
今
後
評
価
を
検

討
﹂
と
回
答
し
た

未
定
と
し
た
東

京
都
を
含
め

都
道
府
県
が
﹁
評
価

予
定
な
し
﹂
だ

た


　
青
森
県
は
﹁
青
森
県
健
康
経
営
認

定
制
度
﹂
に
基
づ
く
認
定
企
業
に
対

し

競
争
入
札
参
加
資
格
で
５
点
を

加
点
し
て
い
る


　
福
島
県
は

年
度
か
ら
評
価
を
始

め
た

﹁
ふ
く
し
ま
健
康
経
営
優
良

事
業
所
﹂の
認
定
を
受
け
た
企
業
を


入
札
参
加
資
格
審
査
の
主
観
点
で


点
加
算
す
る

ま
た

個
別
工
事
の

入
札
で
は

総
合
評
価
方
式
の
標
準

型
を
対
象
に

認
定
企
業
を
０
・
５

点
加
算
し
て
い
る


　
新
潟
県
は

既
に
個
別
工
事
で
評

価
を
実
施

Ｗ
Ｌ
Ｂ
︵
ワ

ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︶
評
価
項
目
の
１

つ
と
し
て

県
独
自
の
認
定
制
度
で

あ
る﹁
ハ

ピ

パ

ト
ナ

企
業
﹂

と﹁
に
い
が
た
健
康
経
営
推
進
企
業
﹂

に

法
律
に
基
づ
く
﹁
え
る
ぼ
し
認

定
﹂
な
ど
３
つ
の
認
定
を
加
え
た
計

５
つ
の
認
定
の
う
ち

い
ず
れ
か
２

つ
以
上
の
認
定
を
受
け
た
企
業
は
０

・
５
点

い
ず
れ
か
１
つ
の
認
定
企

業
が
０
・

点
を
そ
れ
ぞ
れ
総
合
評

価
落
札
方
式
で
加
点
し
て
い
る

ま

た


年
度
か
ら
は
競
争
入
札
参
加

資
格
で
も

に
い
が
た
健
康
経
営
推

進
企
業
に
登
録
し
て
い
る
場
合

主

観
点
で
５
点
︵
上
限
あ
り
︶
を
加
点

す
る


　
和
歌
山
県
は

﹁
わ
か
や
ま
健
康

づ
く
り
チ

レ
ン
ジ
運
動
﹂
に
登
録

し
﹁
わ
か
や
ま
健
康
推
進
事
業
所
﹂

の
認
定
企
業
に
対
し

競
争
入
札
参

加
資
格
の
﹁
地
方
基
準
点
数
﹂
で
５

点
を
加
点
し
て
い
る


　
福
岡
県
は


年
度
か
ら
﹁
ふ
く

お
か
健
康
づ
く
り
団
体
・
事
業
所
宣

言
﹂
制
度
に
基
づ
く
登
録
を
受
け
て

い
る
企
業
に
対
し

競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
で
５
点
を
加
点
し
て
い

る


　
佐
賀
県
は

﹁
さ
が
健
康
企
業
宣

言
﹂
も
し
く
は
﹁
が
ば
い
健
康
企
業

宣
言
﹂
を
行
い

﹁
宣
言
証
﹂
の
交

付
を
受
け
た
場
合
に
１
点
そ
の
後


実
施
団
体
か
ら
﹁
認
定
証
﹂
を
受
け

る
と
さ
ら
に
２
点
の
加
点
を

競
争

入
札
参
加
資
格
で
実
施
し
て
い
る


　
鹿
児
島
県
は
競
争
入
札
参
加
資
格

と
個
別
工
事
の
入
札
案
件
で
既
に
評

価
を
実
施

障
害
者
雇
用
を
健
康
経

営
と
し
て
捉
え

経
営
︵
Ｙ
︶
評
点

に
０
・
０
７
５
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た

点
数
を
加
点
し
て
い
る

た
だ

県

の
工
事
成
績
と
完
工
高
の
合
計
点
の

２
分
の
１
が
上
限
と
な
る

個
別
工

事
で
は

総
合
評
価
方
式
の
評
価
項

目
で

経
営
事
項
審
査
で
の
経
営
状

況
の
点
数
に
よ

て
評
価
点
を
加
算

し
て
い
る


　
健
康
経
営
企
業
を
評
価
す
る
県

は

県
独
自
の
制
度
に
よ

て
認
定

を
受
け
た
企
業
を
加
点
評
価
し
て
い

る


　
評
価
を
検
討
す
る
と
し
た
栃
木
県

と
愛
媛
県
は

競
争
入
札
参
加
資
格

で
の
評
価
を
検
討
す
る

京
都
府
の

評
価
検
討
対
象
は
未
定


　
都
道
府
県
で
は

健
康
経
営
を
推

進
す
る
企
業
の
評
価
が
広
が
り
始
め

て
い
る
状
況
と
い
え
そ
う
だ


　
都
道
府
県
で
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︵
ワ

ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

女
性
の
活
躍

を
含
む
︶
を
推
進
す
る
企
業
を
評
価

す
る
の
は

都
道
府
県
あ

た


﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
は
３
県


﹁
評
価
予
定
な
し
﹂が
７
県
だ

た


評
価
を
実
施
し
て
い
る

都
道
府
県

の
う
ち

競
争
入
札
参
加
資
格
で
の

評
価
は

道
県

個
別
工
事
の
入
札

案
件
で
の
評
価
が
６
都
府
県

競
争

入
札
参
加
資
格
と
個
別
工
事
の
両
方

で
の
評
価
は
７
県
と
な

て
い
る


　
既
に
競
争
入
札
参
加
資
格
で
加
点

評
価
し
て
い
る
大
分
県
は

２
０
２

１
年
度
か
ら
個
別
工
事
の
総
合
評
価

落
札
方
式
を
対
象
に

評
価
の
試
行

を
予
定
し
て
い
る

お
お
む
ね

件

程
度
の
試
行
を
見
込
み

国
の
機
関

と
同
様
の
法
律
に
基
づ
く
制
度
の
認

定
取
得
企
業
に
加
え

﹁
お
お
い
た

働
き
方
改
革
推
進
優
良
企
業
表
彰
﹂

と
﹁
お
お
い
た
女
性
活
躍
推
進
事
業

者
表
彰
﹂
の
受
賞
企
業
を
評
価
す
る

予
定
だ

評
価
点
な
ど
の
具
体
的
内

容
は

年
度
に
検
討
す
る


　
ま
た

健
康
経
営
企
業
や
Ｗ
Ｌ
Ｂ

推
進
企
業
の
評
価
以
外
で

都
道
府

県
独
自
の
制
度
に
よ
る
認
定
企
業
を

評
価
し
て
い
る
の
は

県

﹁
今
後

評
価
を
検
討
﹂
が
５
道
府
県

未
定

と
し
た
東
京
都
な
ど
を
含
む
﹁
評
価

予
定
な
し
﹂
は

都
府
県
だ

た


　
評
価
を
実
施
し
て
い
る

県
の
う

ち

競
争
入
札
参
加
資
格
で
の
評
価

は

県

個
別
工
事
の
入
札
案
件
で

の
評
価
が
２
県
で

そ
の
両
方
で
の

評
価
は
６
県
と
な

て
い
る

評
価

を
検
討
す
る
５
道
府
県
の
う
ち
愛

媛
佐
賀
熊
本
の
３
県
は
競
争
入
札

参
加
資
格
で
の
評
価
を
検
討
す
る


熊
本
県
は

年
度
の
定
期
格
付
か

ら

従
業
員
の
労
働
環
境
や
処
遇
向

上
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
す
る
企
業

を
認
定
す
る
﹁
ブ
ラ
イ
ト
企
業
﹂
の

認
定
企
業
を

技
術
点
の
評
価
項
目

で
評
価
す
る
予
定
だ


　
都
道
府
県
で
建
設
キ

リ
ア
ア


プ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
て
い
る
企
業

を
２
０
２
０
年
度
に
評
価
す
る
の

は

福
島

山
梨

長
野

静
岡


滋
賀

福
岡
の
６
県

﹁
今
後
評
価

を
検
討
﹂
と
し
た
の
は

重
複
回
答

し
た
長
野
を
含
み

道
府
県

未
定

と
し
た
東
京
都
を
含
め
﹁
評
価
予
定

な
し
﹂
は

都
府
県
だ

た


　
全
国
で
最
初
に
評
価
を
始
め
た
の

は
山
梨
県


年
度
︵

年
１
月
︶

か
ら
県
土
整
備
部
発
注
の
土
木
一
式

工
事
で

事
業
者
登
録
と
技
能
者
登

録
を
し
た
場
合
に
総
合
評
価
方
式
で

２
点
加
点
し
て
い
る


　
福
島
県
は
総
合
評
価
方
式
の
標
準

型
簡
易
型
特
別
簡
易
型
の
工
事
を

対
象
に
０
・

点
加
点
す
る

長
野

県
は

８
０
０
０
万
円
以
上
の
建
設

工
事
を
対
象
に
総
合
評
価
方
式
で
０

・

点
を
加
点
入
札
参
加
資
格
で
も


・

年
度
の
資
格
要
件
審
査
か
ら

評
価
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る


　
静
岡
県
は

６
月
１
日
以
降
に
公

告
す
る
個
別
工
事
の
総
合
評
価
方
式

で

建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ

ム
の
事
業
者
登
録
が
あ
る
場
合

０

・
５
点
の
加
点
を
始
め
る
さ
ら
に



・

年
度
の
入
札
参
加
資
格
か
ら

は

認
定
期
間
前
年
の

月

日
時

点
で
建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ

ム
の
事
業
者
登
録
を
し
て
い
る
企
業

に
対
し

点
加
点
す
る


　
滋
賀
県
は

一
部
の
工
事
で
試
行

す
る

総
合
評
価
で
事
業
者
登
録
と

そ
の
工
事
で
の
活
用
を
宣
言
す
る
と

０
・
５
点
を
加
点
す
る
福
岡
県
は


競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
で
５
点
を

加
点
す
る

﹁
ふ
く
お
か
・
よ
か
ば

い
・
か
え
る
ば
い
キ

ン
ペ

ン
﹂

の
登
録
を
受
け

か
つ
建
設
キ

リ

ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
の
事
業
者
登
録

を
し
て
い
る
場
合
に
加
点
す
る


　
評
価
を
検
討
中
と
す
る
道
府
県
の

評
価
対
象
は
競
争
入
札
参
加
資
格


個
別
案
件
の
ど
ち
ら
か
と
す
る
県
が

多
い
が

埼
玉

岡
山

広
島

高

知

宮
崎
の
５
県
は
競
争
入
札
参
加

資
格
と
個
別
案
件
の
両
方
を
評
価
対

象
に
検
討
し
て
い
く


　
調
査
結
果
か
ら
は

建
設
キ

リ

ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
を
企
業
評
価
の

対
象
と
す
る
こ
と
が

年
度
以
降


広
が
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
う
か

が
え
る




政令市・県庁所在市

東京区

東
京

区

広がる企業評価

自治体入札契約制度の動向
（３７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　
東
京

区
は

建
設
キ

リ
ア
ア


プ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
て
い
る
企

業
の
評
価
に
つ
い
て


区
が
﹁
評

価
予
定
な
し
﹂
と
の
回
答
だ

た


﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
と
し
た
の
は

板
橋
区
と
葛
飾
区
の
２
区

板
橋
区

は

個
別
工
事
の
入
札
案
件
を
対
象

に

実
施
の
可
否
も
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
く

墨
田
区
は

状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
た


　
健
康
経
営
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
の
評
価
は
進
ん
で
い
な
い



区
が
﹁
評
価
予
定
な
し
﹂
だ

た


板
橋
区
だ
け
が
個
別
工
事
の
入
札
案

件
で
﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
と
回
答

し

時
期
は
実
施
可
否
も
含
め
て
今

後
検
討
す
る


　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
企
業
を
評
価
す
る
の

は

区

﹁
評
価
予
定
な
し
﹂
は
８

区
で

台
東
区
は
個
別
工
事
の
入
札

案
件
を
対
象
に﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂

す
る

墨
田
区
は
状
況
に
応
じ
て
検

討
す
る
可
能
性
が
あ
る

評
価
を
実

施
し
て
い
る

区
は
い
ず
れ
も

個

別
入
札
案
件
で
評
価
し
て
い
る


　
健
康
経
営
企
業
や
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
企

業
の
評
価
以
外
で

区
の
独
自
制
度

に
よ
る
認
定
企
業
を
評
価
し
て
い
る

の
は
７
区
と
な

て
い
る


浜
松
市
も
キ

リ
ア

ア

プ
で
評
価
　
　

　
政
令
市
・
県
庁
所
在
市
で
建
設
キ


リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

て
い
る
企
業
を
２
０
２
０
年
度
に
評

価
す
る
の
は
浜
松
市
だ
け
だ

た


個
別
工
事
の
総
合
評
価
方
式
で
１
点

加
点
す
る


　
﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
と
回
答
し

た
の
は

市

﹁
評
価
予
定
な
し
﹂

が

市
だ

た


　
評
価
を
検
討
す
る

市
の
う
ち


重
複
回
答
も
含
み
競
争
入
札
参
加
資

格
で
の
評
価
を
検
討
す
る
の
は
５

市

個
別
案
件
で
評
価
を
検
討
す
る

の
が
９
市
と
な

て
い
る


　
例
え
ば

さ
い
た
ま
市
は
個
別
案

件
で
の
評
価
を
検
討

埼
玉
県
や
ほ

か
の
市
の
動
向
と
市
内
建
設
業
界
で

の
導
入
状
況
を
踏
ま
え

導
入
時
期

や
具
体
的
な
評
価
内
容
を
検
討
し
て

い
く
考
え
だ

川
崎
市
は

競
争
入

札
参
加
資
格
で
の
主
観
評
価
項
目
で

加
点
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

導
入

時
期
は
固
ま

て
い
な
い


　
京
都
市
は

競
争
入
札
参
加
資
格

と
個
別
工
事
で
検
討
を
進
め
る

神

戸
市
は

評
価
内
容
の
詳
細
は
未
定

で
あ
る
も
の
の

導
入
時
期
に
つ
い

て


年
度
以
降
の
工
事
請
負
入
札

参
加
資
格
者
登
録
と
し
て
い
る


　
検
討
と
し
た
市
は

県
や
ほ
か
の

自
治
体
の
動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
と
す
る
市
が
多
い



の
市
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ

推
進
企
業
を
評
価

　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
推
進
す
る
企
業
を
評
価

す
る
政
令
市
・
県
庁
所
在
市
は

市

と
な

た

名
古
屋
市
と
熊
本
市
は

﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
と
し

﹁
評

価
予
定
な
し
﹂
は

市
だ

た


　
評
価
を
実
施
し
て
い
る

市
の
う

ち

競
争
入
札
参
加
資
格
で
評
価
し

て
い
る
の
は

市

個
別
工
事
の
入

札
案
件
で
の
評
価
が
９
市

競
争
入

札
参
加
資
格
と
個
別
工
事
の
両
方
で

評
価
し
て
い
る
の
は
７
市
と
な

て

い
る


　
個
別
工
事
で
の
評
価
を
実
施
し
て

い
る
市
の
う
ち

例
え
ば

札
幌
市

は
人
材
育
成
型
の
総
合
評
価
落
札
方

式
で

独
自
認
定
制
度
の
﹁
ワ

ク

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
企

業
認
証
﹂
の
認
証
企
業
を
認
定
の
ス

テ

プ
に
応
じ
加
点
し
て
い
る

福

島
市
は
﹁
福
島
市
働
く
女
性
応
援
企

業
認
証
﹂か﹁
同
中
小
企
業
認
証
﹂の

認
証
取
得
企
業
を
加
点
評
価
す
る


横
浜
市
は
﹁
よ
こ
は
ま
グ

ド
バ
ラ

ン
ス
賞
﹂
の
認
定
企
業
を
総
合
評
価

落
札
方
式
で
２
点
加
点
す
る

大
津

市
は

評
価
項
目
・
基
準
で
﹁
女
性

の
建
設
工
事
技
術
者
が
い
る
﹂
な
ど

の
項
目
を
設
け

そ
れ
ぞ
れ
０
・
５

点
を
加
点
す
る

那
覇
市
は

総
合

評
価
方
式
で
若
手
・
女
性
技
術
者
の

配
置
を
加
点
し
て
い
る


　
競
争
入
札
参
加
資
格
で
は

国
の

機
関
と
同
様
に

女
性
活
躍
推
進
法

や
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法


若
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
﹁
え
る

ぼ
し
認
定
﹂
な
ど
の
認
定
企
業
を
加

点
評
価
す
る
市
が
多
い


　
名
古
屋
市
は

個
別
工
事
の
入
札

案
件
を
対
象
に
評
価
を
検
討
す
る


　
ま
た

健
康
経
営
企
業
や
Ｗ
Ｌ
Ｂ

推
進
企
業
の
評
価
以
外
で

市
の
独

自
制
度
に
よ
る
認
定
企
業
を
評
価
し

て
い
る
の
は

市

﹁
今
後
評
価
を

検
討
﹂が
１
市
﹁
評
価
予
定
な
し
﹂

は

市
だ

た

評
価
を
実
施
し
て

い
る

市
の
う
ち

競
争
入
札
参
加

資
格
で
の
評
価
は

市

個
別
工
事

の
入
札
案
件
で
の
評
価
が

市
あ

り

そ
の
両
方
で
の
評
価
は

市
と

な

て
い
る


健
康
経
営
企
業

予
定
な
し

市

　
政
令
市
・
県
庁
所
在
市
で
健
康
経

営
に
取
り
組
む
企
業
を
評
価
し
て
い

る
の
は

青
森

宇
都
宮

前
橋


さ
い
た
ま

新
潟
の
５
市
と
な

て

い
る

﹁
今
後
評
価
を
検
討
﹂
と
し

た
の
は
札
幌

山
形

相
模
原

長

野

京
都
の
５
市


市
が
﹁
評
価

予
定
な
し
﹂
と
の
回
答
だ

た


　
青
森
市
は

市
独
自
制
度
の
﹁
あ

お
も
り
健
康
づ
く
り
実
践
企
業
﹂
の

認
定
企
業
を
建
設
工
事
の
総
合
評
価

落
札
方
式
で
０
・
５
点
加
点
し
て
い

る

宇
都
宮
市
は

市
の
健
康
づ
く

り
事
業
者
表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
事

業
者
に
対
し

入
札
参
加
資
格
︵
建

設
工
事
︶
で
２
点
を
加
点
す
る


　
前
橋
市
は
群
馬
県
の﹁
群
馬
県
い

き
い
き
Ｇ
カ
ン
パ
ニ

認
証
制
度
﹂

に
よ
る
ゴ

ル
ド
認
定
企
業
に


点

ベ

シ

ク
認
定
企
業
に
５
点

を
そ
れ
ぞ
れ
入
札
参
加
資
格
で
加
点

し
て
い
る

ま
た

健
康
経
営
関
連

で

育
児
・
介
護
休
業
法
に
沿

た

制
度
を
就
業
規
則
に
定
め

活
用
し

て
い
る
企
業
も
入
札
参
加
資
格
で


点
加
点
す
る


　
さ
い
た
ま
市
は

既
に
建
設
工
事

の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
で


﹁
さ
い
た
ま
市
健
康
経
営
企
業
認
定

制
度
﹂
で
﹁
さ
い
た
ま
市
健
康
経
営

企
業
﹂
と
し
て
認
定
を
受
け
た
企
業

に
対
し

発
注
者
別
評
価
点
と
し
て


点
を
加
点
し
て
い
る

ま
た

個

別
工
事
の
入
札
案
件
で
も
評
価
を
検

討
す
る

市
で
は

同
認
定
制
度
に

お
け
る
建
設
企
業
の
認
定
企
業
が
少

な
い
こ
と
か
ら

総
合
評
価
方
式
の

評
価
項
目
と
し
て
導
入
し
た
場
合


特
定
企
業
だ
け
の
加
点
と
な

て
し

ま
う
た
め

時
期
尚
早
と
し
て
近
い

時
期
に
導
入
す
る
予
定
は
な
い
と
い

う

た
だ

担
い
手
確
保
の
観
点
か

ら
必
要
な
項
目
の
１
つ
だ
と
し
て


建
設
業
で
の
認
定
企
業
が
増
え
て
き

た
と
き
に
導
入
し
た
い
と
の
考
え
を

持

て
い
る


　
新
潟
市
は
﹁
新
潟
市
健
康
経
営
認

定
制
度
﹂
に
よ
る
認
定
企
業
を
入
札

参
加
資
格
で
加
点
し
て
い
る

﹁
ゴ


ル
ド
ク
ラ
ス
﹂
は

点

﹁
シ
ル

バ

ク
ラ
ス
﹂
は
５
点
を
そ
れ
ぞ
れ

加
点
す
る


　
評
価
を
検
討
す
る
札
幌
市
は

個

別
工
事
の
入
札
を
対
象
に
検
討
す
る

考
え
だ
が

具
体
的
な
検
討
に
は
至


て
い
な
い

山
形
市
は

評
価
導

入
時
期
が
未
定
だ
が

今
後
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

相
模

原
市
は

ほ
か
の
市
の
状
況
を
踏
ま

え
検
討
す
る
考
え

長
野
市
と
京
都

市
は

導
入
時
期
や
内
容
は
未
定
だ

が

個
別
工
事
の
入
札
案
件
で
の
評

価
を
検
討
し
て
い
く




自治体入札契約制度の動向調査

国交省の指針契機に進む
半
数
以
上
で
導
入
実
績

災
害
の
早
期
復
旧
に
Ｃ
Ｍ

多
様
な
入
札
契
約
方
式
の
導
入
・
検
討
を
し
て
い
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（３８）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）

　調査対象は都道府県・政令市・県庁所在
市・東京区
　調査票を４月に配布、回答率は．％
　調査は、□の選択肢から回答を選んだ上
で、記述する形式

調査項目

Ｑ―Ａ
　公共事業の円滑な執行に向けた入札不調
・不落札対策の対応。

■公共事業の円滑な執行に向け入札不調・
不落札への危機感は持っていますか。
□危機感を持っている　□危機感はない

■危機感を持っている場合、対応・対策を
講じていますか。
□既に対応・対策済み　□対応・対策を
検討中

■危機感を持っている理由を記述してくだ
さい。
■実施済みや検討中の対応・対策の内容を
記述してください。
■入札不調・不落札への危機感を持ってい
ない場合、その理由を記述してください。

Ｑ―Ｂ
　多様で新たな入札契約方式への対応。

■多様で新たな入札契約方式の導入・検討
をしていますか。
□導入実績がある　□具体的案件を対象
に導入を準備・検討中（導入予定）　□
対象案件は未定だが導入を検討中　□検
討には至っていないが導入への意欲はあ
る　□導入予定なし

■導入実績がある場合、導入年度、対象案
件、導入した方式と導入の理由を記述して
ください。
■導入を準備・検討中の場合、導入予定年
度、対象案件と準備・検討中の方式と導入
検討の理由を記述してください。
■対象案件未定で検討中の場合、検討対象
としている方式、検討理由を記述してくだ
さい。
■検討までは至っていないが導入意欲があ
る場合、その理由を記述してください。
■導入予定なしの場合、その理由を記述し
てください。

■導入済みと導入予定の自治体に聞きま
す。今後も多様で新たな入札契約方式を導
入する意欲はありますか。
□導入意欲あり　□導入意欲なし

■多様で新たな入札契約方式の検討と導入
に当たり、それを阻むものや課題があると
思います。その課題などを記述してくださ
い。

Ｑ―Ｃ
　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）や働き
方改革などを意識した企業評価の動向。

Ｑ―Ｃ―１
■建設キャリアアップシステムを企業評価
の対象としていますか。
□年度から評価　□年度から評価　
□今後評価を検討　□評価予定なし

■評価、評価を検討の場合、どの段階での
評価でしょうか。
□競争入札参加資格　□個別工事の入札
案件

■評価の場合、具体的内容を記述してくだ
さい。
■評価を検討している場合、いつからの評
価を予定していますか。また、検討してい
る評価の段階や具体的内容を記述してくだ
さい。

Ｑ―Ｃ―２
■企業の健康経営に対する取り組みを評価
の対象としていますか。
□既に評価している　□年度から評価
□今後評価を検討　□評価予定なし

■評価する、評価を検討の場合、どの段階
での評価でしょうか。
□競争入札参加資格　□個別工事の入札
案件

■評価の場合の内容を記述してください。

■評価を検討している場合、いつからの評
価を予定していますか。また、検討してい
る評価の段階や具体的内容を記述してくだ
さい。

Ｑ―Ｃ―３
■女性活躍を含むワーク・ライフ・バラン
ス（ＷＬＢ）を推進する企業を評価の対象
としていますか。
□既に評価している　□年度から評価
□今後評価を検討　□評価予定なし

■評価する、評価を検討の場合、どの段階
での評価でしょうか。
□競争入札参加資格　□個別工事の入札
案件

■評価の場合の内容を記述してください。

■評価を検討している場合、いつからの評
価を予定していますか。また、検討してい
る評価の段階や具体的内容を記述してくだ
さい。

Ｑ―Ｃ―４
■前記３項目（建設キャリアアップシステ
ム、健康経営、ワーク・ライフ・バランス
関係）以外で、自治体独自の制度による認
定企業を評価の対象としていますか。
□既に評価している　□年度から評価
□今後評価を検討　□評価予定なし

■評価する、評価を検討の場合、どの段階
での評価でしょうか。
□競争入札参加資格　□個別工事の入札
案件

■評価の場合の制度名称とその内容を記述
してください。

■評価を検討している場合、いつからの評
価を予定していますか。また、検討してい
る評価の段階や具体的内容を記述してくだ
さい。
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

ま
た

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
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
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
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
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
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
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
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
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︵
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︶
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
Ｃ
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
Ｐ
Ｆ
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
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
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績
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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績
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
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
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
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績
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
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＊一部重複回答あり





（４０）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年（令和２年）５月２７日　（水曜日）【全面広告】




